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第１章  調査の概要 

１． 調査の目的 

高齢者の生活実態や課題、地域ごとの傾向の違い等を把握し、介護予防に向けた取り組みに活かして

いくことを目的に、那覇市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を実施した。 

調査票の設問項目については、国が示した必須項目にオプション項目の一部と那覇市独自設問を加え

て作成した。 

 

 

２． 調査設計 

（１） 調査の回答者 

那覇市内の65歳以上の高齢者（要介護１～５の認定を受けている方以外）から、日常生活圏域（18圏域）

ごとに均等に標本数を割り当て、約 15,000人を無作為に抽出。 

※日常生活圏域である各地域包括支援センターの圏域ごとに 400以上のサンプル確保を目指すものと

し、50％程度の有効回収率となる想定で標本数を設定。 

 

（２） 調査期間及び調査手法 

調査期間：令和元年 12月 13日（金）～令和２年１月 21日（火）  （回収予備期間含む） 

調査手法：郵送による配布回収  ※調査期間中に礼状兼協力依頼はがきを全員に発送（1回） 

 

 

３． 回収状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

標本数 回収数 回収率
1 石嶺 833 523 62.8%
2 大名 833 459 55.1%
3 城西 833 516 61.9%
4 繁多川 833 415 49.8%
5 松川 833 440 52.8%
6 松島 833 476 57.1%
7 識名 833 540 64.8%
8 安里 833 439 52.7%
9 古波蔵 833 435 52.2%

10 国場 833 465 55.8%
11 新都心 833 501 60.1%
12 安謝 833 448 53.8%
13 泊 833 429 51.5%
14 若狭 833 429 51.5%
15 城岳 833 455 54.6%
16 かなぐすく 833 402 48.3%
17 小禄 833 515 61.8%
18 高良 833 477 57.3%

179

14,994 8,543 57.0%

《参考》中圏域別集約結果
標本数 回収数 回収率

2,499 1,498 59.9% 石嶺 ・大名・城西                                       
4,998 2,771 55.4% 繁多川・松川・松島・識名・古波蔵・国場
4,998 2,701 54.0% 安里・新都心・安謝・泊・若狭・城岳
2,499 1,394 55.8% かなぐすく・小禄・高良                          

本庁地区            
小禄地区            

該当する圏域

  全  体            

圏域（包括地区）名

無回答

中圏域名
首里地区            
真和志地区          



那覇市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書 
 

2 

 

４． 調査結果の見方 

 回答は、原則として各質問の「調査数」を基数（n）とした百分率（％）で表し、小数第2位を四捨五入

している。このため、百分率の合計が100％にならない場合がある。また、2つ以上の回答ができる

複数回答の質問では、回答比率の合計が100％を超える場合がある。 

 性別・年齢、圏域等の基本属性等とのクロス集計においては、原則として、表側の各属性等の「無

回答」を表示していない。ただし、「全体」は属性の「無回答」も含んでいる。 

 クロス集計等において、基数（ｎ）となる調査数が少数となる場合は参考までに数値を見る程度に留

め、結果の利用には注意を要する。 
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第２章  回答者の基本属性 

１． 性別 

図表－１ 性別 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、「男性」が 41.9％、「女性」が 56.2％と、女性の割合が高い。 

 

 

２． 年齢 

図表－２ 年 齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、全体では「65～69歳」が 28.9％、「70～74歳」が 23.6％、「75～79歳」が 19.8％と年齢

が若いほど割合が高く、74歳以下が 52.5％、75歳以上が 45.0％を占めている。 

また、平均年齢は 74.6歳（男性：74.3歳、女性：74.8歳）である。 

  

41.9 56.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

男性 女性 無回答

平  均

74.6歳

74.3歳

74.8歳

28.9

30.4

28.8

23.6

25.3

23.2

19.8

19.0

21.0

15.0

15.0

15.4

7.8

8.0

7.8

2.4

1.6

2.9

2.6

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

(n=8,543)

男性

(n=3,576)

女性

(n=4,800)

65～69歳 70～74歳 75～79歳
80～84歳 85～89歳 90歳以上

無回答
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３． 要介護度  

図表－３ 要介護度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査は要介護認定者（要介護１～５）以外の高齢者を対象に実施しており、回答者の 88.4％が要介護

（要支援）認定を受けていない高齢者（以下、「一般高齢者」という。）であり、要支援認定者は 5.4％である

（要支援１：2.3％、要支援２：3.1％）。 

  

88.4

92.6

88.1

2.3

1.7

2.8

3.1

2.2

3.9

6.2

3.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

(n=8,543)

男性

(n=3,576)

女性

(n=4,800)

認定は受けていない 要支援１

要支援２ 無回答
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４． 圏域別基本属性 

前述の基本属性（性別、年齢、要介護度）を圏域別にみると下表のとおりである。 

図表－４ 圏域別基本属性 

 

 

 

 

 

上段：実数（件）、下段：割合（横％）

男
性

女
性

　
無
回
答

6
5

～

6
9
歳

7
0

～

7
4
歳

7
5

～

7
9
歳

8
0

～

8
4
歳

8
5

～

8
9
歳

9
0
歳
以
上

　
無
回
答

平
均
年
齢

認
定
は
受
け
て
い
な
い

要
支
援
１

要
支
援
２

　
無
回
答

8,543 3,576 4,800 167 2,469 2,017 1,693 1,279 665 201 219 7,551 197 269 526
100.0 41.9 56.2 2.0 28.9 23.6 19.8 15.0 7.8 2.4 2.6 88.4 2.3 3.1 6.2

石嶺 523 224 295 4 134 127 130 81 38 3 10 466 10 21 26
 100.0 42.8 56.4 0.8 25.6 24.3 24.9 15.5 7.3 0.6 1.9 89.1 1.9 4.0 5.0
大名 459 193 264 2 109 115 104 76 37 13 5 406 9 20 24
 100.0 42.0 57.5 0.4 23.7 25.1 22.7 16.6 8.1 2.8 1.1 88.5 2.0 4.4 5.2
城西 516 225 290 1 128 126 108 96 35 22 1 479 11 14 12
 100.0 43.6 56.2 0.2 24.8 24.4 20.9 18.6 6.8 4.3 0.2 92.8 2.1 2.7 2.3
繁多川 415 174 237 4 108 88 96 67 33 11 12 364 10 15 26
 100.0 41.9 57.1 1.0 26.0 21.2 23.1 16.1 8.0 2.7 2.9 87.7 2.4 3.6 6.3
松川 440 195 243 2 128 101 86 58 45 16 6 395 11 8 26
 100.0 44.3 55.2 0.5 29.1 23.0 19.5 13.2 10.2 3.6 1.4 89.8 2.5 1.8 5.9
松島 476 200 269 7 134 114 106 63 45 11 3 427 11 15 23
 100.0 42.0 56.5 1.5 28.2 23.9 22.3 13.2 9.5 2.3 0.6 89.7 2.3 3.2 4.8
識名 540 231 304 5 164 116 109 77 49 15 10 480 11 17 32
 100.0 42.8 56.3 0.9 30.4 21.5 20.2 14.3 9.1 2.8 1.9 88.9 2.0 3.1 5.9
安里 439 185 250 4 131 107 88 58 30 11 14 383 13 12 31
 100.0 42.1 56.9 0.9 29.8 24.4 20.0 13.2 6.8 2.5 3.2 87.2 3.0 2.7 7.1
古波蔵 435 193 236 6 121 100 88 61 42 14 9 392 15 12 16
 100.0 44.4 54.3 1.4 27.8 23.0 20.2 14.0 9.7 3.2 2.1 90.1 3.4 2.8 3.7
国場 465 194 268 3 157 116 85 64 29 9 5 414 11 16 24
 100.0 41.7 57.6 0.6 33.8 24.9 18.3 13.8 6.2 1.9 1.1 89.0 2.4 3.4 5.2
新都心 501 205 293 3 162 129 90 76 34 7 3 453 10 13 25
 100.0 40.9 58.5 0.6 32.3 25.7 18.0 15.2 6.8 1.4 0.6 90.4 2.0 2.6 5.0
安謝 448 173 270 5 130 123 76 70 35 9 5 392 11 18 27
 100.0 38.6 60.3 1.1 29.0 27.5 17.0 15.6 7.8 2.0 1.1 87.5 2.5 4.0 6.0
泊 429 174 251 4 132 105 81 64 31 10 6 397 6 11 15
 100.0 40.6 58.5 0.9 30.8 24.5 18.9 14.9 7.2 2.3 1.4 92.5 1.4 2.6 3.5
若狭 429 179 248 2 135 99 86 59 37 8 5 385 11 11 22
 100.0 41.7 57.8 0.5 31.5 23.1 20.0 13.8 8.6 1.9 1.2 89.7 2.6 2.6 5.1
城岳 455 193 261 1 137 111 80 73 37 13 4 422 7 11 15
 100.0 42.4 57.4 0.2 30.1 24.4 17.6 16.0 8.1 2.9 0.9 92.7 1.5 2.4 3.3
かなぐすく 402 170 229 3 139 89 63 68 32 8 3 359 13 15 15
 100.0 42.3 57.0 0.7 34.6 22.1 15.7 16.9 8.0 2.0 0.7 89.3 3.2 3.7 3.7
小禄 515 221 292 2 163 116 101 83 37 10 5 463 10 20 22
 100.0 42.9 56.7 0.4 31.7 22.5 19.6 16.1 7.2 1.9 1.0 89.9 1.9 3.9 4.3
高良 477 216 256 5 146 121 95 67 35 8 5 425 8 17 27
 100.0 45.3 53.7 1.0 30.6 25.4 19.9 14.0 7.3 1.7 1.0 89.1 1.7 3.6 5.7

※「全体」は圏域名無回答も含む（以下、同様）

要介護度年齢

全  体

74.0歳

 

 

圏
域
別

74.6歳

74.7歳

75.3歳

75.4歳

75.1歳

75.0歳

調
査
数

性別

74.9歳

74.8歳

74.4歳

75.1歳

73.8歳

74.2歳

74.4歳

74.3歳

74.5歳

74.6歳

74.2歳

74.4歳
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第３章  評価項目別の結果 

本章では、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査から算出可能な高齢者の生活機能・日常生活・社会参

加等に係る各評価項目におけるリスク者の割合等をもとに、本市における高齢者の状況把握を行う。 

 

１． 運動器 

（１） 評価方法 

運動器に関する下記の設問 5項目のうち、３項目（点）以上に該当する場合「リスク者」（運動器の機能低

下）と判定する。 

図表－５ 運動器の評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－６ 運動器の評価結果 

 

 

 

 

 

図表－７ 性・年齢別 運動器の評価結果（リスク者[該当]の割合） 
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（n=8,543）

該当（３点以上） 非該当 判定不能

7.5
10.1

17.2

27.1

39.2

59.2

5.8 5.5

11.9

18.2

26.8

42.4

8.7

13.8

20.8

33.6

48.7

66.7

本市平均
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20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

全体

男性

女性

本市平均

該当する選択肢
該当率

（ｎ＝8,543）

問2 （1）
階段を手すりを使わずに昇っていま
すか

3．できない 20.7%

問2 （2）
椅子に座った状態から何にもつかま
らずに立ち上がっていますか

3．できない 14.1%

問2 （3） １５分位続けて歩いていますか 3．できない 9.0%

計 28.8%
1．何度もある 8.6%
2．一度ある 20.2%

計 51.3%
1．とても不安である 16.3%
2．やや不安である 35.0%

問2 （5）

過去一年間に転んだ経験はあります
か

転倒に対する不安は大きいですか

設問

問2 （4）
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運動器のリスク者（該当[３点以上]）の割合は、全体で 17.1％であり、約 6人に 1人に運動機能の低下が

みられる。 

性・年齢別にみると、リスク者の割合はすべての年齢階級で男性よりも女性が高い。また、男女とも年齢

階級が上がるほどリスク者割合が上昇する傾向にある。 

 

（３） 該当状況（圏域別） 

図表－８ 圏域別 運動器の評価結果（リスク者[該当]の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動器のリスク者（該当[３点以上]）の割合を圏域別にみると、安謝圏域が 20.8％で最も高く、城西圏域

が 14.0％で最も低い。 
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２． 栄養 

（１） 評価方法 

栄養に関する下記の設問において、BMIが 18.5未満の場合「リスク者」（低栄養状態）と判定する。 

※BMI＝体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝ 

図表－９ 低栄養の評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－１０ 低栄養の評価結果 

 

 

 

 

 

 

図表－１１ 性・年齢別 低栄養の評価結果（リスク者［該当］の割合） 
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該当する選択肢
該当率

（ｎ＝8,543）

問３ （1）
身長・体重
BMI

BMI＜18.5 3.5%

設問
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 低栄養のリスク者（BMI＜18.5）の割合は全体では 3.5％である。 

 性・年齢別でみると、80歳代以下では男性よりも女性でリスク者の割合が高いが、90歳以上になると男

性のリスク者割合が女性と同率程度まで高まり、男女とも 6％を超える。 
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（３） 該当状況（圏域別） 

図表－１２ 圏域別 低栄養の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

低栄養リスク者の割合を圏域別でみると、松川圏域が 5.2％で最も高く、次いで城岳圏域（5.1％）と安里

圏域（5.0％）も 5％台と高い。一方、リスク者の割合が最も低いのは城西圏域で 1.7％である。 
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３． 咀嚼 

（１） 評価方法 

咀嚼機能に関する下記の設問に該当する場合「リスク者」（咀嚼機能低下）と判定する。 

図表－１３ 咀嚼機能の評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

 

図表－１４ 咀嚼機能の評価結果 

 

 

 

 

 

 

図表－１５ 性・年齢別 咀嚼機能の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 咀嚼機能リスク者の割合は全体では 30.0％である。 

 性・年齢別では、男女ともに年齢階級が上がるほど、咀嚼機能の低下リスク者割合が上昇する傾向に

ある。また、74歳までの年齢階級では男性のリスク者の割合が女性の割合を上回っているものの、75～79

歳で女性リスク者の割合 30.7％が男性の割合 31.4％に並び、80歳以上では女性が男性を上回っている。 
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問3 （2）
半年前に比べて固いものが食べにく
くなりましたか

1.はい 30.0%

設問
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（３） 該当状況（圏域別） 

図表－１６ 圏域別 咀嚼機能の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

咀嚼機能リスク者の割合を圏域別にみると、安謝圏域が 35.3％で最も高く、城西圏域が 24.2％で最も低

い。 
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４． 閉じこもり 

（１） 評価方法 

閉じこもり傾向に関する下記の設問に該当する場合「リスク者」（閉じこもり傾向）と判定する。 

図表－１７ 閉じ こもりの

評価関連項 目と回答

結果 

 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－１８ 閉じこもりの評価結果 

 

 

 

 

 

 

図表－１９ 性・年齢別 閉じこもりの評価結果（リスク者［該当］の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉じこもりリスク者の割合は、全体では 17.9％である。 

性・年齢別では、男女ともに 74歳までの年齢階級では 12％前後で推移し、75歳以上の年齢階級でリス

ク者の割合が上昇し始め、90歳以上では約 50％にまで上る（男性 50.8％、女性 52.5％）。 
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計 17.9%

1．ほとんど外出しない 6.7%

2．週１回 11.2%

問2 （6） 週に１回以上は外出していますか

設問
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（３） 該当状況（圏域別） 

図表－２０ 圏域別 閉じこもりの評価結果（リスク者［該当］の割合） 

閉じこもりリスク者の割合を圏域別にみると、松川圏域が 21.6％で最も高く、次いで国場圏域（21.1％）、

安謝圏域（21.0％）、古波蔵圏域（20.7％）も 21％前後と高い。一方、リスク者の割合が最も低いのは城岳

圏域で 13.0％であり、次いで新都心圏域（13.8％）と城西圏域（14.3％）も 14％前後と低い。 
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５． 認知機能 

（１） 評価方法 

認知機能に関する下記の設問に該当する場合「リスク者」（認知の機能低下）と判定する。 

図表－２１ 認知機能の評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－２２ 認知機能の評価結果 
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の割合） 
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問4 （1） 物忘れが多いと感じますか 1.はい 37.2%

設問
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 認知機能リスク者の割合は、全体では 37.2％である。 

 性・年齢別では、女性は年齢階級が上がるとともに、認知機能の低下リスク者の割合も上昇していき、

90歳以上では 56.7％にも上るのに対し、男性は 80歳以降、上昇傾向が落ち着き、約 40％で推移してい

る。 
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（３） 該当状況（圏域別） 

図表－２４ 圏域別 認知機能の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

認知機能リスク者の割合を圏域別でみると、安謝圏域が 43.8％で最も高く、次いで識名圏域（41.1％）も

40％を超えて高い。一方、リスク者の割合が最も低いのは松島圏域で 32.4％であり、次いで小禄圏域

（32.6％）も 32％台と低い。 
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６． うつ傾向 

（１） 評価方法 

うつ傾向に関する下記の設問２項目のうち、いずれかに該当する場合「リスク者」（うつ傾向）と判定する。 

図表－２５ うつ傾

向の 評価関連項目

と回 答結果 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－２６ うつ傾向の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

図表－２７ 性・年齢別 うつ傾向の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うつ傾向リスク者（1点以上）の割合は、全体では 39.8％である。 

性・年齢別では、すべての年齢階級において女性は男性よりもうつ傾向リスク者の割合が高く、特に 90
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歳以上では女性 51.8％、男性 25.4％であり、約 25ポイントの差がついている。 

 

（３） 該当状況（圏域別） 

図表－２８ 圏域別 うつ傾向の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

うつ傾向リスク者（1 点以上）の割合を圏域別にみると、松川圏域が 44.5％で最も高く、城西圏域（36.0％）

と小禄圏域（36.5％）で 36％台と低い。 
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７． 転倒リスク 

（１） 評価方法 

転倒リスクに関する下記の設問に該当する場合「リスク者」（転倒リスク保有）と判定する。 

図表－２９ 転倒リスクの評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－３０ 転倒リスクの評価結果 

 

 

 

 

 

 

図表－３１ 性・年齢別 転倒リスクの評価結果（リスク者［該当］の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒リスク者の割合は、全体では 28.8％である。 

性・年齢別では、すべての年齢階級において女性は男性よりも転倒リスク者の割合が高く、特に 80～84

歳、85～89歳では女性の方が約10ポイント高い。90歳以上では性別での差は小さくなり、男女とも約50％

にまで上る（男性 47.5％、女性 50.4％）。 
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（３） 該当状況（圏域別） 

図表－３２ 圏域 転倒リスクの評価結果（リスク者［該当］の割合） 

転倒リスク者の割合を圏域別でみると、安謝圏域が 34.6％で最も高く、松島圏域が 23.7％で最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8

25.4

28.8

24.4

28.9
32.3

23.7

29.8
32.1 33.3

27.7
25.9
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28.9 30.5 30.3
28.4

26.0
28.3

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%
該当（3点以上）

本市平均（全体）
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８． IADL(手段的自立度) 

（１） 評価方法 

IADL（手段的自立度）に関する下記の設問 5項目のうち、該当数が３項目（点）以下の場合「リスク者」

（IADL（手段的自立度）低下）と判定する。 

図表－３３ IADL（手段的自立度）の評価関連項目と回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 該当状況（全体及び性・年齢別） 

図表－３４ IADL（手段的自立度）の評価結果 

 

 

 

 

 

 

9.4 90.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

該当（３点以下） 非該当 判定不能

該当する選択肢
該当率

（ｎ＝8,543）

計 88.2%

1．できるし、している 74.8%

2．できるけどしていない 13.4%

計 92.5%

1．できるし、している 84.6%

2．できるけどしていない 7.9%

計 90.8%

1．できるし、している 74.7%

2．できるけどしていない 16.1%

計 92.9%

1．できるし、している 83.0%

2．できるけどしていない 9.9%

計 92.9%

1．できるし、している 83.6%

2．できるけどしていない 9.3%

問4 （6）
自分で預貯金の出し入れをしていま
すか

問4 （4） 自分で食事の用意をしていますか

問4 （5）
自分で請求書の支払いをしています
か

設問

問4 （2）
バスやモノレールを使って１人で外
出していますか（自家用車でも可）

問4 （3）
自分で食品・日用品の買物をしてい
ますか
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図表－３５ 性・年齢別 IADL（手段的自立度）の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 3.9

8.5
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26.9

48.3

5.1 4.2
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2.6 3.6
7.8

14.9
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47.5

本市平均
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20.0%

40.0%

60.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

全体

男性

女性

本市平均
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IADL（手段的自立度）の低下リスク者（3点以下）の割合は、全体では 9.4％である。 

性・年齢別では、男女ともに年齢階級が上がるほど、リスク者の割合も上昇傾向にあり、90歳以上では男

女ともに約 50％にまで上る（男性 50.8％、女性 47.5％）。 

 

 

（３） 該当状況（圏域別） 

図表－３６ 圏域別 IADL（手段的自立度）の評価結果（リスク者［該当］の割合） 

IADL（手段的自立度）の低下リスク者（3点以下）の割合を圏域別でみると、繁多川圏域が 11.8％で最も

高く、次いで国場圏域（11.4％）も 11％台と高い。一方、リスク者の割合が最も低いのは城西圏域で 6.8％

である。 
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6.8
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10.3

7.2 7.7

9.0

10.7

8.3
9.4

0.0%

10.0%

20.0%
該当（3点以下）

本市平均（全体）
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９． 各評価項目リスク者割合の経年比較 

図表－３７ 各評価項目のリスク者[該当]の割合（平成28年度との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各評価項目のリスク者の割合を前回調査（平成 28年度実施）と比較すると、大半の評価項目で前回調

査からの変動は概ね±1ポイントの範囲内であるが、「うつ傾向」では＋2.5ポイントとリスク者の割合の変動

が他の評価項目に比べてやや大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

前回

（H28)

今回

（R１）

運動器 栄養 咀嚼 閉じこもり 認知機能 うつ傾向 転倒リスク IADL

全 体 18.2 17.1 4.0 3.5 29.2 30.0 17.9 17.9 36.2 37.2 37.3 39.8 28.7 28.8 8.8 9.4

差 -1.1 -0.5 0.8 0.0 1.0 2.5 0.1 0.6

18.2 17.1

4.0 3.5

29.2 30.0

17.9 17.9

36.2 37.2 37.3
39.8

28.7 28.8

8.8 9.4

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

前回調査（H28）ｎ＝6,007、今回調査（R1）ｎ＝8,543
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第４章  調査結果の詳細 

１． 調査の回答者 

図表－３８ 調査の回答者 

 

 

 

 

 

 

調査の回答者は、「あて名のご本人」が 73.8％で最も高い。 

年齢別にみると、年齢階級が上がるほど、「あて名のご本人」の割合が減少し、「ご家族」の割合が増加し

ている。 

認定度別にみると要支援認定者は「あて名のご本人」の割合が 47.0％と市平均と比較して約 27ポイント

低く、「ご家族」37.8％や「その他」3.2％の割合が高い。 

 

図表－３９ 基本属性別 調査の回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.8 10.8

0.6

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

あて名のご本人 ご家族

その他 無回答

（％）
調
査
数

（
人

）

あ
て
名
の

ご
本
人

ご
家
族

そ
の
他

無
回
答

8,543 73.8 10.8 0.6 14.8
男性 3,576 72.1 11.1 0.6 16.2
女性 4,800 75.7 10.6 0.7 13.0
65～69歳 2,469 82.3 5.3 0.4 12.1
70～74歳 2,017 79.9 5.4 0.4 14.3
75～79歳 1,693 74.0 10.2 0.8 15.1
80～84歳 1,279 65.1 17.7 1.0 16.3
85～89歳 665 54.9 26.6 0.8 17.7
90歳以上 201 49.8 38.3 1.5 10.4
石嶺 523 73.0 10.9 1.1 14.9
大名 459 72.3 10.0 0.7 17.0
城西 516 80.6 9.1 0.6 9.7
繁多川 415 72.0 11.6 0.2 16.1
松川 440 73.6 10.5 0.7 15.2
松島 476 74.8 12.2 0.2 12.8
識名 540 74.6 10.9 0.6 13.9
安里 439 72.0 11.4 0.5 16.2
古波蔵 435 68.7 12.2 1.1 17.9
国場 465 71.8 13.3 0.6 14.2
新都心 501 76.8 8.8 1.4 13.0
安謝 448 73.2 10.3 0.7 15.8
泊 429 78.6 7.5 0.2 13.8
若狭 429 73.0 9.1 0.7 17.2
城岳 455 75.2 9.2 0.2 15.4
かなぐすく 402 74.9 12.4 0.5 12.2
小禄 515 74.6 13.6 0.4 11.5
高良 477 73.4 12.2 0.4 14.0
一般高齢者 7,551 76.7 9.1 0.4 13.8
要支援認定者 466 47.0 37.8 3.2 12.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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２． 家族や生活状況について【問１】 

（１） 家族構成【必須項目】 

 

図表－４０ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成は、「夫婦二人（配偶者 65歳以上）」が 36.4％で最も高く、次いで「一人暮らし」が 24.0％であ

る。 

年齢別では、「夫婦二人（配偶者65歳以上）」は85歳以上の年齢階級では顕著に減少していくのに対し、

「息子・娘と 2世帯」は増加していく。「夫婦二人（配偶者 65歳以上）」は 80～84歳では 41.3％であるのに

対し、85～89歳では 29.9％、90歳以上では 11.4％で約 10～20ポイントほどの減少幅になっている。また、

「息子・娘との 2世帯」は、80～84歳では 19.3％であるのに対し、85～89歳では 26.8％、90歳以上では

35.8％で約 10ポイントの上昇幅になっている。 

圏域別では、松川圏域、識名圏域、安里圏域、古波蔵圏域、安謝圏域、若狭圏域などで「一人暮らし」 

が高く約 30％であり、市平均より約 6ポイント高い。一方、石嶺圏域、大名圏域、城西圏域では「一人暮

らし」が市平均よりも約 6ポイント低く、石嶺圏域 17.6％、大名圏域 17.4％、城西圏域 17.2％である。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者と比較して、「一人暮らし」が 36.5％、「息子・娘との 2世帯」

が 20.2％と高い。一方で、「夫婦二人（配偶者 65歳以上）」、「夫婦二人（配偶者 64歳以下）」は低く、「夫

婦二人（配偶者 65歳以上）」は 23.6％、「夫婦二人（配偶者 64歳以下）」は 1.5％である。 

 

 

  

24.0 36.4

3.9

15.5 16.7 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

一人暮らし 夫婦二人（配偶者６５歳以上）

夫婦二人（配偶者６４歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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図表－４１ 基本属性別 家族構成 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

一
人
暮
ら
し

夫
婦
二
人

（
配
偶

者
６
５
歳
以
上

）

夫
婦
二
人

（
配
偶

者
６
４
歳
以
下

）

息
子
・
娘
と
の
２

世
帯

そ
の
他

　
無
回
答

8,543 24.0 36.4 3.9 15.5 16.7 3.4
男性 3,576 19.2 42.4 7.2 12.4 16.2 2.5
女性 4,800 27.5 32.1 1.5 17.9 17.3 3.7
65～69歳 2,469 23.0 33.3 8.0 11.1 22.9 1.8
70～74歳 2,017 24.9 39.7 3.8 12.1 16.8 2.7
75～79歳 1,693 24.7 40.0 1.5 16.4 13.9 3.5
80～84歳 1,279 23.2 41.3 1.6 19.3 10.2 4.4
85～89歳 665 23.0 29.9 1.4 26.8 14.3 4.7
90歳以上 201 27.9 11.4 1.0 35.8 17.9 6.0
石嶺 523 17.6 43.2 3.6 14.5 17.2 3.8
大名 459 17.4 45.1 3.3 16.8 14.4 3.1
城西 516 17.2 40.1 3.5 19.4 17.8 1.9
繁多川 415 21.4 39.5 4.3 15.9 15.4 3.4
松川 440 30.2 29.1 3.4 15.2 17.7 4.3
松島 476 17.6 36.8 5.9 18.7 17.4 3.6
識名 540 30.0 30.4 3.7 16.5 15.6 3.9
安里 439 30.8 31.7 3.6 15.5 15.3 3.2
古波蔵 435 32.2 29.9 5.3 14.0 15.6 3.0
国場 465 22.2 41.3 3.7 14.2 16.1 2.6
新都心 501 22.6 35.5 4.2 15.2 18.0 4.6
安謝 448 29.5 38.4 3.8 9.8 15.6 2.9
泊 429 27.7 37.5 3.5 12.8 16.1 2.3
若狭 429 31.5 32.4 3.0 15.4 14.9 2.8
城岳 455 26.2 37.6 4.6 12.5 17.1 2.0
かなぐすく 402 19.9 36.6 4.7 16.9 18.4 3.5
小禄 515 20.4 32.2 4.3 18.6 21.7 2.7
高良 477 20.8 40.7 3.4 15.5 16.6 3.1
一般高齢者 7,551 22.9 37.5 4.2 15.4 17.3 2.7
要支援認定者 466 36.5 23.6 1.5 20.2 13.5 4.7

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（２） 介護・介助の必要性【必須項目】 

図表－４２ 介護・介助の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護・介助の必要性は「介護・介助は必要ない」が 81.7％で最も高い。次いで「何らかの介護・介助が必

要だが、現在は受けていない」が 7.7％、「現在何らかの介護を受けている」が 7.0％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「介護・介助は必要ない」の割合は減少し、「何らかの介護・介助が

必要だが、現在は受けていない」と「現在何らかの介護を受けている」の割合が増加している。 

圏域別では、城西圏域は「介護・介助は必要ない」の割合が 85.7％と最も高く、市平均よりも約 4ポイント

高い。また、「何らかの介護・介助が必要だが、現在は受けていない」の割合が 4.5％と最も低い。反対に識

名圏域は「介護・介助は必要ない」が 77.8％と他圏域と比較し最も低く、「何らかの介護・介助が必要だが、

現在は受けていない」が 10.6％と最も高い。 

認定度別では、要支援認定者は「介護・介助は必要ない」が15.7％と市平均より66ポイント低く、「何らか

の介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 19.3％、「現在何らかの介護を受けている」が 60.5％で

ある。 

 

 

  

81.7 7.7

7.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在何らかの介護を受けている

無回答
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図表－４３ 基

本属性 別 介

護・介助 の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

介
護
・
介
助
は
必

要
な
い

何
ら
か
の
介
護
・

介
助
は
必
要
だ

が

、
現
在
は
受
け

て
い
な
い

現
在
何
ら
か
の
介

護
を
受
け
て
い
る

　
無
回
答

8,543 81.7 7.7 7.0 3.6
男性 3,576 85.3 7.4 4.8 2.5
女性 4,800 79.7 7.6 8.6 4.0
65～69歳 2,469 92.5 2.7 2.6 2.2
70～74歳 2,017 89.0 4.4 3.1 3.5
75～79歳 1,693 81.7 9.0 5.8 3.4
80～84歳 1,279 70.3 13.5 11.8 4.4
85～89歳 665 60.5 17.4 18.2 3.9
90歳以上 201 44.8 12.9 38.3 4.0
石嶺 523 80.9 7.3 8.2 3.6
大名 459 83.0 7.8 6.8 2.4
城西 516 85.7 4.5 7.6 2.3
繁多川 415 79.5 8.9 7.5 4.1
松川 440 82.0 8.2 6.8 3.0
松島 476 83.0 7.6 6.1 3.4
識名 540 77.8 10.6 7.8 3.9
安里 439 82.0 7.3 7.5 3.2
古波蔵 435 80.9 8.5 7.6 3.0
国場 465 80.9 8.6 6.5 4.1
新都心 501 83.2 7.4 6.0 3.4
安謝 448 81.7 10.3 5.8 2.2
泊 429 82.3 7.9 7.2 2.6
若狭 429 84.4 5.8 6.1 3.7
城岳 455 85.1 6.6 5.7 2.6
かなぐすく 402 82.8 5.0 8.5 3.7
小禄 515 82.7 5.4 7.8 4.1
高良 477 82.6 7.5 5.7 4.2
一般高齢者 7,551 87.6 6.4 3.3 2.6
要支援認定者 466 15.7 19.3 60.5 4.5

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） 主な介護・介助者【オプション項目】 

 

図表－４４ 主な介護・介助者【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「介護・介助の必要性」で「現在、何らかの介護を受けている」と回答をした人（597人）に対して、「主な介

護・介助者」について尋ねた。 

主な介護・介助者は「娘」が 37.2％で最も高く、次いで「息子」が 28.0％、「配偶者（夫・妻）」が 25.3％で

ある。 

性別では、男性は「配偶者（夫・妻）」が 41.6％で最も高く、次いで「娘」26.6％、「息子」26.0％である。女

性は「娘」が 41.9％で最も高く、次いで「息子」が 28.8％、「介護サービスのヘルパー」が 23.2％である。 

25.3

28.0

37.2

5.4

3.2

6.7

22.3

15.7

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

(%)

（n=597）
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年齢別では 79歳までの年齢階級では「配偶者（夫・妻）」が約 40％で最も高いものの、80歳以上では、

「配偶者（夫・妻）」の割合は 20％以下にまで減少し、「息子」、「娘」が占める割合が増加していく。 

圏域別では、大名圏域は「配偶者（夫・妻）」、「息子」、「娘」が市平均よりも約 3～10ポイント低く、「介護

サービスのヘルパー」が 45.2％で市平均よりも約 23ポイント高い。 

認定度別では、一般高齢者は「娘」が 40.3％で最も高く、次いで「配偶者（夫・妻）」が 32.7％である。一

方、要支援認定者は「介護サービスのヘルパー」が 37.9％で最も高く、次いで「娘」36.2％である。 
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図表－４５ 基本属性別 主な介護・介助者【複数回答】 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

配
偶
者

（
夫
・
妻

）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

孫 兄
弟
・
姉
妹

介
護
サ
ー

ビ
ス
の

ヘ
ル
パ
ー

そ
の
他

　
無
回
答

597 25.3 28.0 37.2 5.4 3.2 6.7 22.3 15.7 1.3
男性 173 41.6 26.0 26.6 5.2 2.3 6.4 20.8 15.6 2.3
女性 413 17.9 28.8 41.9 5.6 3.6 6.8 23.2 16.2 1.0
65～69歳 65 44.6 12.3 18.5 3.1 1.5 6.2 27.7 21.5 1.5
70～74歳 63 49.2 17.5 14.3 3.2 1.6 12.7 19.0 15.9 1.6
75～79歳 99 37.4 14.1 30.3 1.0 2.0 11.1 23.2 19.2 1.0
80～84歳 151 17.2 34.4 41.7 6.6 5.3 4.6 23.2 15.9 1.3
85～89歳 121 14.9 37.2 54.5 6.6 5.0 4.1 23.1 11.6 0.8
90歳以上 77 6.5 40.3 46.8 10.4 1.3 3.9 16.9 14.3 2.6
石嶺 43 20.9 20.9 41.9 7.0 0.0 9.3 4.7 27.9 0.0
大名 31 22.6 22.6 29.0 6.5 0.0 9.7 45.2 9.7 6.5
城西 39 33.3 25.6 41.0 7.7 2.6 7.7 12.8 10.3 0.0
繁多川 31 22.6 35.5 45.2 6.5 9.7 6.5 19.4 9.7 0.0
松川 30 23.3 36.7 46.7 0.0 3.3 0.0 16.7 10.0 0.0
松島 29 17.2 37.9 41.4 6.9 10.3 6.9 24.1 13.8 3.4
識名 42 26.2 35.7 33.3 4.8 0.0 7.1 28.6 14.3 0.0
安里 33 18.2 18.2 30.3 3.0 3.0 9.1 18.2 30.3 0.0
古波蔵 33 12.1 24.2 39.4 6.1 3.0 9.1 15.2 24.2 3.0
国場 30 33.3 30.0 40.0 6.7 6.7 3.3 33.3 6.7 0.0
新都心 30 36.7 16.7 30.0 0.0 0.0 6.7 36.7 16.7 0.0
安謝 26 30.8 23.1 30.8 3.8 3.8 3.8 26.9 11.5 3.8
泊 31 25.8 25.8 25.8 6.5 3.2 9.7 9.7 19.4 3.2
若狭 26 23.1 26.9 46.2 3.8 7.7 3.8 34.6 11.5 0.0
城岳 26 26.9 34.6 34.6 7.7 0.0 3.8 34.6 19.2 0.0
かなぐすく 34 29.4 41.2 41.2 2.9 0.0 5.9 17.6 8.8 2.9
小禄 40 22.5 30.0 40.0 12.5 2.5 10.0 15.0 22.5 2.5
高良 27 22.2 14.8 29.6 3.7 7.4 3.7 29.6 18.5 0.0
一般高齢者 248 32.7 26.6 40.3 4.8 4.4 6.9 5.2 16.9 1.6
要支援認定者 282 19.5 29.8 36.2 6.7 2.5 6.4 37.9 12.8 1.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（４） 暮らしの経済状況【必須項目】 

 

図表－４６ 暮らしの経済

状況 

 

 

暮らしの経済状況は「ふつう」が 56.4％で最も高く、次いで「やや苦しい」が 25.3％である。 

また、「大変苦しい」（7.5％）と「やや苦しい」（25.3％）をあわせた『苦しい』が 32.8％、「ややゆとりがある」

（7.1％）と「大変ゆとりがある」（1.4％）をあわせた『ゆとりがある』が 8.5％となっている。 

年齢別では、『苦しい』の割合は、部分的な例外もあるが、年齢階級が低いほど高い傾向にあり、70歳代

以下で 30％を超えている（65～69歳：35.3％、70～74歳：34.8％、75～79歳：32.5％）。 

圏域別では、古波蔵圏域は「大変苦しい」10.6％と「やや苦しい」32.0％で最も高く、「ふつう」では 49.2％

と最も低い。一方、泊圏域は「ややゆとりがある」11.4％と「大変ゆとりがある」2.6％で最も高い。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者と比較して『苦しい』が 43.0％と約 11ポイント高く、『ゆとりが

ある（「ややゆとりがある」＋「大変ゆとりがある」）』が 3.2％と約 5ポイント低い。 

 

  

7.5 25.3 56.4 7.1

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

大変苦しい やや苦しい

ふつう ややゆとりがある
大変ゆとりがある 無回答 『苦しい』

『ゆとりが
ある』

32.8% 8.5%
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図表－４７ 基本属性別 暮らしの経済状況 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

大
変
苦
し
い

や
や
苦
し
い

ふ
つ
う

や
や
ゆ
と
り
が
あ
る

大
変
ゆ
と
り
が
あ
る

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
苦
し
い

』

【
再
掲

】

『
ゆ
と
り
が
あ
る

』

8,543 7.5 25.3 56.4 7.1 1.4 2.4 32.8 8.5
男性 3,576 7.3 24.3 56.3 8.2 1.6 2.3 31.6 9.8
女性 4,800 7.5 26.0 56.8 6.2 1.3 2.2 33.5 7.5
65～69歳 2,469 8.1 27.2 54.4 7.2 1.3 1.7 35.3 8.5
70～74歳 2,017 7.5 27.3 54.8 6.7 1.5 2.1 34.8 8.2
75～79歳 1,693 7.9 24.6 57.4 6.9 1.0 2.3 32.5 7.9
80～84歳 1,279 6.7 22.8 58.3 7.7 1.4 3.0 29.5 9.1
85～89歳 665 5.4 20.9 62.9 6.5 2.1 2.3 26.3 8.6
90歳以上 201 3.5 18.9 65.7 9.0 2.0 1.0 22.4 11.0
石嶺 523 6.7 22.9 61.6 5.5 1.1 2.1 29.6 6.6
大名 459 5.9 24.4 59.0 7.6 1.1 2.0 30.3 8.7
城西 516 5.6 21.5 63.2 7.0 0.8 1.9 27.1 7.8
繁多川 415 6.7 28.4 55.4 5.8 0.7 2.9 35.1 6.5
松川 440 8.6 30.2 52.0 5.5 1.4 2.3 38.8 6.9
松島 476 6.1 21.6 61.1 8.2 1.3 1.7 27.7 9.5
識名 540 9.3 29.4 50.9 6.9 1.1 2.4 38.7 8.0
安里 439 7.5 28.9 50.6 8.7 1.1 3.2 36.4 9.8
古波蔵 435 10.6 32.0 49.2 5.7 0.9 1.6 42.6 6.6
国場 465 9.0 28.4 55.7 4.9 0.6 1.3 37.4 5.5
新都心 501 6.4 21.8 56.5 11.4 1.4 2.6 28.2 12.8
安謝 448 7.8 24.3 58.5 5.1 1.3 2.9 32.1 6.4
泊 429 4.7 23.1 56.6 11.4 2.6 1.6 27.8 14.0
若狭 429 6.3 22.8 56.9 7.2 2.6 4.2 29.1 9.8
城岳 455 7.7 25.1 56.7 6.8 1.8 2.0 32.8 8.6
かなぐすく 402 6.7 24.6 58.2 8.0 2.5 0.0 31.3 10.5
小禄 515 10.1 20.8 59.2 6.0 1.4 2.5 30.9 7.4
高良 477 6.9 26.6 55.8 6.5 1.7 2.5 33.5 8.2
一般高齢者 7,551 7.1 24.7 57.3 7.4 1.5 2.1 31.8 8.9
要支援認定者 466 11.2 31.8 51.9 3.2 0.0 1.9 43.0 3.2

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（５） 住居形態【オプション項目】 

 

図表－４８ 住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居形態は「持家（一戸建て）」が最も高く 49.6％である。次いで「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 20.6％

である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、「持家（一戸建て）」の割合が高くなる。特に 75歳以上の年齢階級

では「持家（一戸建て）」の割合が高く、70～74歳 43.6％と 75～79歳 52.2％では約 10ポイントの差がある。 

圏域別では「持家（一戸建て）」は石嶺圏域 63.7％、大名圏域 60.6％、城西圏域 73.6％など首里地区に

位置する圏域で高い傾向にある。一方、安里圏域、新都心圏域、安謝圏域、泊圏域、若狭圏域、城岳圏

域などの本庁地区に属する圏域では「持家（一戸建て）」が低く（安里圏域 40.3％、新都心圏域 28.1％、安

謝圏域 43.5％、泊圏域 33.1％、若狭圏域 38.2％、城岳圏域 41.5％）、「持家（集合住宅）」が高い（安里圏

域 20.3％、新都心圏域 22.2％、安謝圏域 12.5％、泊圏域 33.3％、若狭圏域 20.3％、城岳圏域 24.2％）。 

認定度別では、要支援認定者は「持家（集合住宅）」が 8.6％と一般高齢者 15.0％より約 6.5ポイント低い。

一方、「公営賃貸住宅」では要支援認定者 12.4％、一般高齢者 8.1％と要支援認定者の方が約 4.5ポイン

ト高い。 

 

  

49.6 14.3

8.3

2.2 20.6

0.2

2.7 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

持家（一戸建て）
持家（集合住宅）
公営賃貸住宅
民間賃貸住宅（一戸建て）
民間賃貸住宅（集合住宅）
有料老人ホーム・サービス付き高齢者住宅
その他

無回答
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図表－４９ 基本属性別 住居形態 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
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）

持
家

（
一
戸
建
て

）

持
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（
集
合
住
宅

）

公
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貸
住
宅

民
間
賃
貸
住
宅

（
一
戸
建
て

）

民
間
賃
貸
住
宅

（
集
合
住
宅

）

有
料
老
人
ホ
ー

ム
・
サ
ー

ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅

そ
の
他

　
無
回
答

8,543 49.6 14.3 8.3 2.2 20.6 0.2 2.7 2.0
男性 3,576 52.4 14.6 6.3 1.8 20.5 0.1 2.3 1.9
女性 4,800 47.6 14.3 9.9 2.4 20.7 0.3 3.0 1.9
65～69歳 2,469 42.9 15.4 8.9 2.4 25.5 0.0 3.2 1.5
70～74歳 2,017 43.6 16.9 9.1 2.1 23.4 0.1 2.9 1.9
75～79歳 1,693 52.2 13.6 8.4 2.7 18.8 0.2 2.4 1.8
80～84歳 1,279 59.2 12.4 7.4 1.7 14.2 0.5 2.3 2.3
85～89歳 665 61.7 11.4 7.4 0.9 14.0 0.3 2.1 2.3
90歳以上 201 71.1 6.0 3.0 1.0 13.4 2.0 2.5 1.0
石嶺 523 63.7 4.6 14.0 1.7 11.1 0.2 2.9 1.9
大名 459 60.6 7.4 19.2 1.5 8.3 0.0 1.3 1.7
城西 516 73.6 9.7 3.3 1.4 7.8 0.0 2.9 1.4
繁多川 415 61.7 8.4 6.3 2.9 15.9 0.5 1.9 2.4
松川 440 42.3 17.3 0.5 4.5 29.1 0.5 3.9 2.0
松島 476 61.3 12.8 1.5 2.3 17.9 0.0 2.3 1.9
識名 540 52.8 12.0 1.5 3.5 25.7 0.2 2.4 1.9
安里 439 40.3 20.3 0.0 2.7 31.0 0.2 3.4 2.1
古波蔵 435 40.0 10.3 10.8 2.8 29.4 0.0 3.9 2.8
国場 465 52.7 10.1 8.8 1.9 20.9 0.0 3.9 1.7
新都心 501 28.1 22.2 18.8 1.0 25.3 1.0 2.0 1.6
安謝 448 43.5 12.5 9.4 2.5 25.4 1.1 2.7 2.9
泊 429 33.1 33.3 2.6 2.3 24.2 0.0 2.3 2.1
若狭 429 38.2 20.3 8.9 2.3 24.5 0.0 4.0 1.9
城岳 455 41.5 24.2 9.9 2.2 18.0 0.2 2.9 1.1
かなぐすく 402 49.5 16.7 6.2 0.5 24.1 0.0 2.5 0.5
小禄 515 49.5 10.7 11.7 2.3 21.6 0.0 2.9 1.4
高良 477 56.6 9.0 14.9 0.6 15.3 0.2 1.0 2.3
一般高齢者 7,551 50.1 15.0 8.1 2.1 20.3 0.1 2.7 1.7
要支援認定者 466 48.9 8.6 12.4 1.5 23.6 1.1 2.1 1.7

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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３． からだを動かすことについて【問２】 

（１） 階段の上り下り【必須項目】 

 

図表－５０ 階段の上り下り 

 

 

 

 

 

 

 

階段の上り下りは「できるし、している」が 62.5％で最も高く、「できない」は 20.7％、「できるけどしていな

い」は 15.0％である。 

性別では男性は「できるし、している」が 71.3%であるのに対し、女性は 56.4％で、約 15ポイント男性の方

が高い。「できない」は女性 26.4％、男性 12.9％で女性の方が約 13ポイント高い。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合が減少し、「できない」の割合が増加

する。65～69歳では「できない」が 8.8％、70～74歳では 12.5％であるのに対し、75～79歳では 21.7％と

約 9ポイント増加し、80～84歳では 32.5％と約 11ポイント増加する。その後も増加幅は拡大し、90歳以上

では 65.7％にも上る。 

圏域別では、松川圏域では「できない」が 24.8％で市平均より約 4ポイント高い、次いで古波蔵圏域が

23.2％、安謝圏域 23.0％である。 

認定度別では要支援認定者は一般高齢者に比べ、「できるし、している」13.3％と「できるけどしていない」

6.0％の割合が低く、「できない」78.3％の割合が約 62ポイント高い。 

 

 

 

  

62.5 15.0 20.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－５１ 基本属性別 階段の上り下り 

 

 

 

 

 

  

（％）
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）
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し

、
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い
る
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い

で
き
な
い

　
無
回
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8,543 62.5 15.0 20.7 1.9
男性 3,576 71.3 14.1 12.9 1.6
女性 4,800 56.4 15.5 26.4 1.8
65～69歳 2,469 79.1 11.3 8.8 0.8
70～74歳 2,017 71.7 14.6 12.5 1.1
75～79歳 1,693 58.9 17.2 21.7 2.1
80～84歳 1,279 46.1 18.7 32.5 2.7
85～89歳 665 32.6 17.3 46.9 3.2
90歳以上 201 18.4 12.4 65.7 3.5
石嶺 523 63.5 12.8 21.2 2.5
大名 459 63.4 17.0 18.5 1.1
城西 516 65.7 15.7 17.8 0.8
繁多川 415 62.2 12.8 22.4 2.7
松川 440 58.2 15.2 24.8 1.8
松島 476 66.4 14.1 17.9 1.7
識名 540 60.2 16.9 21.1 1.9
安里 439 62.4 15.5 21.4 0.7
古波蔵 435 62.1 14.0 23.2 0.7
国場 465 61.9 15.1 21.3 1.7
新都心 501 62.9 15.4 19.4 2.4
安謝 448 60.3 14.1 23.0 2.7
泊 429 62.0 17.7 19.6 0.7
若狭 429 66.4 13.8 18.4 1.4
城岳 455 63.3 15.4 19.8 1.5
かなぐすく 402 61.2 16.9 20.6 1.2
小禄 515 63.9 13.8 20.6 1.7
高良 477 65.6 13.2 18.4 2.7
一般高齢者 7,551 66.6 15.6 16.3 1.5
要支援認定者 466 13.3 6.0 78.3 2.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（２） 椅子からの立ち上がり【必須項目】 

 

図表－５２ 椅 子から

の立ち上 がり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椅子から何もつかまらずに立ち上がれるかについては「できるし、している」が最も高く 75.8％、次いで

「できない」が 14.1％、「できるけどしていない」が 8.7％である。 

性別では男性の「できるし、している」が 81.2％であるのに対し、女性は 72.3％で約 10ポイントの差があ

る。「できない」は女性 17.5％、男性 9.3％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「できるし、している」の割合が減少し、「できない」の割合が増加す

る。「できない」は 70～74歳では 7.5％、80～84歳では 22.6％、90歳以上では 50.7％にも上る。 

圏域別では、「できない」が最も高いのは松川圏域の 17.3％で市平均よりも約 3ポイント高い。次いで、

安謝圏域の 17.2％、古波蔵圏域の 16.8％である。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者よりも「できない」の割合が約 55ポイント高く 66.1％であり、

「できるし、している」と「できるけどしていない」の割合が低い。 

 

 

 

  

75.8 8.7 14.1 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－５３ 基本属性別 椅子からの立ち上がり 
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8,543 75.8 8.7 14.1 1.5
男性 3,576 81.2 8.7 9.3 0.8
女性 4,800 72.3 8.4 17.5 1.8
65～69歳 2,469 86.7 6.8 5.8 0.6
70～74歳 2,017 83.2 8.3 7.5 1.0
75～79歳 1,693 74.8 9.0 14.4 1.9
80～84歳 1,279 64.7 10.6 22.6 2.0
85～89歳 665 53.5 11.1 34.0 1.4
90歳以上 201 38.8 7.5 50.7 3.0
石嶺 523 76.9 7.6 14.1 1.3
大名 459 78.4 7.6 12.6 1.3
城西 516 79.7 8.1 11.4 0.8
繁多川 415 75.2 8.4 14.0 2.4
松川 440 73.0 8.6 17.3 1.1
松島 476 74.8 10.1 14.1 1.1
識名 540 75.4 8.5 14.8 1.3
安里 439 77.0 9.3 12.8 0.9
古波蔵 435 71.5 10.6 16.8 1.1
国場 465 74.8 8.4 15.1 1.7
新都心 501 75.6 10.2 12.2 2.0
安謝 448 71.4 8.5 17.2 2.9
泊 429 77.4 9.1 12.8 0.7
若狭 429 77.9 8.9 11.2 2.1
城岳 455 79.1 6.2 13.6 1.1
かなぐすく 402 77.6 8.2 13.7 0.5
小禄 515 76.7 8.2 14.0 1.2
高良 477 77.8 9.2 12.4 0.6
一般高齢者 7,551 79.8 8.8 10.3 1.1
要支援認定者 466 26.4 5.4 66.1 2.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） 15分位の歩行【必須項目】 

 

図表－５４ 15分位の歩行 

 
 

15分位の歩行が可能かについては、「できるし、している」が最も高く 78.1％、次いで「できるけどしてい

ない」が 11.7％、「できない」が 9.0％である。 

性別では男性の「できるけどしていない」が 13.3%であるのに対し、女性は 10.4％である。「できない」につ

いては男性 6.9％、女性 10.5％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合が減少していき、「できない」の割合が

上昇していく。「できない」は 70～74歳で 4.9％、80～84歳で約 9ポイント増加し 14.0％、90歳以上で約

23ポイント増加し 37.8％である。 

圏域別では、「できない」は安謝圏域で 12.7％と最も高く、市平均よりも約 4ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「できるし、している」が 36.5％で、一般高齢者の 81.3％よりも約 45ポイ

ント低い。「できない」は要支援認定者で 49.4％、一般高齢者で 6.2％である。 

 

 

  

78.1 11.7 9.0 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－５５ 基本属性別 15分位の歩行 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 78.1 11.7 9.0 1.2
男性 3,576 79.1 13.3 6.9 0.8
女性 4,800 77.8 10.4 10.5 1.2
65～69歳 2,469 84.5 11.4 3.7 0.4
70～74歳 2,017 83.4 11.0 4.9 0.7
75～79歳 1,693 77.6 12.6 8.6 1.2
80～84歳 1,279 73.3 11.2 14.0 1.6
85～89歳 665 63.2 12.8 22.4 1.7
90歳以上 201 47.3 12.4 37.8 2.5
石嶺 523 76.1 13.6 9.2 1.1
大名 459 80.2 11.5 7.4 0.9
城西 516 80.6 12.2 6.4 0.8
繁多川 415 75.7 12.0 10.1 2.2
松川 440 81.4 9.8 8.4 0.5
松島 476 75.2 13.2 10.7 0.8
識名 540 75.9 13.3 9.6 1.1
安里 439 76.5 12.5 10.3 0.7
古波蔵 435 77.2 12.0 10.1 0.7
国場 465 77.0 12.5 9.7 0.9
新都心 501 81.0 10.4 7.4 1.2
安謝 448 73.7 12.1 12.7 1.6
泊 429 85.1 8.2 6.5 0.2
若狭 429 81.6 8.2 8.9 1.4
城岳 455 82.4 8.8 7.7 1.1
かなぐすく 402 80.1 10.7 9.0 0.2
小禄 515 76.9 13.8 8.2 1.2
高良 477 76.1 14.3 8.6 1.0
一般高齢者 7,551 81.3 11.7 6.2 0.8
要支援認定者 466 36.5 11.4 49.4 2.8

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（４） 過去1年の転倒経験【必須項目】 

 

図表－５６ 過去1年の転倒経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 1年の転倒経験については、「ない」が 70.3％で最も高く、次いで「一度ある」が 20.2％、「何度もあ

る」が 8.6％である。 

性別では、「ない」は男性 74.8％、女性 67.4％であり、「一度ある」は男性 16.3％、女性 23.0％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど『ある（「何度もある」＋「一度ある」）』の割合が増加し、90歳以上では

49.3％である。 

圏域別では松川圏域 12.0％、古波蔵圏域 11.7％、安謝圏域 11.8％において「何度もある」の割合が

11％を上回り、市平均より約 3ポイント高い。一方で、「ない」の割合が高いのは松島圏域 75.8％、城西圏

域 75.2％である。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者よりも『ある』の割合が高く、要支援認定者 58.1％、一般高

齢者 26.4％である。 

 

 

  

『ある』

28.8%
8.6 20.2 70.3 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

何度もある 一度ある

ない 無回答
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図表－５７ 基本属性別 過去1年の転倒経験 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

何
度
も
あ
る

一
度
あ
る

な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】
『
あ
る

』

8,543 8.6 20.2 70.3 0.9 28.8
男性 3,576 8.1 16.3 74.8 0.8 24.4
女性 4,800 8.8 23.0 67.4 0.8 31.8
65～69歳 2,469 5.5 16.8 77.4 0.3 22.3
70～74歳 2,017 7.7 18.4 73.1 0.8 26.1
75～79歳 1,693 8.3 20.1 70.7 0.9 28.4
80～84歳 1,279 10.6 25.2 62.9 1.3 35.8
85～89歳 665 14.6 24.8 60.0 0.6 39.4
90歳以上 201 19.9 29.4 49.3 1.5 49.3
石嶺 523 7.8 17.6 73.6 1.0 25.4
大名 459 6.5 22.2 70.6 0.7 28.7
城西 516 6.4 18.0 75.2 0.4 24.4
繁多川 415 10.1 18.8 69.6 1.4 28.9
松川 440 12.0 20.2 66.8 0.9 32.2
松島 476 6.3 17.4 75.8 0.4 23.7
識名 540 10.0 19.8 69.6 0.6 29.8
安里 439 10.5 21.6 67.4 0.5 32.1
古波蔵 435 11.7 21.6 66.2 0.5 33.3
国場 465 7.7 20.0 71.8 0.4 27.7
新都心 501 5.6 20.4 73.1 1.0 26.0
安謝 448 11.8 22.8 63.8 1.6 34.6
泊 429 7.0 21.9 70.6 0.5 28.9
若狭 429 8.4 22.1 69.2 0.2 30.5
城岳 455 8.1 22.2 68.8 0.9 30.3
かなぐすく 402 8.7 19.7 71.4 0.2 28.4
小禄 515 7.8 18.3 72.8 1.2 26.1
高良 477 8.6 19.7 70.9 0.8 28.3
一般高齢者 7,551 6.9 19.5 73.0 0.5 26.4
要支援認定者 466 28.5 29.6 40.3 1.5 58.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（５） 転倒に対する不安【必須項目】 

 

図表－５８ 転倒に対する不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒に対する不安の程度については「やや不安」が 35.0％で最も高く、次いで「不安でない」が 24.5％、

「あまり不安でない」22.6％、「とても不安である」が 16.3％である。 

性別では、女性は男性よりも『不安（「とても不安である」＋「やや不安である」）』の割合が高く、女性

61.1％、男性 38.1％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど『不安』の割合も高くなり、年齢階級が上がるごとに約 5～10ポイント

上昇していく。 

圏域別では、古波蔵圏域で「とても不安である」が 21.4％と最も高く、市平均よりも約 5ポイント高い。一

方、城西圏域は 12.4％で市平均よりも約 4ポイント低い。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者よりも「とても不安である」が高く、要支援認定者 59.2％、一

般高齢者 13.2％である。 

 

 

  

『不安』
『不安で
ない』

51.3% 47.1%16.3 35.0 22.6 24.5 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

とても不安である やや不安である

あまり不安でない 不安でない

無回答
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図表－５９ 基本属性別 転倒に対する不安 

 
  

（％）
調
査
数

（
人

）

と
て
も
不
安
で
あ
る

や
や
不
安
で
あ
る

あ
ま
り
不
安
で
な
い

不
安
で
な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
不
安

』

【
再
掲

】

『
不
安
で
な
い

』

8,543 16.3 35.0 22.6 24.5 1.5 51.3 47.1
男性 3,576 9.8 28.3 24.9 35.7 1.3 38.1 60.6
女性 4,800 21.0 40.1 20.9 16.6 1.3 61.1 37.5
65～69歳 2,469 9.0 30.3 25.2 34.7 0.8 39.3 59.9
70～74歳 2,017 11.8 33.7 26.5 26.9 1.2 45.5 53.4
75～79歳 1,693 17.8 37.2 22.0 21.4 1.7 55.0 43.4
80～84歳 1,279 23.8 39.7 18.2 16.4 1.9 63.5 34.6
85～89歳 665 29.8 41.2 15.2 12.6 1.2 71.0 27.8
90歳以上 201 38.8 40.3 12.4 7.0 1.5 79.1 19.4
石嶺 523 15.1 32.7 24.3 25.8 2.1 47.8 50.1
大名 459 15.9 36.8 23.3 22.7 1.3 52.7 46.0
城西 516 12.4 37.4 22.7 26.4 1.2 49.8 49.1
繁多川 415 16.9 36.1 21.0 24.6 1.4 53.0 45.6
松川 440 18.9 33.6 20.9 25.0 1.6 52.5 45.9
松島 476 16.6 31.5 26.1 24.4 1.5 48.1 50.5
識名 540 17.6 37.6 22.8 21.1 0.9 55.2 43.9
安里 439 17.5 31.2 26.0 24.1 1.1 48.7 50.1
古波蔵 435 21.4 35.4 20.0 22.1 1.1 56.8 42.1
国場 465 17.4 32.9 23.4 25.2 1.1 50.3 48.6
新都心 501 13.2 33.9 23.4 27.5 2.0 47.1 50.9
安謝 448 18.3 31.5 24.3 24.1 1.8 49.8 48.4
泊 429 14.9 36.4 23.5 24.9 0.2 51.3 48.4
若狭 429 14.7 37.3 21.9 24.9 1.2 52.0 46.8
城岳 455 15.4 37.1 19.3 26.6 1.5 52.5 45.9
かなぐすく 402 16.9 36.3 22.9 23.6 0.2 53.2 46.5
小禄 515 15.3 37.1 19.0 26.4 2.1 52.4 45.4
高良 477 15.9 34.8 23.1 25.8 0.4 50.7 48.9
一般高齢者 7,551 13.2 35.0 24.2 26.5 1.1 48.2 50.7
要支援認定者 466 59.2 33.0 3.0 2.4 2.4 92.2 5.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別



第４章 調査結果の詳細 ３．からだを動かすことについて【問２】 

49 

 

（６） 1週間の外出回数【必須項目】 

 

図表－６０ 1週間の外出回数 

 
 

週に 1回以上は外出しているかについては、「週 5回以上」が 41.8％で最も高く、次いで「週 2～4回」

が 39.1％、「週 1回」が 11.2％、「ほとんど外出しない」が 6.7％である。 

性別では男性は「週5回以上」49.8％が最も高く、女性は「週2～4回」43.3％が最も高い。「ほとんど外出

しない」については男性 6.5％、女性 6.8％で大きな差はみられない。「週 1回」は女性の方が高く、女性

12.4％、男性 9.3％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど、外出回数が減少していく傾向がある。80歳以上の年齢階級では

「ほとんど外出しない」が市平均を超え、80～84歳では 8.5％、85～89歳では約 6ポイント増加し 14.3％、

90才以上では約 15ポイント増加し 29.4％である。 

圏域別では新都心圏域と城岳圏域は「週 5以上」が 50％を超え、市平均よりも約 10ポイント高い（新都

心圏域：51.5％、城岳圏域：51.0％）。一方、「ほとんど外出しない」は国場圏域が 9.0％で最も高く、次いで

繁多川圏域が 8.4％、安謝圏域が 8.3％、松川圏域、高良圏域が 8.2％である。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者に比べ「ほとんど外出しない」の割合が高く、要支援認定者

22.7％、一般高齢者 5.4％である。 

 

 

  

6.7 11.2 39.1 41.8 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

ほとんど外出しない 週１回

週２～４回 週５回以上

無回答
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図表－６１ 基本属性別 1週間の外出回数 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い

週
１
回

週
２
～

４
回

週
５
回
以
上

　
無
回
答

8,543 6.7 11.2 39.1 41.8 1.3
男性 3,576 6.5 9.3 33.4 49.8 0.9
女性 4,800 6.8 12.4 43.3 36.2 1.3
65～69歳 2,469 4.4 8.0 32.9 54.2 0.6
70～74歳 2,017 4.2 8.3 39.0 47.2 1.3
75～79歳 1,693 5.8 12.0 42.1 38.8 1.2
80～84歳 1,279 8.5 14.2 45.6 30.4 1.3
85～89歳 665 14.3 18.6 43.6 22.4 1.1
90歳以上 201 29.4 22.4 36.8 9.5 2.0
石嶺 523 6.3 11.3 37.1 43.2 2.1
大名 459 6.3 13.3 39.4 40.1 0.9
城西 516 4.5 9.9 39.9 45.5 0.2
繁多川 415 8.4 10.4 44.3 34.7 2.2
松川 440 8.2 13.4 38.4 38.9 1.1
松島 476 7.6 9.2 38.7 43.1 1.5
識名 540 5.2 11.3 44.6 37.6 1.3
安里 439 6.8 11.4 37.4 43.3 1.1
古波蔵 435 7.8 12.9 39.5 38.6 1.1
国場 465 9.0 12.0 39.6 38.5 0.9
新都心 501 5.4 8.4 33.3 51.5 1.4
安謝 448 8.3 12.7 36.2 41.1 1.8
泊 429 5.6 11.0 35.2 47.3 0.9
若狭 429 7.0 12.4 38.0 42.0 0.7
城岳 455 5.1 7.9 35.4 51.0 0.7
かなぐすく 402 7.2 10.9 45.5 36.1 0.2
小禄 515 4.3 10.9 40.6 43.9 0.4
高良 477 8.2 11.5 41.7 37.9 0.6
一般高齢者 7,551 5.4 10.0 39.1 44.7 0.9
要支援認定者 466 22.7 25.5 43.6 6.2 1.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（７） 外出回数の減少状況【必須項目】 

 

図表－６２ 外出回数の減少状況 

 

 

 

昨年と

比べた外

出回数の

状況につ

いては、「減っていな

い」が 44.9％で最も高く、次いで「あまり減っていない」26.8％、「減っている」22.2％、「とても減っている」

4.8％である。 

性別では、男女ともに「減っていない」が最も多く回答されているものの、男性 51.1％、女性 40.6％と男

性の方が約 10ポイント高い。『減っている（「とても減っている」＋「減っている」）』は女性 30.1、男性 22.8％

で女性の方が約 7ポイント高い。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、『減っている』の割合が高く、90歳以上では 52.7％が『減っている』

と回答している。 

圏域別では、安里圏域、古波蔵圏域は「とても減っている」が市平均よりも約 2ポイント高く、安里圏域

7.1％、古波蔵圏域 7.6％である。一方、「減っていない」は城西圏域が 50.6％、城岳圏域が 52.1％で市平

均よりも約 6～8ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者と比較して『減っている』の割合が高く、一般高齢者の『減

っている』が 24.1％であるのに対し、要支援認定者は 64.8％である。 

 

 

  

『減って
いる』

『減って
いない』

27.0% 71.7%
4.8 22.2 26.8 44.9 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

とても減っている 減っている

あまり減っていない 減っていない

無回答
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図表－６３ 基本属性別 外出回数の減少状況 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

と
て
も
減

っ
て
い
る

減

っ
て
い
る

あ
ま
り
減

っ
て
い
な
い

減

っ
て
い
な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
減

っ
て
い
る

』

【
再
掲

】

『
減

っ
て
い
な
い

』

8,543 4.8 22.2 26.8 44.9 1.3 27.0 71.7
男性 3,576 4.1 18.7 25.0 51.1 1.1 22.8 76.1
女性 4,800 5.2 24.9 28.1 40.6 1.3 30.1 68.7
65～69歳 2,469 2.8 16.3 23.9 56.3 0.6 19.1 80.2
70～74歳 2,017 2.7 18.9 26.9 50.2 1.3 21.6 77.1
75～79歳 1,693 5.3 22.4 29.4 41.8 1.1 27.7 71.2
80～84歳 1,279 7.0 28.2 29.6 34.0 1.3 35.2 63.6
85～89歳 665 9.8 36.4 26.8 26.0 1.1 46.2 52.8
90歳以上 201 12.4 40.3 22.9 19.9 4.5 52.7 42.8
石嶺 523 4.2 21.4 26.6 46.1 1.7 25.6 72.7
大名 459 4.8 19.2 30.9 44.2 0.9 24.0 75.1
城西 516 4.3 18.0 26.7 50.6 0.4 22.3 77.3
繁多川 415 6.0 22.7 27.2 42.2 1.9 28.7 69.4
松川 440 6.1 23.0 27.7 42.3 0.9 29.1 70.0
松島 476 4.8 21.2 24.8 48.1 1.1 26.0 72.9
識名 540 3.9 26.3 28.9 39.6 1.3 30.2 68.5
安里 439 7.1 22.1 25.3 44.9 0.7 29.2 70.2
古波蔵 435 7.6 25.3 28.7 37.2 1.1 32.9 65.9
国場 465 5.4 20.4 29.2 44.1 0.9 25.8 73.3
新都心 501 4.2 21.6 25.5 47.5 1.2 25.8 73.0
安謝 448 4.0 25.4 26.3 42.0 2.2 29.4 68.3
泊 429 3.3 20.5 26.1 49.2 0.9 23.8 75.3
若狭 429 3.0 22.6 28.2 45.7 0.5 25.6 73.9
城岳 455 2.4 21.3 23.3 52.1 0.9 23.7 75.4
かなぐすく 402 5.7 21.6 28.4 43.5 0.7 27.3 71.9
小禄 515 2.9 26.2 23.3 46.0 1.6 29.1 69.3
高良 477 6.3 20.5 27.0 44.9 1.3 26.8 71.9
一般高齢者 7,551 3.5 20.6 27.4 47.7 0.9 24.1 75.1
要支援認定者 466 21.5 43.3 19.3 13.5 2.4 64.8 32.8

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（８） 外出控え【オプション項目】 

 

図表－６４ 外出控え 

 
 

外出を控えているかについては「いいえ（外出を控えていない）」が 77.3％で最も高い。「はい（外出を控

えている）」は 19.3％である。 

性別では女性は男性よりも「はい（外出を控えている）」の割合が高く、女性 22.3％、男性 15.0％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、「はい（外出を控えている）」の割合が高くなる。特に 80歳以上と 90

歳以上で急激に増加する傾向にある（75～79歳 19.8％、80～84歳 28.6％、85～89歳 34.1％、90歳以上

54.7％）。90歳以上では「はい（外出を控えている）」54.7％が、「いいえ（外出を控えていない）」41.8％を上

回っている。 

認定度別では、要支援認定者において「はい（外出を控えている）」が 64.4％と高く、一般高齢者 15.7％

より約 49ポイント高い。 

 

 

 

  

19.3 77.3 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－６５ 基本属性別 外出控え 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 19.3 77.3 3.4
男性 3,576 15.0 81.4 3.6
女性 4,800 22.3 74.8 2.9
65～69歳 2,469 11.1 86.3 2.6
70～74歳 2,017 13.5 83.5 3.0
75～79歳 1,693 19.8 77.3 2.9
80～84歳 1,279 28.6 67.2 4.2
85～89歳 665 34.1 61.5 4.4
90歳以上 201 54.7 41.8 3.5
石嶺 523 22.0 75.9 2.1
大名 459 17.4 78.4 4.1
城西 516 14.9 81.4 3.7
繁多川 415 20.5 77.3 2.2
松川 440 19.8 78.2 2.0
松島 476 18.1 79.2 2.7
識名 540 21.7 75.0 3.3
安里 439 21.0 76.3 2.7
古波蔵 435 20.9 74.5 4.6
国場 465 18.9 78.1 3.0
新都心 501 19.2 76.6 4.2
安謝 448 21.9 73.2 4.9
泊 429 16.1 81.8 2.1
若狭 429 17.9 80.0 2.1
城岳 455 15.8 79.6 4.6
かなぐすく 402 20.6 77.1 2.2
小禄 515 18.3 78.3 3.5
高良 477 19.7 77.1 3.1
一般高齢者 7,551 15.7 81.2 3.1
要支援認定者 466 64.4 33.7 1.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
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圏
域
別
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（９） 外出控えの理由【オプション項目】 

 

図表－６６ 外出控えの理由【複数回答】 

 
 

「外出控え」で「1．はい」と回答をした人（1,646人）に対して、「外出控えの理由」について尋ねた。 

外出を控えている理由については「足などの痛み」が 57.9％で最も高い。次いで「交通手段がない」が

22.1％、「トイレの心配」が 21.7％である。 

性別では、男性は「足腰などの痛み」が 48.4％で最も高く、次いで「外での楽しみがない」が 22.4％であ

る。女性は「足腰などの痛み」が 62.9％、次いで「交通手段がない」が 23.1％である。 

年齢別では、「足腰などの痛み」は年齢階級が上がるほど、割合が高くなる傾向にある（65～69歳

47.4％、75～79歳 60.0％、85～89歳 67.8％）。「経済的に出られない」は一部の例外はあるものの、年齢

階級が上がると減少していく（65～69歳 25.9％、75～79歳 20.0％、85～89歳 14.1％）。 

圏域別では、繁多川圏域は「目の障害」が 18.8％で市平均よりも約 10ポイント高く、若狭圏域は「トイレ

の心配」が 31.2％で市平均より約 9ポイント高い。泊圏域は「障害」10.1％で全圏域中唯一 10ポイントを超

え高くなっている。一方、「足腰などの痛み」は 44.9％で市平均よりも約 13ポイント低い。 

認定度別では、多くの項目において要支援認定者は一般高齢者よりも高い。一般高齢者の方が要支援

認定者よりも割合が高いのは「外での楽しみがない」（一般高齢者 16.8％、要支援認定者 11.0％）、「経済

的に出られない」（一般高齢者：21.0％、要支援認定者：14.3％）などである。 

 

 

  

16.8

4.4

57.9

21.7

11.4

8.8
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19.7

22.1

11.5

2.3
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病気

障害

足腰などの痛み

トイレの心配

耳の障害

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

（％）

（n=1,646）
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図表－６７ 基本属性別 外出控えの理由【複数回答】 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）
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気
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い
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が
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い

そ
の
他

　
無
回
答

1,646 16.8 4.4 57.9 21.7 11.4 8.8 15.7 19.7 22.1 11.5 2.3
男性 535 20.0 7.7 48.4 21.5 14.2 10.1 22.4 18.7 19.6 9.9 1.7
女性 1,071 15.2 2.8 62.9 21.7 10.0 8.3 12.1 19.9 23.1 12.5 2.1
65～69歳 274 16.1 6.6 47.4 16.8 4.4 9.9 21.2 25.9 15.3 14.6 0.4
70～74歳 272 22.4 5.5 49.3 17.3 5.5 7.4 19.1 27.6 20.2 11.8 2.6
75～79歳 335 17.6 3.6 60.0 22.7 10.7 6.3 14.3 20.0 21.5 13.7 3.0
80～84歳 366 13.7 4.4 62.8 25.1 13.4 11.5 13.1 16.4 27.3 10.4 2.7
85～89歳 227 18.5 2.6 67.8 24.2 17.6 10.1 12.8 14.1 26.4 7.0 0.9
90歳以上 110 11.8 2.7 68.2 21.8 24.5 7.3 10.0 5.5 14.5 11.8 4.5
石嶺 115 23.5 5.2 65.2 22.6 8.7 7.8 19.1 16.5 24.3 12.2 1.7
大名 80 18.8 2.5 66.3 21.3 10.0 6.3 17.5 22.5 21.3 12.5 2.5
城西 77 11.7 3.9 58.4 19.5 11.7 7.8 14.3 13.0 19.5 16.9 3.9
繁多川 85 18.8 7.1 52.9 23.5 10.6 18.8 17.6 20.0 30.6 5.9 5.9
松川 87 20.7 5.7 60.9 27.6 8.0 8.0 12.6 25.3 18.4 9.2 1.1
松島 86 17.4 2.3 60.5 20.9 11.6 3.5 19.8 15.1 22.1 11.6 1.2
識名 117 13.7 4.3 53.8 18.8 10.3 8.5 17.9 25.6 22.2 11.1 1.7
安里 92 14.1 4.3 51.1 26.1 7.6 9.8 17.4 22.8 19.6 14.1 1.1
古波蔵 91 16.5 5.5 58.2 23.1 11.0 7.7 14.3 18.7 24.2 11.0 2.2
国場 88 15.9 4.5 53.4 15.9 8.0 11.4 18.2 23.9 21.6 13.6 1.1
新都心 96 18.8 3.1 64.6 18.8 8.3 7.3 12.5 20.8 18.8 10.4 2.1
安謝 98 14.3 3.1 57.1 15.3 19.4 5.1 14.3 19.4 25.5 8.2 2.0
泊 69 17.4 10.1 44.9 15.9 10.1 10.1 11.6 17.4 15.9 10.1 0.0
若狭 77 14.3 0.0 68.8 31.2 16.9 5.2 16.9 18.2 22.1 10.4 2.6
城岳 72 18.1 2.8 61.1 20.8 9.7 11.1 9.7 18.1 18.1 12.5 1.4
かなぐすく 83 21.7 8.4 59.0 27.7 16.9 10.8 13.3 15.7 14.5 8.4 1.2
小禄 94 8.5 3.2 50.0 21.3 12.8 9.6 17.0 22.3 25.5 12.8 2.1
高良 94 19.1 4.3 58.5 21.3 13.8 10.6 14.9 18.1 29.8 11.7 5.3
一般高齢者 1,188 14.3 2.9 56.0 19.2 10.0 8.1 16.8 21.0 19.3 12.7 1.8
要支援認定者 300 26.0 10.0 69.0 33.3 14.3 11.3 11.0 14.3 31.7 8.7 1.7

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
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別
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別

圏
域
別
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（１０） 外出時の移動手段【オプション項目】 

 

図表－６８ 外出時の移動手段【複数回答】 

 
 

外出時の移動手段については、「徒歩」49.7％が最も高い。次いで「自動車（自分で運転）」41.3％、「路

線バス」30.0％である。 

性別では、男性は「自動車（自分で運転）」が最も高く 60.3％、次いで「徒歩」49.2％、「モノレール」

22.2％である。女性は「徒歩」50.6％が最も高く、次いで「路線バス」37.5％、「自動車（人に乗せてもらう）」

30.3％である。 

年齢別では「徒歩」、「自動車（自分で運転）」、「モノレール」、「路線バス」などは年齢階級が上がるほど

割合が減少する傾向にある。一方、「つえ歩行」、「自動車（人に乗せてもらう）」、「タクシー」などは年齢階

級が上がると高くなる傾向にある。 

圏域別では、本庁地区に属する安里圏域、新都心圏域、泊圏域、若狭圏域、城岳圏域などの圏域にお

いて「徒歩」の割合が高く、安里圏域 59.0％、新都心圏域 54.3％、泊圏域 60.4％、若狭圏域 59.2％、城岳

圏域 63.5％で市平均を約 5～13ポイント上回っている。本庁地区の中では安謝圏域が唯一、44.6％で市

平均よりも約 5ポイント低い。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者に比べ「つえ歩行」40.8％、「自動車（人に乗せてもらう）」

50.6％、「タクシー」46.8％などの項目で約 20～35ポイント高い。 
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車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー
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その他

無回答

（％）

（n=8,543）
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図表－６９ 基本属性別 外出時の移動手段【複数回答】 
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無
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8,543 49.7 7.7 4.3 5.0 41.9 22.2 25.9 30.0 2.7 0.8 0.1 0.8 24.7 1.4 3.9
男性 3,576 49.2 5.2 7.4 9.9 60.3 11.5 22.2 20.4 1.3 0.4 0.1 0.3 19.4 1.0 3.9
女性 4,800 50.6 9.6 1.9 1.3 28.7 30.3 29.1 37.5 3.8 1.1 0.1 1.2 28.8 1.7 3.8
65～69歳 2,469 54.9 2.3 5.3 7.7 55.4 17.1 28.8 28.5 1.1 0.2 0.0 0.2 17.2 0.8 4.4
70～74歳 2,017 51.4 3.3 5.4 6.7 51.3 17.6 28.1 30.7 1.8 0.2 0.0 0.2 19.8 0.8 3.9
75～79歳 1,693 51.4 8.3 3.5 3.7 38.3 21.7 27.9 33.7 3.2 0.7 0.0 1.1 26.8 1.5 3.4
80～84歳 1,279 47.0 12.9 3.1 1.9 27.5 28.0 23.4 32.7 5.6 1.0 0.3 1.4 33.9 2.0 3.3
85～89歳 665 38.9 23.2 1.5 0.5 18.0 35.9 16.2 26.2 4.1 2.1 0.6 2.1 39.7 3.2 2.7
90歳以上 201 25.4 27.9 3.5 0.0 3.5 50.2 12.4 16.9 5.0 7.0 0.0 4.0 43.3 2.5 4.0
石嶺 523 41.9 6.7 2.3 4.6 53.2 22.9 33.5 29.3 1.5 0.8 0.0 0.6 18.5 1.7 3.3
大名 459 47.7 6.3 1.3 3.3 46.4 22.4 39.4 28.1 2.2 0.7 0.4 1.1 24.4 1.5 5.0
城西 516 49.2 5.8 1.4 3.7 51.0 23.1 37.8 29.5 1.6 0.0 0.4 0.8 21.1 0.8 4.3
繁多川 415 43.9 6.7 1.4 8.2 39.0 25.3 11.8 34.7 2.2 1.7 0.0 1.0 27.0 1.7 5.8
松川 440 54.3 9.8 5.9 6.6 35.7 18.9 30.2 31.8 1.8 1.1 0.2 1.1 25.0 0.7 2.0
松島 476 46.6 7.4 4.0 3.6 50.6 20.6 36.8 17.9 0.6 0.8 0.0 0.4 17.9 0.6 2.9
識名 540 47.0 9.1 1.7 8.3 39.6 19.8 6.1 35.6 4.4 0.7 0.0 0.4 26.1 1.7 3.5
安里 439 59.0 10.7 5.2 5.0 29.4 21.4 34.6 29.4 3.2 0.2 0.0 1.1 32.8 1.1 3.9
古波蔵 435 50.3 7.4 4.1 6.0 32.4 21.1 13.3 30.8 3.9 0.5 0.0 0.2 26.2 1.8 3.9
国場 465 41.3 7.3 3.9 6.9 43.9 23.9 5.4 32.5 2.6 0.6 0.0 1.1 21.1 1.7 3.0
新都心 501 54.3 5.8 6.2 5.6 44.1 20.4 30.5 26.9 2.4 1.4 0.0 0.2 25.3 0.8 4.8
安謝 448 44.6 8.3 6.7 4.9 39.1 23.9 9.6 35.3 3.1 0.2 0.4 1.3 24.1 2.2 3.8
泊 429 60.4 9.8 4.7 4.2 39.9 20.3 34.5 31.5 3.3 1.4 0.0 0.7 32.9 1.9 3.5
若狭 429 59.2 7.5 9.6 4.7 36.1 22.1 30.3 37.1 4.4 0.5 0.0 0.7 31.5 1.2 2.1
城岳 455 63.5 9.7 6.4 4.4 36.9 18.5 30.3 32.5 1.8 0.4 0.0 2.0 25.1 1.1 4.0
かなぐすく 402 51.0 7.5 4.7 3.0 43.5 25.1 39.1 24.1 2.7 1.2 0.0 1.0 24.9 1.2 3.0
小禄 515 49.1 8.2 4.7 4.1 43.9 25.2 28.3 29.3 2.9 0.8 0.4 0.8 25.8 1.7 4.3
高良 477 41.1 6.1 4.0 2.7 51.4 24.7 20.1 28.9 4.2 0.4 0.0 0.4 20.5 1.3 4.6
一般高齢者 7,551 52.7 5.5 4.4 5.3 45.7 20.7 27.6 31.2 2.0 0.2 0.1 0.3 23.3 1.2 3.7
要支援認定者 466 18.7 40.8 1.9 0.9 3.2 50.6 8.6 13.5 13.5 7.7 0.4 9.2 46.8 3.4 1.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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４． 食べることについて【問３】 

（１） BMI（身長・体重）【必須項目】 

※BMI＝体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝ 

    BMIが18.5未満の場合を「低体重」、18.5～25未満の場合を「普通体重」、 

25以上を「肥満体重」として評価（日本肥満学会による） 

 

図表－７０ BMI（身長

体重） 

 

 

 

 

 

 

 

 

BMIに基づく肥満度判定については、「普通体重」が 57.5％、次いで「肥満体重」が 35.5％、「低体重」

が 3.5％である。 

性別では、男性は市平均と比較し「肥満体重」が 37.5％と 2ポイント高く、「低体重」が 2.3％と約 1ポイン

ト低い。女性は「低体重」が 4.4％と男性 2.3％と比較し高い。 

年齢別では、70～74歳で「肥満体重」が 38.5％と市平均より 3ポイント高い。また、85歳以上の年齢階級

では「肥満体重」の割合が減少している。90歳以上では、「肥満体重」が 24.4％と市平均より約 10ポイント

低くなることに加え、「低体重」が 6.5％と市平均よりも 3ポイント高い。 

圏域別では、繁多川圏域とかなぐすく圏域で「肥満体重」が市平均より約 3.5ポイント高く、繁多川圏域

39.3％、かなぐすく圏域 39.1％である。また、「低体重」は松川圏域と安里圏域で市平均より約 1.5ポイント

高く、松川圏域 5.2％、安里圏域 5.0％である。 

認定度別では、要支援認定者は市平均よりも「普通体重」が 51.3％と約 6ポイント低く、「低体重」が

6.7％と約 3ポイント高い。 

  

 

 

  

3.5 57.5 35.5 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

低体重 普通体重

肥満体重 無回答

平均

24.1



那覇市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書 

60 

 

図表－７１ 基本属性別 BMI（身長・体重） 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

低
体
重

普
通
体
重

肥
満
体
重

　
無
回
答

平
均

（
B
M
I

値

）
8,543 3.5 57.5 35.5 3.5 24.1

男性 3,576 2.3 57.5 37.5 2.7 24.3
女性 4,800 4.4 57.7 34.3 3.7 24.0
65～69歳 2,469 3.8 59.6 34.8 1.8 24.0
70～74歳 2,017 3.2 56.1 38.5 2.2 24.3
75～79歳 1,693 3.5 57.0 36.1 3.4 24.3
80～84歳 1,279 3.2 56.0 36.4 4.4 24.3
85～89歳 665 3.0 59.1 30.8 7.1 23.9
90歳以上 201 6.5 59.2 24.4 10.0 23.2
石嶺 523 2.7 57.4 35.4 4.6 24.1
大名 459 4.6 57.5 34.2 3.7 24.1
城西 516 1.7 61.0 33.1 4.1 24.1
繁多川 415 3.6 53.0 39.3 4.1 24.4
松川 440 5.2 57.0 35.2 2.5 24.1
松島 476 2.9 60.3 34.7 2.1 24.2
識名 540 3.1 55.4 36.5 5.0 24.2
安里 439 5.0 61.0 31.7 2.3 23.8
古波蔵 435 3.4 57.5 34.9 4.1 24.1
国場 465 2.6 55.3 38.7 3.4 24.5
新都心 501 4.0 58.1 35.5 2.4 23.9
安謝 448 3.1 59.4 34.4 3.1 24.0
泊 429 4.2 60.6 33.6 1.6 23.8
若狭 429 4.2 57.1 35.9 2.8 24.1
城岳 455 5.1 58.7 32.5 3.7 24.0
かなぐすく 402 3.5 54.5 39.1 3.0 24.3
小禄 515 2.9 57.3 36.5 3.3 24.3
高良 477 2.5 57.4 38.2 1.9 24.4
一般高齢者 7,551 3.3 58.1 35.8 2.8 24.1
要支援認定者 466 6.7 51.3 36.1 6.0 24.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（２） 半年前と比較した固いものの咀嚼状況【必須項目】 

 

図表－７２ 固いものの咀嚼状況 

 
 

半年前と比較した固いものの食べにくさについては「いいえ（食べにくくなっていない）」が 68.9％、「はい

（食べにくくなった）」が 30.0％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、「いいえ（食べにくくなっていない）」の割合が減少し、「はい（食べに

くくなった）」の割合が増加している。「はい（食べにくくなった）」は特に80歳以上の年齢階級で増加傾向に

あり、80～84歳では 35.7％、85～89歳では約 7ポイント増加し 43.0％、90歳以上では約 13ポイント増加

し 56.2％である。 

圏域別では城西圏域において「いいえ（食べにくくなっていない）」の割合が 74.6％と、市平均と比べて

約 5.5ポイント高い。「はい（食べにくくなった）」は安謝圏域で市平均よりも約 5ポイント高く 35.3％である。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者に比べて「はい（食べにくくなった）」の割合が約 30ポイント

高く 56.7％である。 

 

  

30.0 68.9 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－７３ 基本属性別 固いものの咀嚼状況 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 30.0 68.9 1.1
男性 3,576 30.2 68.8 1.0
女性 4,800 29.7 69.4 0.9
65～69歳 2,469 23.0 76.6 0.4
70～74歳 2,017 26.3 73.0 0.6
75～79歳 1,693 31.1 67.5 1.4
80～84歳 1,279 35.7 63.2 1.2
85～89歳 665 43.0 55.5 1.5
90歳以上 201 56.2 42.3 1.5
石嶺 523 30.8 68.8 0.4
大名 459 28.8 69.3 2.0
城西 516 24.2 74.6 1.2
繁多川 415 28.2 70.4 1.4
松川 440 33.9 65.2 0.9
松島 476 28.2 70.8 1.1
識名 540 33.5 65.4 1.1
安里 439 32.8 66.7 0.5
古波蔵 435 32.2 66.4 1.4
国場 465 31.4 68.0 0.6
新都心 501 28.3 71.1 0.6
安謝 448 35.3 63.8 0.9
泊 429 29.6 69.7 0.7
若狭 429 28.7 70.9 0.5
城岳 455 28.4 71.0 0.7
かなぐすく 402 30.8 68.4 0.7
小禄 515 27.4 71.7 1.0
高良 477 29.4 70.2 0.4
一般高齢者 7,551 27.9 71.4 0.8
要支援認定者 466 56.7 41.8 1.5

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） 汁物でむせた経験【オプション項目】 

 

図表－７４ 汁物でむせた経験 

 
 

お茶や汁物でむせることがあるかについては、「いいえ（むせた経験がない）」が 77.8％で、「はい（むせ

た経験がある）」21.0％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「はい（むせた経験がある）」の割合が増加する傾向にあり、90歳以

上では、85～89歳よりも約 6ポイント増加し 32.8％である。 

圏域別では、「はい（むせた経験がある）」は安里圏域が最も高く 24.8％と市平均よりも約 4ポイント高い。

次いで、新都心圏域の 24.0％、繁多川圏域の 23.9％と続く。 

認定度別では、要支援認定者は一般高齢者に比べ「はい（むせた経験がある）」の割合が約 20ポイント

高く 40.6％である。 

 

 

 

  

21.0 77.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－７５ 基本属性別 汁物でむせた経験 

 
  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 21.0 77.8 1.2
男性 3,576 20.1 78.7 1.2
女性 4,800 21.6 77.4 1.0
65～69歳 2,469 16.7 82.8 0.5
70～74歳 2,017 20.0 79.3 0.7
75～79歳 1,693 22.4 76.0 1.5
80～84歳 1,279 23.5 75.1 1.4
85～89歳 665 26.2 71.9 2.0
90歳以上 201 32.8 65.2 2.0
石嶺 523 19.3 79.7 1.0
大名 459 22.2 75.8 2.0
城西 516 17.4 81.2 1.4
繁多川 415 23.9 74.5 1.7
松川 440 20.5 79.1 0.5
松島 476 16.8 81.7 1.5
識名 540 22.6 76.3 1.1
安里 439 24.8 75.2 0.0
古波蔵 435 20.5 77.9 1.6
国場 465 18.1 80.6 1.3
新都心 501 24.0 74.7 1.4
安謝 448 21.2 77.5 1.3
泊 429 23.5 76.2 0.2
若狭 429 21.4 78.3 0.2
城岳 455 23.3 76.0 0.7
かなぐすく 402 21.9 76.4 1.7
小禄 515 17.9 81.2 1.0
高良 477 20.1 79.2 0.6
一般高齢者 7,551 19.7 79.4 0.9
要支援認定者 466 40.6 57.9 1.5

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（４） 歯の本数と入れ歯の利用状況【必須項目】 

 

図表－７６ 歯の本数と入れ歯の利用状況 

 
 

歯の本数と入れ歯の利用状況については、「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が 40.7％で最

も高く、次いで「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」が 25.3％、「自分の歯は 20本以上、かつ入れ

歯を利用」が 17.0％、「自分の歯は 19本以下、入れ歯の利用なし」が 12.4％である。 

性別では、女性は「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」で男性よりも高く、女性 42.9％、男性

37.8％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が増加していく

（65～69歳 29.7％、75～79歳 46.7％、85～89歳 54.0％）。 

圏域別では、「自分の歯は 19本以下、入れ歯の利用なし」は松川圏域で最も高く 17.0％、次いで安里

圏域の 15.5％である。 

認定度別では、一般高齢者は要支援認定者と比べて「自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯の利用なし」

の割合が高い（一般高齢者 26.6％、要支援認定者 12.9％）。また、要支援認定者は「自分の歯は 19本以

下、かつ入れ歯を利用」の割合が 54.7％と一般高齢者 40.1％より、約 14ポイント高い。 

 

 

 

  

17.0 25.3 40.7 12.4 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答
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図表－７７ 基本属性別 歯の本数と入れ歯の利用状況 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

自
分
の
歯
は
2
0
本
以
上

、

か
つ
入
れ
歯
を
利
用

自
分
の
歯
は
2
0
本
以
上

、

入
れ
歯
の
利
用
な
し

自
分
の
歯
は
1
9
本
以
下

、

か
つ
入
れ
歯
を
利
用

自
分
の
歯
は
1
9
本
以
下

、

入
れ
歯
の
利
用
な
し

　
無
回
答

8,543 17.0 25.3 40.7 12.4 4.6
男性 3,576 17.2 27.1 37.8 13.9 4.0
女性 4,800 17.0 24.2 42.9 11.2 4.6
65～69歳 2,469 17.5 35.0 29.7 15.5 2.3
70～74歳 2,017 17.3 27.2 39.3 13.0 3.2
75～79歳 1,693 17.9 21.0 46.7 10.3 4.1
80～84歳 1,279 18.3 19.8 47.0 9.2 5.7
85～89歳 665 14.0 12.6 54.0 10.2 9.2
90歳以上 201 7.5 9.0 58.7 10.4 14.4
石嶺 523 19.1 27.9 38.2 10.9 3.8
大名 459 19.0 23.7 41.2 11.8 4.4
城西 516 17.1 27.7 41.1 9.9 4.3
繁多川 415 17.1 25.3 37.6 13.7 6.3
松川 440 15.7 23.4 38.0 17.0 5.9
松島 476 15.5 25.0 44.7 11.8 2.9
識名 540 14.6 22.6 41.9 14.1 6.9
安里 439 18.2 24.1 38.3 15.5 3.9
古波蔵 435 14.5 22.5 42.8 15.2 5.1
国場 465 15.3 22.2 44.5 14.6 3.4
新都心 501 18.8 29.1 36.9 10.6 4.6
安謝 448 19.0 25.0 39.5 11.4 5.1
泊 429 17.7 28.2 40.1 10.3 3.7
若狭 429 16.6 26.3 42.7 11.0 3.5
城岳 455 16.5 27.0 40.9 11.4 4.2
かなぐすく 402 15.7 25.4 46.0 10.9 2.0
小禄 515 18.1 26.6 40.4 11.8 3.1
高良 477 18.9 24.9 41.3 10.9 4.0
一般高齢者 7,551 17.4 26.6 40.1 12.2 3.6
要支援認定者 466 12.0 12.9 54.7 12.2 8.2

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（５） 共食の機会【必須項目】 

 

図表－７８ 共食の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人と食事をともにする機会については、「毎日ある」が 47.0％で最も高く、次いで「月に何度かある」

19.9％、「週に何度かある」13.6％、「ほとんどない」9.1％、「年に何度かある」7.9％である。 

性別では、男性は「毎日ある」が 51.0％で最も高く、次いで「月に何度かある」16.0％、「ほとんどない」

11.8％である。女性は「毎日ある」が 44.9％で最も高く、次いで「月に何度かある」22.8％、「週に何度かある」

15.8％である。「ほとんどない」は男性 11.8％、女性 6.7％で男性の方が約 5ポイント高い。 

年齢別では、一部例外があるものの、年齢階級が上がるほど「毎日ある」の割合が減少する傾向にある。

「ほとんどない」は 85歳以降の年代で微増し、80～84歳では 8.7％であるのに対し、85～89歳では 10.7％、

90歳以上で 10.4％である。 

圏域別では、松島圏域 53.4％とかなぐすく圏域 53.5％は「毎日ある」の割合が市平均よりも約 6ポイント

高い。識名圏域 14.4％、安里圏域 13.7％、古波蔵圏域 14.3％は「ほとんどない」が市平均よりも約 4～5ポ

イント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「ほとんどない」が 14.2％で市平均よりも約 5ポイント高い。 

 

 

  

『月に
1回以上』

『月に
１回未満』

80.5% 17.0%
47.0 13.6 19.9 7.9 9.1 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

毎日ある 週に何度かある

月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答
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図表－７９ 基本属性別 共食の機会 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

毎
日
あ
る

週
に
何
度
か
あ
る

月
に
何
度
か
あ
る

年
に
何
度
か
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
月
に
1
回
以
上

』

【
再
掲

】

『
月
に
1
回
未
満

』

8,543 47.0 13.6 19.9 7.9 9.1 2.4 80.5 17.0
男性 3,576 51.0 10.8 16.0 8.4 11.8 2.0 77.8 20.2
女性 4,800 44.9 15.8 22.8 7.5 6.7 2.3 83.5 14.2
65～69歳 2,469 53.7 15.0 15.0 6.2 9.0 1.0 83.7 15.2
70～74歳 2,017 48.5 13.3 19.9 8.0 8.9 1.4 81.7 16.9
75～79歳 1,693 44.9 11.1 23.9 9.0 8.0 3.0 79.9 17.0
80～84歳 1,279 41.5 13.9 24.6 8.3 8.7 3.0 80.0 17.0
85～89歳 665 42.0 15.2 19.7 9.0 10.7 3.5 76.9 19.7
90歳以上 201 40.3 17.4 18.9 9.0 10.4 4.0 76.6 19.4
石嶺 523 51.2 12.8 20.3 6.1 5.9 3.6 84.3 12.0
大名 459 47.9 12.9 21.1 7.4 7.2 3.5 81.9 14.6
城西 516 50.4 13.2 19.4 7.9 6.8 2.3 83.0 14.7
繁多川 415 48.7 13.5 15.4 8.2 10.1 4.1 77.6 18.3
松川 440 42.3 13.9 19.8 10.9 12.0 1.1 76.0 22.9
松島 476 53.4 14.1 17.9 7.4 5.0 2.3 85.4 12.4
識名 540 40.9 12.2 21.5 8.7 14.4 2.2 74.6 23.1
安里 439 43.3 13.0 21.0 8.0 13.7 1.1 77.3 21.7
古波蔵 435 44.4 12.6 19.3 7.4 14.3 2.1 76.3 21.7
国場 465 47.5 13.8 17.6 8.8 10.8 1.5 78.9 19.6
新都心 501 50.3 14.4 20.8 6.0 6.6 2.0 85.5 12.6
安謝 448 46.0 11.4 22.8 9.2 8.0 2.7 80.2 17.2
泊 429 44.8 18.4 20.3 8.2 7.2 1.2 83.5 15.4
若狭 429 45.0 16.8 21.7 7.5 8.4 0.7 83.5 15.9
城岳 455 46.6 14.5 22.2 6.8 7.5 2.4 83.3 14.3
かなぐすく 402 53.5 12.4 18.9 7.0 6.5 1.7 84.8 13.5
小禄 515 47.6 13.2 20.0 7.6 8.7 2.9 80.8 16.3
高良 477 48.6 13.0 18.0 9.6 9.2 1.5 79.6 18.8
一般高齢者 7,551 49.1 13.3 20.0 7.5 8.3 1.8 82.4 15.8
要支援認定者 466 33.0 20.4 17.6 11.2 14.2 3.6 71.0 25.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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５． 毎日の生活について【問４】 

（１） 物忘れの多寡【必須項目】 

 

図表－８０ 物忘れの多寡 

 
 

物忘れが多いと感じるかについては、「いいえ（多いと感じない）」が 59.8％、「はい（多いと感じる）」が

37.2％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「はい（多いと感じる）」が高くなり、85歳以上の年齢階級では 47％

を超え、市平均よりも約 10ポイント以上高くなっている。 

圏域別では、安謝圏域は「はい（多いと感じる）」が 43.8％で市平均よりも約 6ポイント高い。一方、松島

圏域は 32.4％、小禄圏域では 32.6％で市平均よりも約 5ポイント低い。 

認定度別では、要支援認定者は「はい（多いと感じる）」が 54.7％で、一般高齢者の 35.9％よりも約 19ポ

イント高い。 

 

 

 

  

37.2 59.8 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－８１ 基本属性別 物忘れの多寡 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 37.2 59.8 3.1
男性 3,576 34.2 63.5 2.3
女性 4,800 39.4 57.3 3.3
65～69歳 2,469 30.5 68.3 1.2
70～74歳 2,017 32.8 64.7 2.5
75～79歳 1,693 40.3 55.0 4.7
80～84歳 1,279 44.3 52.4 3.3
85～89歳 665 47.2 48.4 4.4
90歳以上 201 51.7 43.3 5.0
石嶺 523 34.6 62.1 3.3
大名 459 38.8 58.2 3.1
城西 516 37.8 59.1 3.1
繁多川 415 38.3 56.6 5.1
松川 440 36.6 61.8 1.6
松島 476 32.4 65.3 2.3
識名 540 41.1 56.1 2.8
安里 439 34.6 63.1 2.3
古波蔵 435 36.6 59.8 3.7
国場 465 37.8 59.4 2.8
新都心 501 38.9 57.7 3.4
安謝 448 43.8 53.1 3.1
泊 429 35.7 62.0 2.3
若狭 429 38.2 59.9 1.9
城岳 455 36.3 61.3 2.4
かなぐすく 402 38.6 58.7 2.7
小禄 515 32.6 64.1 3.3
高良 477 37.9 60.0 2.1
一般高齢者 7,551 35.9 61.4 2.7
要支援認定者 466 54.7 41.6 3.6

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（２） 一人での外出【必須項目】 

 

図表－８２ 一人での外出 

 
 

バスやモノレールを使い一人で外出しているかについては、「できるし、している」が 74.8％で最も高く、

次いで「できるけどしていない」が 13.4％、「できない」が 10.3％である。 

性別では、女性は「できない」の割合が 12.4％で男性 7.6％より約 5ポイント高い。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「できるし、している」の割合が減少し、「できない」の割合が増加し

ている。「できない」は、75～79歳が 8.9％であるのに対し、80～84歳では 15.3％と約 6ポイント増加し、さ

らに 85～89歳では 30.1％、90歳以上では 54.2％である。 

圏域別では、「できない」は松川圏域が 13.9％、古波蔵圏域、国場圏域が 13.1％であり、市平均よりも約

3ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「できない」の割合が高く、一般高齢者の「できない」が 6.7％であるのに

対し、要支援認定者は 63.7％である。 

 

  

74.8 13.4 10.3 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－８３ 基本属性別 一人での外出 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 74.8 13.4 10.3 1.5
男性 3,576 75.8 15.0 7.6 1.5
女性 4,800 74.3 12.1 12.4 1.2
65～69歳 2,469 83.5 11.7 4.0 0.8
70～74歳 2,017 82.3 12.1 4.7 0.8
75～79歳 1,693 75.6 13.5 8.9 1.9
80～84歳 1,279 66.6 16.6 15.3 1.5
85～89歳 665 51.4 15.8 30.1 2.7
90歳以上 201 32.3 11.4 54.2 2.0
石嶺 523 77.1 12.0 9.2 1.7
大名 459 77.8 12.4 8.3 1.5
城西 516 81.6 9.7 7.9 0.8
繁多川 415 74.0 13.5 11.3 1.2
松川 440 72.0 13.0 13.9 1.1
松島 476 75.4 14.1 9.0 1.5
識名 540 71.1 15.4 12.0 1.5
安里 439 72.9 15.9 10.5 0.7
古波蔵 435 67.6 17.2 13.1 2.1
国場 465 71.2 14.6 13.1 1.1
新都心 501 78.4 12.8 7.6 1.2
安謝 448 71.4 14.5 12.9 1.1
泊 429 80.0 11.2 7.7 1.2
若狭 429 76.0 12.8 10.5 0.7
城岳 455 76.3 12.1 10.1 1.5
かなぐすく 402 77.4 12.2 9.2 1.2
小禄 515 75.1 12.4 10.3 2.1
高良 477 75.1 14.7 9.2 1.0
一般高齢者 7,551 78.8 13.4 6.7 1.1
要支援認定者 466 21.9 12.2 63.7 2.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） 食品・日用品の買物【必須項目】 

 

図表－８４ 食品・日用品の買物 

 
 

 

自分で食品・日用品の買物を行っているかについては、「できるし、している」が 84.6％で最も高く、「でき

るけどしていない」が 7.9％、「できない」6.6％である。 

年齢別では年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合が減少し、「できるけどしていない」、「で

きない」の割合が増加している。特に 80歳以上の年齢階級では顕著な増加傾向が見られ、80～84歳では

10.2％、85～89歳では 20.2％、90歳以上では 37.3％である。 

圏域別では、繁多川圏域と安里圏域は「できない」が 8.2％であり、市平均よりも約 1.5ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「できない」が 48.1％と、一般高齢者 3.7％より高い。 

 

  

84.6 7.9 6.6 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－８５ 基本属性別 食品・日用品の買物 

 
 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 84.6 7.9 6.6 0.9
男性 3,576 80.9 13.1 5.1 1.0
女性 4,800 87.6 4.0 7.8 0.6
65～69歳 2,469 92.9 4.4 2.3 0.4
70～74歳 2,017 89.4 7.5 2.6 0.4
75～79歳 1,693 83.6 9.5 5.8 1.1
80～84歳 1,279 78.8 10.1 10.2 0.9
85～89歳 665 66.2 12.2 20.2 1.5
90歳以上 201 48.3 12.9 37.3 1.5
石嶺 523 84.7 7.6 6.7 1.0
大名 459 84.7 7.8 6.3 1.1
城西 516 84.1 9.7 5.6 0.6
繁多川 415 83.4 7.2 8.2 1.2
松川 440 84.3 7.7 7.5 0.5
松島 476 83.2 8.4 7.1 1.3
識名 540 84.6 7.8 7.0 0.6
安里 439 85.6 5.9 8.2 0.2
古波蔵 435 82.5 9.0 7.6 0.9
国場 465 84.3 9.2 6.0 0.4
新都心 501 85.8 8.0 5.6 0.6
安謝 448 83.3 8.7 7.1 0.9
泊 429 87.2 7.2 5.1 0.5
若狭 429 86.7 5.6 7.5 0.2
城岳 455 86.6 7.5 5.1 0.9
かなぐすく 402 82.6 9.0 7.5 1.0
小禄 515 85.6 7.4 6.0 1.0
高良 477 85.3 8.4 5.9 0.4
一般高齢者 7,551 88.0 7.7 3.7 0.6
要支援認定者 466 38.2 12.4 48.1 1.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（４） 食事の用意【必須項目】 

 

図表－８６ 食事の用意 

 
 

自分で食事の用意をしているかについては「できるし、している」が 74.7％で最も高く、「できるけどしてい

ない」が 76.1％、「できない」が 8.1％である。 

性別では男性は女性より「できない」の割合が高く、男性 13.4％、女性 4.3％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合は減少し、「できない」の割合は増加し

ている。「できない」は 80～84歳で 10.9％、85～89歳では約 6ポイント増加し 17.4％、90歳以上では約 14

ポイント増加し 31.3％である。 

圏域別では、「できない」は石嶺圏域、安里圏域、古波蔵圏域において市平均よりも約 2.5ポイント高く、

石嶺圏域 10.5％、安里圏域 10.9％、古波蔵圏域 10.6％である。 

認定度別では、「できない」は一般高齢者 6.1％、要支援認定者は 38.2％である。 

 

 

  

74.7 16.1 8.1 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－８７ 基本属性別 食事の用意 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 74.7 16.1 8.1 1.1
男性 3,576 53.2 32.4 13.4 1.0
女性 4,800 90.8 4.1 4.3 0.8
65～69歳 2,469 79.0 15.9 4.6 0.4
70～74歳 2,017 77.5 16.7 5.3 0.5
75～79歳 1,693 75.5 15.5 7.9 1.1
80～84歳 1,279 71.2 16.2 10.9 1.7
85～89歳 665 63.2 18.2 17.4 1.2
90歳以上 201 50.7 16.4 31.3 1.5
石嶺 523 72.7 16.1 10.5 0.8
大名 459 73.6 18.7 6.8 0.9
城西 516 72.7 18.2 8.1 1.0
繁多川 415 75.4 14.5 8.7 1.4
松川 440 76.6 14.5 8.2 0.7
松島 476 71.4 21.2 6.1 1.3
識名 540 74.8 14.6 9.6 0.9
安里 439 73.8 14.8 10.9 0.5
古波蔵 435 73.3 15.2 10.6 0.9
国場 465 73.8 18.3 6.9 1.1
新都心 501 74.9 16.2 8.4 0.6
安謝 448 76.6 14.7 7.6 1.1
泊 429 76.2 15.4 7.9 0.5
若狭 429 79.5 13.5 6.8 0.2
城岳 455 74.7 18.0 6.4 0.9
かなぐすく 402 74.4 16.2 8.5 1.0
小禄 515 76.7 15.7 6.2 1.4
高良 477 75.1 15.7 8.6 0.6
一般高齢者 7,551 76.6 16.6 6.1 0.7
要支援認定者 466 45.9 14.4 38.2 1.5

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（５） 請求書の支払い【必須項目】 

 

図表－８８ 請求書の支払い 

 
 

自分で請求書の支払いをしているかについては、「できるし、している」が 83.0％、「できるけどしていない」

が 9.9％、「できない」が 6.0％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合が減少し、「できない」の割合が増加し

ている。「できない」は 80歳以上の年齢階級で増加傾向が顕著にみられ、80～84歳では 9.7％、85～89

歳では約 7.5ポイント増加し 17.3％、90歳以上では約 16.5ポイント増加し 33.8％である。 

圏域別では、かなぐすく圏域において「できるし、している」の割合が 78.1％と市平均と比べて約 5ポイン

ト低い。 

認定度別では、「できない」は一般高齢者 3.9％、要支援認定者は 36.1％である。 

 

 

  

83.0 9.9

6.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－８９ 基本属性別 請求書の支払い 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 83.0 9.9 6.0 1.2
男性 3,576 76.6 16.2 6.2 1.1
女性 4,800 87.9 5.2 6.0 0.9
65～69歳 2,469 89.2 8.2 2.3 0.4
70～74歳 2,017 87.4 9.3 2.6 0.8
75～79歳 1,693 83.8 9.7 4.9 1.7
80～84歳 1,279 77.3 11.6 9.7 1.4
85～89歳 665 68.4 13.1 17.3 1.2
90歳以上 201 48.8 15.9 33.8 1.5
石嶺 523 82.4 10.1 6.7 0.8
大名 459 81.0 11.8 5.7 1.5
城西 516 86.2 8.3 4.5 1.0
繁多川 415 81.0 8.2 8.9 1.9
松川 440 83.4 8.2 7.5 0.9
松島 476 84.2 9.2 5.7 0.8
識名 540 85.2 8.1 5.6 1.1
安里 439 84.3 9.3 6.2 0.2
古波蔵 435 79.8 12.4 6.7 1.1
国場 465 82.4 9.7 7.1 0.9
新都心 501 83.8 9.2 6.0 1.0
安謝 448 83.7 9.4 5.6 1.3
泊 429 85.8 9.8 4.2 0.2
若狭 429 84.4 9.8 5.6 0.2
城岳 455 80.9 12.3 5.3 1.5
かなぐすく 402 78.1 13.4 7.7 0.7
小禄 515 83.7 10.7 3.9 1.7
高良 477 82.8 9.4 7.1 0.6
一般高齢者 7,551 85.6 9.7 3.9 0.9
要支援認定者 466 50.4 12.7 36.1 0.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（６） 預貯金の出し入れ【必須項目】 

 

図表－９０ 預貯金の出し入れ 

 
 

 

自分で預貯金の出し入れをしているかについては、「できるし、している」が 83.6％、「できるけどしていな

い」9.3％、「できない」が 6.1％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど、「できるし、している」の割合が減少し、「できない」の割合が増加し

ている。「できない」は 80歳以上の年齢階級で増加傾向が顕著にみられ、80～84歳では 10.3％、85～89

歳では約 7ポイント増加し 17.6％、90歳以上では約 17ポイント増加し 34.3％である。 

圏域別では、城西圏域は「できるし、している」が 88.0％で市平均よりも約 4.5ポイント高い、次いで泊圏

域が 87.6％、若狭圏域が 87.2％である。 

認定度別では、「できない」は一般高齢者 4.0％、要支援認定者は 34.8％である。 

 

 

  

83.6 9.3 6.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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図表－９１ 基本属性別 預貯金の出し入れ 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

で
き
る
し

、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど

し
て
い
な
い

で
き
な
い

　
無
回
答

8,543 83.6 9.3 6.1 1.0
男性 3,576 78.0 14.6 6.5 0.8
女性 4,800 87.9 5.4 5.9 0.8
65～69歳 2,469 90.2 6.7 2.7 0.4
70～74歳 2,017 88.8 8.1 2.4 0.6
75～79歳 1,693 85.0 9.5 4.3 1.2
80～84歳 1,279 76.7 12.0 10.3 1.0
85～89歳 665 65.4 15.6 17.6 1.4
90歳以上 201 48.8 15.4 34.3 1.5
石嶺 523 83.4 9.0 7.1 0.6
大名 459 84.1 9.4 5.7 0.9
城西 516 88.0 7.0 4.5 0.6
繁多川 415 81.9 9.2 8.0 1.0
松川 440 84.5 8.9 5.5 1.1
松島 476 83.0 9.0 6.7 1.3
識名 540 84.4 8.1 6.3 1.1
安里 439 84.5 9.1 6.2 0.2
古波蔵 435 79.3 12.6 7.1 0.9
国場 465 81.5 10.3 7.5 0.6
新都心 501 85.0 8.6 5.6 0.8
安謝 448 83.5 9.2 6.7 0.7
泊 429 87.6 8.4 4.0 0.0
若狭 429 87.2 7.0 5.6 0.2
城岳 455 83.7 9.9 5.5 0.9
かなぐすく 402 77.4 13.4 7.7 1.5
小禄 515 83.3 10.9 4.9 1.0
高良 477 83.9 9.2 6.1 0.8
一般高齢者 7,551 86.3 9.0 4.0 0.7
要支援認定者 466 47.0 17.0 34.8 1.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（７） 趣味や楽しみについて【オプション項目】 

 

図表－９２ 趣味や楽しみについて 

 
 

趣味や楽しみの有無については、「趣味や楽しみあり」が 70.3％、「思いつかない」が 17.5％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「趣味や楽しみあり」が減少する傾向にあり、65～69 歳では 74.8％、

90歳以上では 60.2％である。「思いつかない」は 90歳以上の年代で最も高く 24.9％である。 

圏域別では、古波蔵圏域と国場圏域において「趣味や楽しみあり」の割合が市平均から約 5ポイント低く、

古波蔵圏域 64.4％、国場圏域 64.7％である。「思いつかない」についても古波蔵圏域と国場圏域が高く、

古波蔵圏域 21.4％、国場圏域 23.4％である。 

認定度別では、一般高齢者は「趣味や楽しみあり」が 72.7％であるのに対し、要支援認定者は 52.6％で

ある。「思いつかない」は要支援認定者が 31.8％、一般高齢者が 16.7％である。 

 

  

70.3 17.5 12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

趣味や楽しみあり 思いつかない

無回答
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図表－９３ 基本属性別 趣味や楽しみについて 

 
 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

趣
味
や
楽
し
み

あ
り

思
い
つ
か
な
い

　
無
回
答

8,543 70.3 17.5 12.2
男性 3,576 71.9 17.7 10.5
女性 4,800 69.7 17.5 12.8
65～69歳 2,469 74.8 17.7 7.5
70～74歳 2,017 72.9 16.9 10.3
75～79歳 1,693 72.1 14.5 13.4
80～84歳 1,279 64.8 19.5 15.7
85～89歳 665 61.2 20.0 18.8
90歳以上 201 60.2 24.9 14.9
石嶺 523 69.6 15.7 14.7
大名 459 75.2 15.0 9.8
城西 516 76.6 13.0 10.5
繁多川 415 66.3 21.2 12.5
松川 440 70.2 20.2 9.5
松島 476 71.0 15.8 13.2
識名 540 68.3 19.1 12.6
安里 439 69.0 17.1 13.9
古波蔵 435 64.4 21.4 14.3
国場 465 64.7 23.4 11.8
新都心 501 74.9 16.0 9.2
安謝 448 68.5 19.4 12.1
泊 429 70.9 18.4 10.7
若狭 429 69.7 18.4 11.9
城岳 455 71.2 17.6 11.2
かなぐすく 402 72.4 15.9 11.7
小禄 515 72.8 14.8 12.4
高良 477 74.6 15.3 10.1
一般高齢者 7,551 72.7 16.7 10.6
要支援認定者 466 52.6 31.8 15.7

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別



第４章 調査結果の詳細 ６．地域での活動について【問５】 

83 

 

６． 地域での活動について【問５】 

 

（１） 地域活動や趣味活動について【必須項目】 

 

図表－９４ 地域活動や趣味活動への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動や趣味活動への参加状況として、①ボランティアのグループ～⑧収入のある仕事までの8つの

活動への参加状況をたずねた。 

このうち、『月 1回以上参加』の割合が最も高いのは、③趣味関係のグループで 25.1％であり、次いで⑧

収入のある仕事が 19.7％、②スポーツ関係のグループが 18.6％である。一方、最も低いのは⑥老人クラブ

で 3.0％である。 

「週 4回以上」の高頻度で参加が行われているのは⑧収入のある仕事が 13.2％で最も高く、8項目中唯

一 1割を超えている。このほかは②スポーツ関連のグループが 3.5％、③趣味関係のグループが 2.4％など

いずれも 5％以下に留まる。 

以降は、①ボランティアのグループ～⑧収入のある仕事までの 8つの活動ごとに、属性別傾向の分析を

行う。 

 

  

『月1回
以上参加』

6.4%

18.6%

25.1%

6.9%

7.8%

3.0%

6.5%

19.7%

37.0

33.2

29.8

37.9

35.5
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35.0

33.4

53.6

46.4

41.6

52.6

56.2

57.7

50.3

45.4

1.0

3.5

2.4

0.7

0.9

0.3

0.5

13.2

1.6

6.8

5.9

1.1

3.0

0.8

1.0

4.1

1.4

4.5

8.0

2.5

2.0

0.8

0.9

0.9

2.4

3.8

8.7

2.6

1.8

1.1

4.1

1.4

3.0

1.8

3.4

2.6

0.5

1.2

8.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

➀ボランティアのグループ

②スポーツ関連のグループ

③趣味関係のグループ

④学習・教養のグループ

⑤介護予防のための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会・通り会

⑧収入のある仕事

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回
月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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（２） ボランティアのグループへの参加【必須項目】 

 

図表－９５ ボランティアへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアのグループへの参加状況は、「参加していない」が 53.6％で最も高く、次いで「年に数回」が

3.0％である。 

性別では、男性は「参加していない」が 57.0％で、女性の 51.7％より約 5ポイント高い。 

年齢別では、70～74歳、また 75～79歳で『月１回以上参加（「週 4回以上」～「月 1～3回」）』が市平均

よりも約 1ポイント高く、70～74歳で 7.5％、75～79歳で 7.7％である。 

圏域別では、大名圏域 8.8％や、城西圏域 8.9％など首里地区に属する圏域で『月１回以上参加』が高

い。具体的には、大名圏域は「月 1～3回」が 4.6％で市平均の 2.4％より約 2ポイント高く、城西圏域は「週

2～3回」が2.7％で全圏域の中で最も高い。一方、「参加していない」が最も高いのは松川圏域の57.5％で、

市平均よりも約 4ポイント高い。 

 

 

  

『月1回
以上参加』

6.4%

1.0 1.6 1.4 2.4

3.0 53.6 37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回

月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－９６ 基本属性別 ボランティアへの参加 

   

（％）
調
査
数

（
人

）

週
4
回
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上

週
2

～

3
回

週
1
回

月
1

～

3
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 1.0 1.6 1.4 2.4 3.0 53.6 37.0 6.4
男性 3,576 1.0 1.3 1.0 2.2 3.7 57.0 33.8 5.5
女性 4,800 1.1 1.8 1.6 2.6 2.6 51.7 38.5 7.1
65～69歳 2,469 1.1 1.3 1.5 2.0 3.6 64.6 25.9 5.9
70～74歳 2,017 1.2 1.9 1.5 2.9 4.1 55.9 32.4 7.5
75～79歳 1,693 0.9 1.9 1.5 3.4 3.0 47.1 42.2 7.7
80～84歳 1,279 0.9 2.0 1.0 2.0 2.3 44.8 46.9 5.9
85～89歳 665 0.9 0.9 1.1 1.5 0.8 44.8 50.1 4.4
90歳以上 201 1.0 0.5 1.0 1.0 1.0 51.7 43.8 3.5
石嶺 523 0.8 1.1 1.5 2.7 2.9 51.4 39.6 6.1
大名 459 0.7 2.4 1.1 4.6 3.3 52.9 35.1 8.8
城西 516 0.8 2.7 2.1 3.3 2.7 56.8 31.6 8.9
繁多川 415 0.7 1.7 1.7 3.4 2.2 53.5 36.9 7.5
松川 440 1.1 0.7 0.2 1.8 3.6 57.5 35.0 3.8
松島 476 0.8 1.9 1.5 1.5 3.6 54.8 35.9 5.7
識名 540 0.6 1.3 1.3 3.5 3.3 49.3 40.7 6.7
安里 439 1.4 1.1 0.9 1.8 3.0 56.0 35.8 5.2
古波蔵 435 1.1 0.7 1.1 2.5 2.5 54.0 37.9 5.4
国場 465 0.6 1.1 1.7 1.1 3.2 56.1 36.1 4.5
新都心 501 0.8 2.6 1.0 3.0 3.0 54.9 34.7 7.4
安謝 448 1.3 1.8 0.9 1.8 3.3 55.8 35.0 5.8
泊 429 0.9 1.4 2.1 3.7 3.0 53.6 35.2 8.1
若狭 429 1.9 2.3 0.9 1.4 3.7 55.5 34.3 6.5
城岳 455 0.9 0.9 1.5 3.1 2.0 54.7 36.9 6.4
かなぐすく 402 1.2 1.5 1.0 1.2 3.0 55.2 36.8 4.9
小禄 515 1.6 1.7 2.3 1.9 3.7 50.5 38.3 7.5
高良 477 1.9 1.5 1.3 1.3 3.6 51.6 39.0 6.0
一般高齢者 7,551 1.1 1.7 1.4 2.6 3.4 54.9 34.9 6.8
要支援認定者 466 0.2 1.1 0.6 1.1 0.2 54.3 42.5 3.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） スポーツ関連グループへの参加【必須項目】 

 

図表－９７ スポーツへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ関連のグループへの参加状況は、「参加していない」が 46.4％で最も高く、次いで「週 2～3回」

が 6.8％である。 

性別では、「週 4回以上」から「週 1回」までの項目では女性の方が男性よりも高い。一方、「月 1～3回」

から「参加していない」までの項目では男性の方が女性よりも高い。「参加していない」を除くと、女性は「週

2～3回」で 7.9％と最も高くなり、男性は「月 1～3回」で 6.4％と最も高くなる。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど『月 1回以上参加』の割合は低くなる。特に 80～84歳と 85～89歳

の年齢階級間の差は大きく、80～84歳では 16.7％であるのに対し、85～89歳では 9.2％であり、約 7ポイ

ント減少している。 

圏域別では、松島圏域は『月 1回以上参加』が 26.9％と最も高い（「週 2～3回」9.9％、「週１回」8.0％）。

一方、松島圏域と同様の中圏域に属する他圏域は市平均よりも低い傾向にある（繁多川圏域 12.1％、松

川圏域 15.0％、識名圏域 17.4％、古波蔵圏域 14.2％、国場圏域 14.0％）。また、高良圏域も『月１回以上

参加』が高く 23.0％、「週１回」が 7.1％である。 

認定度別では、要支援認定者は『月１回以上参加』が低く 3.0％である。 

  

『月1回
以上参加』
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3.5
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3.8

1.8

46.4 33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回

月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－９８ 基本属性別 スポーツへの参加 
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て
い
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無
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答

【
再
掲

】

『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 3.5 6.8 4.5 3.8 1.8 46.4 33.2 18.6
男性 3,576 3.4 5.5 4.3 6.4 3.0 48.4 29.0 19.6
女性 4,800 3.5 7.9 4.7 1.9 1.0 45.5 35.4 18.0
65～69歳 2,469 3.8 8.2 5.5 4.6 2.6 53.8 21.5 22.1
70～74歳 2,017 4.1 7.2 4.6 4.5 1.9 48.4 29.3 20.4
75～79歳 1,693 3.1 7.7 4.6 3.9 1.4 40.8 38.5 19.3
80～84歳 1,279 3.4 5.4 4.9 3.0 1.9 39.9 41.6 16.7
85～89歳 665 2.4 3.8 1.4 1.7 0.6 42.4 47.8 9.3
90歳以上 201 3.0 1.0 2.5 1.5 0.5 49.8 41.8 8.0
石嶺 523 2.1 8.6 4.4 3.6 1.7 43.6 35.9 18.7
大名 459 5.4 7.2 5.9 3.3 2.0 45.8 30.5 21.8
城西 516 3.7 7.6 5.8 4.1 2.5 48.4 27.9 21.2
繁多川 415 1.7 4.8 2.2 3.4 1.0 49.9 37.1 12.1
松川 440 2.5 5.2 3.9 3.4 3.2 51.1 30.7 15.0
松島 476 4.2 9.9 8.0 4.8 1.5 43.9 27.7 26.9
識名 540 2.0 5.4 5.0 5.0 1.5 43.3 37.8 17.4
安里 439 3.9 8.0 2.1 2.7 1.4 46.5 35.5 16.7
古波蔵 435 2.3 4.8 4.1 3.0 0.9 50.1 34.7 14.2
国場 465 1.9 5.4 2.8 3.9 2.4 50.3 33.3 14.0
新都心 501 3.6 7.8 6.2 4.2 2.2 47.7 28.3 21.8
安謝 448 2.2 7.8 3.3 3.3 1.8 48.2 33.3 16.6
泊 429 3.7 6.5 6.3 4.9 2.3 47.1 29.1 21.4
若狭 429 5.1 6.5 4.2 3.0 3.0 47.3 30.8 18.8
城岳 455 4.6 4.6 3.5 4.6 1.1 46.6 34.9 17.3
かなぐすく 402 4.7 8.2 4.2 3.7 1.0 46.3 31.8 20.8
小禄 515 4.7 8.0 2.3 3.7 1.9 44.9 34.6 18.7
高良 477 4.6 6.7 7.1 4.6 2.1 42.8 32.1 23.0
一般高齢者 7,551 3.7 7.4 4.8 4.2 2.0 47.1 30.8 20.1
要支援認定者 466 0.0 1.1 1.5 0.4 0.2 53.9 42.9 3.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定
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別

年
齢
別

圏
域
別



那覇市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書 

88 

 

（４） 趣味関係のグループへの参加【必須項目】 

 

図表－９９ 趣味関係グループへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣味関係のグループへの参加状況は、「参加していない」が 41.6％で最も高く、次いで「月 1～3回」が

8.7％、「週 1回」が 8.0％である。 

性別では女性は『月 1回以上参加』が 26.5％で男性の 23.5％より 3ポイント高い。また、（「参加していな

い」を除けば）男性は「月 1～3回」が 10.1％で最も高く、女性は「週 1回」が 9.7％で最も高い。 

年齢別では、『月 1回以上参加』は 75～79歳が 30.6％で最も高い。一部の例外はあるものの、『月 1回

以上参加』は 80歳以降の年齢階級では減少していき、80～84歳では 25.3％、85～89歳では 17.3％と最

も低くなり、90歳以上では若干上昇し 18.0％である。75～79歳では、「週 4回以上」が 4.0％、「週 2～3回」

が 8.7％で市平均より高い。 

圏域別では、首里地区に属する石嶺圏域、大名圏域、城西圏域で『月 1回以上参加』が市平均よりも約

3～5ポイント高い（石嶺圏域28.1％、大名圏域28.8％、城西圏域30.4％）。また、繁多川圏域、松川圏域、

松島圏域、識名圏域、古波蔵圏域、国場圏域など真和志地区に属する圏域では『月１回以上参加』が低

い傾向にあり、松島圏域26.2％を除くすべての圏域で市平均を下回っている（繁多川圏域21.6％、松川圏

域 21.9％、識名圏域 25.0％、古波蔵圏域 23.0％、国場圏域 21.9％）。 

認定度別では、要支援認定者は『月 1回以上参加』が低く、要支援認定者 8.3％、一般高齢者 26.9％で

ある。 

 

 

 

  

『月1回
以上参加』

25.1%

2.4

5.9 8.0 8.7

3.4

41.6 29.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回

月1 ～3 回 年に数回 参加していない
無回答
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図表－１００ 基本属性別 趣味関係グループへの参加 
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無
回
答

【
再
掲

】

『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 2.4 5.9 8.0 8.7 3.4 41.6 29.8 25.0
男性 3,576 2.3 5.2 5.9 10.1 4.6 44.6 27.2 23.5
女性 4,800 2.4 6.5 9.7 7.9 2.6 39.8 31.0 26.5
65～69歳 2,469 1.5 5.2 8.5 8.7 4.4 50.3 21.4 23.9
70～74歳 2,017 2.4 5.7 9.0 9.2 3.9 43.6 26.2 26.3
75～79歳 1,693 4.0 8.7 8.1 9.8 2.8 34.4 32.2 30.6
80～84歳 1,279 2.3 5.9 8.2 8.9 3.1 34.4 37.1 25.3
85～89歳 665 1.8 4.1 4.8 6.6 2.4 37.0 43.3 17.3
90歳以上 201 2.5 3.0 4.0 8.5 0.5 46.3 35.3 18.0
石嶺 523 2.7 6.7 8.8 9.9 3.1 38.0 30.8 28.1
大名 459 2.0 6.1 10.9 9.8 5.4 39.7 26.1 28.8
城西 516 2.3 8.1 9.3 10.7 3.7 40.1 25.8 30.4
繁多川 415 3.1 5.3 6.7 6.5 2.9 43.4 32.0 21.6
松川 440 2.5 6.6 5.5 7.3 5.0 43.6 29.5 21.9
松島 476 1.3 6.5 7.1 11.3 2.7 42.6 28.4 26.2
識名 540 2.0 5.6 8.7 8.7 3.9 37.6 33.5 25.0
安里 439 2.7 5.2 8.7 9.3 2.1 42.4 29.6 25.9
古波蔵 435 2.5 6.2 6.0 8.3 1.4 44.8 30.8 23.0
国場 465 1.5 4.1 7.1 9.2 4.1 44.9 29.0 21.9
新都心 501 2.0 7.2 9.0 8.0 3.8 40.3 29.7 26.2
安謝 448 2.2 4.2 10.5 7.4 2.5 45.1 28.1 24.3
泊 429 2.1 5.8 9.3 10.5 3.0 43.1 26.1 27.7
若狭 429 3.0 5.1 7.0 7.9 4.0 43.1 29.8 23.0
城岳 455 2.6 7.0 8.6 7.7 5.1 42.0 27.0 25.9
かなぐすく 402 2.0 4.0 6.0 9.2 3.2 45.0 30.6 21.2
小禄 515 2.5 5.6 7.8 9.3 3.3 40.6 30.9 25.2
高良 477 4.0 7.3 6.9 7.8 3.8 41.1 29.1 26.0
一般高齢者 7,551 2.5 6.4 8.6 9.4 3.7 42.0 27.5 26.9
要支援認定者 466 1.3 2.1 2.1 2.8 1.3 50.9 39.5 8.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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別
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（５） 学習・教養のグループへの参加【必須項目】 

 

図表－１０１ 学習・教養グループへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習・教養グループへの参加状況は、「参加していない」が 52.6％で最も高く、「年に数回」、「月 1～3回」

が 2.6％、「週 1回」が 2.5％である。 

性別では、「参加していない」を除くすべての項目で女性は男性よりも高い（『月 1回以上参加』女性

8.5％、男性 4.9％）。学習・教養グループへ参加している女性は、「週 1回」で最も多くなり 3.3％である。男

性では「月 1～3回」、「年に数回」で 2.4％と最も高い。 

圏域別では、泊圏域は「年に数回」から「週 2～3回」のすべての項目で市平均を上回っており、『月 1回

以上参加』でも 8.9％と市平均より約 2ポイント高い。また城西圏域で「週 1回」が 4.7％と市平均よりも約 2

ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は『月1回以上参加』が 2.8％で、一般高齢者7.5％より約5ポイント低い。 

 

  

『月1回
以上参加』

6.9%

0.7 1.1 2.5 2.6

2.6 52.6 37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回

月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答



第４章 調査結果の詳細 ６．地域での活動について【問５】 

91 

 

図表－１０２ 基本属性別 学習・教養グループへの参加 
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【
再
掲

】

『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 0.7 1.1 2.5 2.6 2.6 52.6 37.9 6.9
男性 3,576 0.4 0.7 1.4 2.4 2.4 58.2 34.4 4.9
女性 4,800 0.8 1.5 3.3 2.9 2.8 49.1 39.6 8.5
65～69歳 2,469 0.6 0.9 3.1 2.8 3.5 62.4 26.7 7.4
70～74歳 2,017 0.6 1.1 2.8 2.7 3.0 56.0 33.6 7.2
75～79歳 1,693 0.6 1.4 2.2 3.7 2.4 46.1 43.5 7.9
80～84歳 1,279 0.9 1.5 1.8 2.1 2.0 44.3 47.5 6.3
85～89歳 665 0.6 1.1 1.5 1.4 1.1 44.2 50.2 4.6
90歳以上 201 1.0 1.5 2.0 1.0 0.5 50.2 43.8 5.5
石嶺 523 0.8 1.5 1.5 3.3 2.9 49.7 40.3 7.1
大名 459 0.4 0.4 2.0 4.1 2.8 52.7 37.5 6.9
城西 516 0.6 0.6 4.7 2.3 3.5 55.0 33.3 8.2
繁多川 415 0.7 1.2 1.9 2.2 1.4 51.3 41.2 6.0
松川 440 1.1 1.1 1.6 3.6 2.0 56.1 34.3 7.4
松島 476 1.1 1.1 2.9 2.1 3.4 53.4 36.1 7.2
識名 540 0.4 1.1 2.8 1.5 2.2 50.6 41.5 5.8
安里 439 0.2 2.1 2.1 2.3 2.3 54.4 36.7 6.7
古波蔵 435 0.9 1.6 2.5 2.5 0.9 54.0 37.5 7.5
国場 465 0.2 1.3 1.9 1.9 2.8 55.1 36.8 5.3
新都心 501 0.2 0.2 2.8 3.8 4.2 52.1 36.7 7.0
安謝 448 0.9 1.1 2.9 2.5 2.0 55.4 35.3 7.4
泊 429 0.5 1.4 3.5 3.5 4.4 51.7 35.0 8.9
若狭 429 1.2 0.7 1.2 3.3 2.6 54.8 36.4 6.4
城岳 455 1.1 1.5 2.6 2.9 3.3 52.1 36.5 8.1
かなぐすく 402 0.7 1.2 2.5 1.5 1.2 56.5 36.3 5.9
小禄 515 0.6 2.1 3.1 2.5 2.5 50.1 39.0 8.3
高良 477 0.6 0.8 1.9 2.3 2.3 52.2 39.8 5.6
一般高齢者 7,551 0.7 1.2 2.7 2.9 2.8 54.0 35.8 7.5
要支援認定者 466 0.2 0.6 1.1 0.9 1.3 52.8 43.1 2.8

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別
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性
別

年
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別

圏
域
別
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（６） 介護予防のための通いの場への参加【必須項目】 

 

図表－１０３ 介護予防のための通いの場への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ふれあいデイサービスなどの介護予防のための通いの場への参加状況は「参加していない」が

56.2％で最も高く、次いで「週 2～3回」3.0％である。 

性別では、「週 4回以上」から「月 1～3回」までの項目において、女性は男性よりも高く、『月 1回以上参

加』では女性 10.6％、男性 3.6％である。また、「参加していない」は男性 61.7％、女性 52.9％である。 

年齢別では、概ね年齢階級があがるほど参加率も上がる傾向にあり、75歳以上の年齢階級で一度、急

激に参加率が高まり（70～74歳『月 1回以上参加』3.4％、75～79歳『月 1回以上参加』10.4％）、90歳以

上の年齢階級で再び参加率が高まる（85～89歳『月 1回以上参加』18.5％、90歳以上『月 1回以上参加』

26.9％）。 

圏域別では、かなぐすく圏域と高良圏域の小禄地区に属する 2つの圏域において『月 1回以上参加』の

割合が市平均よりも約 3ポイント高く、かなぐすく圏域 10.6％、高良圏域 10.2％である。 

認定度別では、要支援認定者は「参加していない」と「年に数回」を除くすべての項目で一般高齢者より

も高く、特に「週 2～3回」では 29.0％で一般高齢者 1.4％よりも約 27ポイント高い。 

 

  

『月1回
以上参加』

7.8%

0.9 3.0 2.0 1.8 0.5

56.2 35.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回
月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－１０４ 基本属性別 介護予防のための通いの場への参加 
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【
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掲
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『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 0.9 3.0 2.0 1.8 0.5 56.2 35.5 7.7
男性 3,576 0.4 1.6 1.1 0.5 0.5 61.7 34.1 3.6
女性 4,800 1.2 4.0 2.7 2.7 0.5 52.9 35.9 10.6
65～69歳 2,469 0.4 0.8 0.5 0.6 0.4 70.4 27.0 2.3
70～74歳 2,017 0.3 1.3 0.9 0.9 0.6 62.2 33.8 3.4
75～79歳 1,693 1.1 3.8 2.2 3.3 0.4 49.0 40.2 10.4
80～84歳 1,279 2.1 4.1 3.7 2.8 0.7 43.9 42.7 12.7
85～89歳 665 1.4 9.2 5.6 2.3 0.5 39.1 42.1 18.5
90歳以上 201 1.5 12.4 8.5 4.5 1.0 40.8 31.3 26.9
石嶺 523 0.4 2.5 1.5 2.5 0.2 55.4 37.5 6.9
大名 459 1.3 4.1 2.0 2.4 0.4 54.2 35.5 9.8
城西 516 0.6 2.9 0.8 1.6 0.4 61.6 32.2 5.9
繁多川 415 1.4 2.9 1.4 2.2 0.2 52.5 39.3 7.9
松川 440 0.5 3.4 0.9 0.9 0.2 60.7 33.4 5.7
松島 476 0.2 2.9 1.9 0.8 0.4 58.0 35.7 5.8
識名 540 1.3 3.0 2.8 0.9 0.7 53.9 37.4 8.0
安里 439 0.5 2.3 1.6 1.4 0.0 57.9 36.4 5.8
古波蔵 435 1.8 2.3 2.3 1.4 0.7 57.0 34.5 7.8
国場 465 1.3 2.6 2.6 2.6 0.9 58.1 32.0 9.1
新都心 501 1.4 2.8 1.2 1.4 1.4 57.9 33.9 6.8
安謝 448 0.4 2.9 3.3 2.2 0.7 58.5 31.9 8.8
泊 429 0.5 1.9 2.6 1.4 0.7 59.7 33.3 6.4
若狭 429 0.5 2.8 2.3 3.3 0.5 56.9 33.8 8.9
城岳 455 0.4 2.9 2.6 2.0 0.4 56.9 34.7 7.9
かなぐすく 402 1.2 4.2 2.5 2.7 0.2 56.0 33.1 10.6
小禄 515 1.0 3.5 1.7 0.8 0.6 53.4 39.0 7.0
高良 477 1.0 4.0 2.5 2.7 0.4 53.2 36.1 10.2
一般高齢者 7,551 0.7 1.4 1.4 1.7 0.5 59.3 35.0 5.2
要支援認定者 466 3.4 29.0 12.4 2.6 0.4 34.1 18.0 47.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（７） 老人クラブへの参加【必須項目】 

 

図表－１０５ 老人クラブへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人クラブへの参加状況は、「参加していない」が 57.7％で最も高く、次いで「年に数回」1.2％、「月 1～

3回」1.1％である。 

性別では、男性は女性よりも「参加していない」が高く、男性 61.9％、女性 55.5%である。『月１回以上参

加』では男性 2.5％、女性 3.4％であり、男女間で約 1ポイントの差がある。 

年齢別では、『月 1回以上参加』は 75歳と 85歳を境に参加率が上昇しており、約 3ポイント増加してい

る（70～74歳 1.74％、75～79歳 4.5％、80～84歳 4.6％、85～89歳 7.5％）。また、90歳以上では 5.5％と

やや減少している。 

圏域別では、小禄地区に属するかなぐすく圏域、小禄圏域、高良圏域において『月 1回以上参加』の割

合が市平均よりも約 2ポイント高く、かなぐすく圏域 4.4％、小禄圏域 5.1％、高良圏域 5.1％である。一方、

本庁地区に属する安里圏域、新都心圏域、安謝圏域、泊圏域、若狭圏域、城岳圏域は『月1回以上参加』

が低い傾向にあり、安里圏域 1.2％、新都心圏域 1.8％、安謝圏域 1.8％、泊圏域 1.6％、若狭圏域 2.8％、

城岳圏域 2.6％である。 

 

 

 

  

『月1回
以上参加』

3.0%

0.3 0.8 0.8 1.1 1.2

57.7 38.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回

月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－１０６ 基本属性別 老人クラブへの参加 

 

   

（％）
調
査
数

（
人

）

週
4
回
以
上

週
2

～

3
回

週
1
回

月
1

～

3
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

　
無
回
答

【
再
掲
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月
1
回
以
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参
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』

8,543 0.3 0.8 0.8 1.1 1.2 57.7 38.1 3.0
男性 3,576 0.4 0.6 0.5 1.0 1.1 61.9 34.5 2.5
女性 4,800 0.3 0.9 0.9 1.3 1.2 55.5 39.9 3.4
65～69歳 2,469 0.2 0.0 0.4 0.3 0.2 71.0 27.9 0.9
70～74歳 2,017 0.0 0.6 0.5 0.6 0.7 62.7 34.7 1.7
75～79歳 1,693 0.4 1.4 0.9 1.8 2.0 50.4 43.1 4.5
80～84歳 1,279 0.4 1.3 1.2 1.7 2.0 46.1 47.3 4.6
85～89歳 665 1.1 1.5 2.0 2.9 1.5 43.6 47.5 7.5
90歳以上 201 1.0 2.0 1.0 1.5 3.5 50.2 40.8 5.5
石嶺 523 0.0 0.4 0.4 0.4 0.6 57.2 41.1 1.2
大名 459 0.2 1.3 1.3 1.7 1.1 57.7 36.6 4.5
城西 516 0.0 0.8 0.6 2.1 1.0 61.4 34.1 3.5
繁多川 415 0.0 1.7 1.0 1.2 1.0 55.2 40.0 3.9
松川 440 0.2 0.5 0.0 0.5 0.2 62.3 36.4 1.2
松島 476 1.1 1.3 1.3 1.1 1.3 57.6 36.6 4.8
識名 540 0.7 1.3 0.9 1.3 0.6 54.1 41.1 4.2
安里 439 0.2 0.0 0.5 0.5 0.5 58.8 39.6 1.2
古波蔵 435 0.0 0.7 0.9 1.1 0.7 58.4 38.2 2.7
国場 465 0.0 0.6 0.4 1.7 2.8 60.0 34.4 2.7
新都心 501 0.0 0.6 0.4 0.8 0.8 60.7 36.7 1.8
安謝 448 0.7 0.0 0.0 1.1 0.4 60.9 36.8 1.8
泊 429 0.2 0.2 0.0 1.2 1.6 60.8 35.9 1.6
若狭 429 0.7 0.0 1.6 0.5 0.2 59.9 37.1 2.8
城岳 455 0.2 0.9 1.1 0.4 0.0 59.8 37.6 2.6
かなぐすく 402 0.7 1.5 1.0 1.2 2.2 57.5 35.8 4.4
小禄 515 0.4 1.6 1.4 1.7 1.4 54.6 39.0 5.1
高良 477 0.2 1.3 1.5 2.1 4.8 53.7 36.5 5.1
一般高齢者 7,551 0.3 0.8 0.7 1.2 1.2 59.6 36.0 3.0
要支援認定者 466 0.0 0.6 1.3 0.4 0.4 54.1 43.1 2.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（８） 町内会・自治会・通り会への参加【必須項目】 

 

図表－１０７ 町内会・自治会・通り会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会・自治会・通り会への参加状況は、「参加していない」が 50.3％で最も高く、次いで「年に数回」が

8.2％、「月 1～3回」が 4.1％である。 

性別では、男性は女性よりも「年に数回」、「参加していない」が高い（「年に数回」は男性 9.3％、女性

7.5％、「参加していない」は男性 53.0％、女性 49.0％）。 

年齢別では、『月 1回以上参加』は 75歳以上で参加率が高く、90歳以上ではやや減少する（75～79歳

7.8％、80～84歳 8.5％、85～89歳 8.3％、90歳以上 6.5％）。また、80歳以上の年齢階級では、80歳未満

の年齢階級に比べ、「週 1回」以上の割合がやや高い。 

圏域別では、『月 1回以上参加』は首里地区に属する石嶺圏域 7.2％、大名圏域 11.3％、城西圏域

9.6％、また、小禄地区に属するかなぐすく圏域 10.7％、小禄圏域 6.7％、高良圏域 9.2％で高い。大名圏

域と城西圏域は「月 1～3回」で約 3ポイント、「年に数回」で約 3～5ポイント他圏域よりも高い。かなぐすく

圏域は「週 4回以上」1.2％、「週 2～3回」2.5％で他圏域と比較し最も高く、高良圏域は「週 2～3回」で

2.3％とかなぐすく圏域に次いで高い。 

認定度別では、要支援認定者は『月 1回以上参加』が 5.1％で、一般高齢者 6.7％より低い。 

 

  

『月1回
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4.1 8.2 50.3 35.0
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全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回
月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－１０８ 基本属性別 町内会・自治会・通り会への参加 
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回
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8,543 0.5 1.0 0.9 4.1 8.2 50.3 35.0 6.5
男性 3,576 0.5 0.7 0.6 4.3 9.3 53.0 31.5 6.1
女性 4,800 0.5 1.2 1.1 4.0 7.5 49.0 36.7 6.8
65～69歳 2,469 0.3 0.5 0.3 3.4 7.7 62.4 25.4 4.5
70～74歳 2,017 0.3 0.8 0.7 4.4 8.2 54.2 31.3 6.2
75～79歳 1,693 0.6 1.5 0.9 4.8 8.6 43.4 40.1 7.8
80～84歳 1,279 0.8 1.5 1.5 4.7 9.8 39.6 42.1 8.5
85～89歳 665 1.1 1.2 1.8 4.2 7.8 39.2 44.7 8.3
90歳以上 201 0.5 1.5 3.5 1.0 6.0 44.8 42.8 6.5
石嶺 523 0.4 0.6 0.8 5.4 9.2 47.0 36.7 7.2
大名 459 1.1 1.5 1.7 7.0 13.5 43.8 31.4 11.3
城西 516 0.6 1.2 1.0 6.8 11.4 50.0 29.1 9.6
繁多川 415 0.7 0.2 0.7 3.1 9.9 47.5 37.8 4.7
松川 440 0.5 0.7 0.2 1.6 4.5 57.7 34.8 3.0
松島 476 0.2 1.1 1.5 3.2 8.0 50.8 35.3 6.0
識名 540 0.4 0.4 1.1 4.1 6.3 48.5 39.3 6.0
安里 439 0.5 0.7 0.5 2.1 5.0 54.4 36.9 3.8
古波蔵 435 0.2 1.4 1.4 3.0 6.0 52.9 35.2 6.0
国場 465 0.6 0.9 0.9 4.7 9.0 52.3 31.6 7.1
新都心 501 0.6 1.0 0.4 2.4 6.4 55.1 34.1 4.4
安謝 448 0.4 0.2 0.9 3.3 10.0 52.9 32.1 4.8
泊 429 0.5 0.7 0.7 2.8 3.5 56.4 35.4 4.7
若狭 429 0.7 1.6 0.7 4.4 6.8 52.7 33.1 7.4
城岳 455 0.0 0.9 0.4 4.0 5.1 53.4 36.3 5.3
かなぐすく 402 1.2 2.5 1.5 5.5 10.0 48.5 30.8 10.7
小禄 515 0.4 0.8 0.6 4.9 10.7 46.4 36.3 6.7
高良 477 0.4 2.3 1.3 5.2 13.2 45.7 31.9 9.2
一般高齢者 7,551 0.5 1.0 0.8 4.4 8.7 51.7 32.9 6.7
要支援認定者 466 0.6 1.5 1.1 1.9 3.2 51.3 40.3 5.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（９） 収入のある仕事への参加【必須項目】 

 

図表－１０９ 収入のある仕事への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入のある仕事への参加状況は「参加していない」が 45.4％で最も高く、次いで「週 4回以上」が 13.2％、

「週 2～3回」が 4.1％である。 

性別では、『月 1回以上参加』は男性 23.8％、女性 17.0％で男性の方が約 7ポイント高い。また、男性は

「週 1回」と「参加していない」を除くすべての項目で女性より高く、特に「週 4回以上」では男性 16.7％、女

性 10.8％で約 6ポイントの差がある。 

年齢別では、年齢階級が低いほど『月 1回以上参加』が高く、その後、年齢階級が上がるごとに大きく減

少し、80歳を超えたころから減少幅が小さくなる（65～69歳36.7％、70～74歳24.4％、75～79歳10.1％）。 

圏域別では、『月 1回以上参加』は本庁地区に属する安里圏域 22.6％、新都心圏域 23.8％、泊圏域

24.4％、若狭圏域 21.4％、城岳圏域 23.6％などで市平均よりも高い。また、城岳圏域は「週 4回以上」が市

平均よりも約 3ポイント高く 16.5％である。一方、城西圏域は「参加していない」が 51.4％と市平均よりも約 6

ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は『月 1回以上』が 1.0％と、一般高齢者 21.5％よりも約 20ポイント低い。 

 

 

  

『月1回
以上参加』

19.7%13.2 4.1

0.9 1.4 1.5

45.4 33.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

週4 回以上 週2 ～3 回 週1 回
月1 ～3 回 年に数回 参加していない

無回答
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図表－１１０ 基本属性別 収入のある仕事への参加 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

週
4
回
以
上

週
2

～

3
回

週
1
回

月
1

～

3
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

　
無
回
答

【
再
掲

】

『
月
1
回
以
上
参
加

』

8,543 13.2 4.1 0.9 1.4 1.5 45.4 33.4 19.6
男性 3,576 16.7 4.4 0.9 1.8 2.0 44.1 30.0 23.8
女性 4,800 10.8 4.0 1.0 1.2 1.1 47.0 35.0 17.0
65～69歳 2,469 26.8 7.1 1.3 1.5 2.0 43.4 17.9 36.7
70～74歳 2,017 15.2 6.0 0.9 2.3 1.7 46.2 27.7 24.4
75～79歳 1,693 5.7 2.4 0.9 1.1 1.4 47.5 41.1 10.1
80～84歳 1,279 2.2 0.8 0.8 0.8 1.1 47.1 47.3 4.6
85～89歳 665 2.3 0.6 0.5 0.9 0.6 44.1 51.1 4.3
90歳以上 201 0.0 0.5 0.5 0.0 0.0 54.2 44.8 1.0
石嶺 523 13.2 2.9 1.0 1.1 1.9 43.8 36.1 18.2
大名 459 11.3 4.4 1.5 1.1 2.0 47.3 32.5 18.3
城西 516 10.3 4.5 1.4 2.1 1.4 51.4 29.1 18.3
繁多川 415 10.8 4.6 1.2 1.4 1.2 45.1 35.7 18.0
松川 440 12.0 4.3 0.7 1.1 2.0 48.9 30.9 18.1
松島 476 15.3 3.4 0.6 1.3 0.8 46.0 32.6 20.6
識名 540 15.2 3.5 0.7 1.5 0.7 41.9 36.5 20.9
安里 439 15.0 3.9 1.6 2.1 1.1 45.3 31.0 22.6
古波蔵 435 12.9 2.8 0.7 2.1 2.3 43.4 35.9 18.5
国場 465 12.0 5.2 0.4 0.9 1.5 48.0 32.0 18.5
新都心 501 15.4 4.8 1.2 2.4 1.8 43.9 30.5 23.8
安謝 448 13.2 2.9 0.7 1.6 1.8 48.7 31.3 18.4
泊 429 15.6 5.8 1.4 1.6 2.3 42.7 30.5 24.4
若狭 429 14.2 4.9 0.7 1.6 1.4 47.1 30.1 21.4
城岳 455 16.5 4.0 1.1 2.0 1.1 43.7 31.6 23.6
かなぐすく 402 12.2 4.2 0.2 0.7 1.2 46.3 35.1 17.3
小禄 515 12.4 5.4 0.6 1.0 0.8 44.5 35.3 19.4
高良 477 11.9 4.2 1.3 0.4 1.9 47.4 32.9 17.8
一般高齢者 7,551 14.4 4.6 1.0 1.5 1.6 45.9 31.0 21.5
要支援認定者 466 0.4 0.4 0.0 0.2 0.2 54.5 44.2 1.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定
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別

年
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別

圏
域
別
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（１０） 地域づくり活動への参加者としての参加意向【必須項目】 

 

図表－１１１ 地域づくり活動への参加者としての参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり活動への参加者としての参加意向は「参加してもよい」が 47.8％で最も高く、次いで「参加した

くない」が 31.3％である。 

性別では、「是非参加したい」は女性 13.0％、男性 8.0％で女性の方が高い。また、「参加したくない」に

ついては男性 35.0％、女性 28.7％で男性の方が高い。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「参加してもよい」の割合は減少する。また、「参加したくない」につ

いては 90歳以上で大きく増加する傾向にあり、85～89歳では 34.1％であるのに対し、90歳以上では

49.3％と約 15ポイント増加している。 

圏域別では、「参加したくない」は松川圏域 38.9％で最も高く、市平均よりも約 7ポイント高い。次いで安

里圏域の 35.8％である。「既に参加している」は大名圏域の 7.6％が最も高く、市平均よりも約 3ポイント高

い。 

認定度別では、要支援認定者は「参加したくない」が 44.4％と、市平均よりも約 12ポイント高い。 

 

 

  

10.8 47.8 31.3

4.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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図表－１１２ 基本属性別 地域づくり活動への参加者としての参加意向 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

是
非
参
加
し
た
い

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
し
た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

　
無
回
答

8,543 10.8 47.8 31.3 4.8 5.3
男性 3,576 8.0 48.5 35.0 4.3 4.3
女性 4,800 13.0 47.6 28.7 5.1 5.6
65～69歳 2,469 9.8 52.2 31.6 3.2 3.2
70～74歳 2,017 10.9 51.3 30.8 3.5 3.6
75～79歳 1,693 13.1 46.8 28.8 6.0 5.3
80～84歳 1,279 11.3 44.3 30.7 7.1 6.6
85～89歳 665 9.0 41.1 34.1 6.2 9.6
90歳以上 201 7.5 24.9 49.3 9.0 9.5
石嶺 523 13.4 48.4 29.8 3.3 5.2
大名 459 11.8 49.0 27.2 7.6 4.4
城西 516 9.3 47.7 34.1 4.8 4.1
繁多川 415 9.2 44.6 33.7 4.3 8.2
松川 440 8.6 43.2 38.9 5.0 4.3
松島 476 9.2 50.4 29.6 6.1 4.6
識名 540 10.4 45.9 32.6 5.4 5.7
安里 439 10.9 46.9 35.8 3.2 3.2
古波蔵 435 9.7 48.5 31.7 5.3 4.8
国場 465 11.4 47.7 31.6 3.7 5.6
新都心 501 11.6 51.9 29.1 2.6 4.8
安謝 448 11.8 47.5 30.6 4.7 5.4
泊 429 10.5 50.1 31.5 3.7 4.2
若狭 429 10.7 47.1 31.2 5.4 5.6
城岳 455 12.1 47.3 32.1 3.1 5.5
かなぐすく 402 11.4 47.3 29.6 5.0 6.7
小禄 515 10.5 49.7 27.8 6.2 5.8
高良 477 12.6 49.9 27.9 6.5 3.1
一般高齢者 7,551 11.0 49.3 30.6 4.9 4.2
要支援認定者 466 9.7 34.1 44.4 3.2 8.6

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（１１） 地域づくり活動への企画・運営役としての参加意向【必須項目】 

 

図表－１１３ 地域づくり活動への企画・運営役としての参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり活動への企画・運営（お世話役）としての参加意向は、「参加したくない」が 54.9％で最も高い。

次いで、「参加してもよい」が 30.0％である。 

性別では、「参加してもよい」は男性で 32.8％、女性 28.0％で男性の方が高い。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「参加してもよい」の割合が減少していく。「参加したくない」につい

ては 90歳以上で大きく増加し、85～89歳では 56.8％であるのに対し、90歳以上では 69.7％と約 13ポイ

ント増加している。 

圏域別では、「是非参加したい」は安謝圏域の 6.7％が最も高く、市平均よりも約 2.5ポイント高い。次い

で若狭圏域の 6.3％である。「参加したくない」は松川圏域の 61.6％が最も高く、市平均よりも約 6.5ポイント

高い。 

認定度別では、要支援認定者は市平均と比較し「参加したくない」が 66.5％と約 11ポイント高い。 

 

 

 

  

4.2

30.0 54.9

2.9

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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図表－１１４ 基本属性別 地域づくり活動への企画・運営役としての参加意向 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人
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是
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参
加
し
た

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
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た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

　
無
回
答

8,543 4.2 30.0 54.9 2.9 7.9
男性 3,576 4.0 32.8 54.7 3.1 5.3
女性 4,800 4.3 28.0 55.5 2.8 9.4
65～69歳 2,469 4.1 33.7 55.6 2.0 4.6
70～74歳 2,017 4.6 33.1 54.7 2.2 5.5
75～79歳 1,693 4.3 29.4 53.5 4.5 8.3
80～84歳 1,279 3.4 27.8 53.8 3.8 11.2
85～89歳 665 4.5 21.4 56.8 3.2 14.1
90歳以上 201 3.5 10.9 69.7 2.5 13.4
石嶺 523 5.7 31.2 52.8 1.9 8.4
大名 459 5.7 29.4 54.2 4.1 6.5
城西 516 1.9 32.2 56.4 2.9 6.6
繁多川 415 1.9 28.0 58.1 1.9 10.1
松川 440 4.1 25.7 61.6 3.0 5.7
松島 476 2.1 31.5 55.9 4.2 6.3
識名 540 3.3 29.4 54.8 3.0 9.4
安里 439 3.2 32.1 56.5 1.8 6.4
古波蔵 435 3.0 32.6 53.3 2.5 8.5
国場 465 3.9 24.7 60.2 2.8 8.4
新都心 501 5.2 29.1 55.3 2.4 8.0
安謝 448 6.7 30.4 52.2 2.5 8.3
泊 429 4.7 28.4 58.0 2.6 6.3
若狭 429 6.3 28.9 54.1 4.0 6.8
城岳 455 4.8 31.6 54.1 1.3 8.1
かなぐすく 402 4.0 30.3 53.7 3.0 9.0
小禄 515 4.3 32.2 50.5 3.7 9.3
高良 477 4.4 33.3 52.0 4.6 5.7
一般高齢者 7,551 4.3 31.0 54.8 3.1 6.8
要支援認定者 466 2.8 21.5 66.5 1.5 7.7

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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  全  体
性
別
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別
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域
別
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７． たすけあいについて【問６】 

（１） 心配事や愚痴を聞いてくれる人【必須項目】 

 

図表－１１５ 心配事や愚痴を聞いてくれる人【複数回答】 

 
 

心配事や愚痴を聞いてくれる人については「友人」が 47.8％で最も高く、次いで「配偶者」が 46.4％、「別

居の子ども」36.9％である。 

性別では、男性は「配偶者」63.4％が最も高く、次いで「友人」35.6％、「別居の子ども」26.8％である。女

性は「友人」57.3％が最も高く、次いで「別居の子ども」44.8％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」44.3％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「配偶者」、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」、「友人」の割合が減少する傾

向にある。一方、「同居の子ども」、「別居の子ども」については年齢階級が上がるほど、増加していく。 

圏域別では、石嶺圏域、大名圏域、城西圏域などの首里地区の圏域は「配偶者」が市平均よりも約 5ポ

イント高く、石嶺圏域 52.0％、大名圏域 52.5％、城西圏域 51.9％である。一方、松川圏域、識名圏域、古

波蔵圏域などの真和志地区に属するいくつかの圏域は「配偶者」が約 7ポイント低く、松川圏域 40.9％、識

名圏域 37.0％、古波蔵圏域 38.9％である。 

認定度別では、要支援認定者は「別居の子ども」で市平均よりも約 5ポイント高く、「配偶者」、「友人」の

項目で市平均より約 20ポイント低い。 

 

  

46.4

21.6

36.9

34.9

7.7

47.8

3.5

5.6

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

（％）

（n=8,543）
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図表－１１６ 基本属性別 心配事や愚痴を聞いてくれる人【複数回答】 

 

 

  

（％）
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人

）

配
偶
者

同
居
の
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別
居
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戚
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・
孫

近
隣
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そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人

は
い
な
い

　
無
回
答

8,543 46.4 21.6 36.9 34.9 7.7 47.8 3.5 5.6 2.2
男性 3,576 63.4 15.7 26.8 22.8 3.8 35.6 3.2 8.6 2.3
女性 4,800 34.2 26.2 44.8 44.3 10.7 57.3 3.7 3.3 1.6
65～69歳 2,469 51.3 18.9 32.9 39.8 5.8 54.9 3.6 6.0 0.9
70～74歳 2,017 48.7 17.0 34.8 34.7 6.7 53.8 3.7 6.4 1.5
75～79歳 1,693 46.4 21.0 39.2 34.8 10.0 49.1 3.2 4.8 2.1
80～84歳 1,279 45.7 25.0 41.2 31.7 9.1 38.7 3.0 4.7 3.2
85～89歳 665 36.1 34.3 44.2 30.4 8.9 30.4 3.6 4.7 2.9
90歳以上 201 15.9 43.3 49.3 24.4 9.0 17.9 5.5 4.5 4.5
石嶺 523 52.0 23.3 40.5 33.5 9.9 45.9 4.8 3.4 2.1
大名 459 52.5 22.7 39.7 35.9 11.8 48.6 3.7 5.4 1.1
城西 516 51.9 24.8 40.7 36.6 5.8 49.6 1.9 4.8 1.7
繁多川 415 49.4 21.0 42.9 36.1 8.0 41.4 3.1 5.1 2.4
松川 440 40.9 19.1 28.9 35.7 8.9 46.6 4.1 7.5 0.9
松島 476 51.5 27.3 39.9 36.8 5.0 49.2 1.9 3.2 1.9
識名 540 37.0 20.7 38.0 34.6 8.0 48.9 3.1 6.3 2.4
安里 439 42.8 21.0 30.8 32.3 7.7 43.7 5.5 9.1 1.4
古波蔵 435 38.9 21.1 34.7 31.7 8.7 46.7 3.9 7.1 2.5
国場 465 47.1 21.7 38.7 34.0 9.0 44.1 3.7 6.5 3.4
新都心 501 50.1 20.4 36.9 31.5 5.0 51.1 3.4 6.4 2.2
安謝 448 42.6 15.2 36.6 33.9 7.8 48.0 3.8 5.6 0.9
泊 429 43.8 18.2 38.9 37.1 5.1 53.4 3.7 5.1 1.4
若狭 429 40.1 22.8 31.2 34.7 7.9 50.6 4.0 6.8 2.1
城岳 455 46.6 18.0 31.6 31.6 7.5 49.2 3.7 5.3 2.6
かなぐすく 402 54.0 26.4 38.6 40.5 6.7 47.5 3.0 3.7 1.0
小禄 515 47.4 24.5 37.1 35.1 7.0 48.5 3.7 4.5 2.3
高良 477 49.9 21.0 42.1 39.6 8.6 49.9 2.5 4.6 1.5
一般高齢者 7,551 48.7 21.7 37.0 35.6 7.7 49.8 3.3 5.5 1.6
要支援認定者 466 24.2 25.3 42.1 32.0 7.7 26.0 6.2 5.6 3.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（２） 心配事や愚痴を聞いてあげる人【必須項目】 

 

図表－１１７ 心配事や愚痴を聞いてあげる人【複数回答】 

 
 

心配事や愚痴を聞いてあげる人については「友人」が 48.2％で最も高く、次いで「配偶者」44.8％、「兄

弟姉妹・親戚・親・孫」37.6％である。 

性別では、男性は「配偶者」62.1％が最も高く、次いで「友人」35.2％、「別居の子ども」26.5％である。女

性は「友人」の 58.3％が最も高く、次いで「兄弟姉妹・親戚・親・孫」46.6％、「別居の子ども」40.5％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「配偶者」、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」、「友人」の割合が減少し、「別

居の子ども」、「そのような人はいない」の割合が増加する。 

圏域別では、識名圏域と安里圏域で「そのような人はいない」が市平均よりも約 3ポイント高く、識名圏域

で 10.4％、安里圏域で 11.2％である。石嶺圏域と大名圏域は「配偶者」と「近隣」が高く、石嶺圏域「配偶

者」51.8％、「近隣」13.0％、大名圏域「配偶者」51.6％、「近隣」13.9％である。「配偶者」に関してはかなぐ

すく圏域においても高く 51.5％である。 

認定度別では、要支援認定者は「そのような人はいない」で市平均と比べて約 8 ポイント高く、「配偶者」、

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」、「友人」で市平均よりも約 10ポイント低い。 

 

  

44.8

20.0

34.3

37.6

9.4

48.2

2.9

7.6

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

（％）

（n=8,543）



第４章 調査結果の詳細 ７．たすけあいについて【問６】 

107 

 

図表－１１８ 基本属性別 心配事や愚痴を聞いてあげる人【複数回答】 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

配
偶
者

同
居
の
子
ど
も

別
居
の
子
ど
も

兄
弟
姉
妹
・
親

戚
・
親
・
孫

近
隣

友
人

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人

は
い
な
い

　
無
回
答

8,543 44.8 20.0 34.3 37.6 9.4 48.2 2.9 7.6 3.4
男性 3,576 62.1 16.2 26.5 26.1 4.8 35.2 2.9 10.5 3.2
女性 4,800 32.5 22.8 40.5 46.6 12.9 58.3 2.9 5.5 3.2
65～69歳 2,469 50.3 19.2 33.4 44.3 8.4 56.3 3.4 5.9 1.5
70～74歳 2,017 47.5 17.1 33.8 38.5 8.5 54.1 2.8 7.6 2.8
75～79歳 1,693 43.6 19.2 36.7 35.9 11.4 48.5 2.7 7.9 2.9
80～84歳 1,279 44.4 21.8 35.8 34.4 10.2 38.7 2.4 7.3 5.1
85～89歳 665 34.0 27.4 34.7 29.5 9.8 30.7 2.4 11.3 6.2
90歳以上 201 13.9 27.9 33.8 25.4 10.0 20.4 3.0 16.4 7.5
石嶺 523 51.8 19.5 39.4 36.5 13.0 45.7 2.5 5.9 3.4
大名 459 51.6 21.1 36.2 40.5 13.9 46.2 2.4 7.0 2.6
城西 516 49.0 23.3 37.0 40.3 9.7 54.3 1.6 5.2 3.7
繁多川 415 48.0 19.3 39.5 38.6 10.1 43.4 1.7 8.0 2.7
松川 440 41.1 19.1 28.6 36.8 10.9 46.6 3.9 10.0 0.9
松島 476 48.7 25.6 37.4 39.7 6.1 49.6 2.5 5.3 2.7
識名 540 35.2 18.1 32.8 36.7 9.6 48.0 3.1 10.4 5.0
安里 439 42.1 19.8 31.9 33.7 8.7 45.8 5.0 11.2 1.8
古波蔵 435 37.9 17.0 31.5 33.6 8.7 46.2 2.5 9.2 4.4
国場 465 44.5 21.3 36.3 38.3 10.5 45.2 3.4 7.3 5.8
新都心 501 48.1 21.0 32.7 37.5 6.6 51.3 2.4 7.8 2.0
安謝 448 40.8 13.2 30.6 33.7 8.7 47.5 4.0 8.3 3.6
泊 429 41.0 16.6 36.1 37.8 9.1 52.9 3.5 7.9 2.8
若狭 429 39.6 21.9 29.8 39.2 9.1 50.8 2.6 9.1 2.6
城岳 455 44.8 17.1 31.4 35.8 8.4 48.6 3.1 6.6 2.9
かなぐすく 402 51.5 23.1 35.3 40.8 6.2 48.0 3.5 6.5 2.0
小禄 515 46.0 22.5 35.7 38.8 9.3 50.7 2.5 6.2 3.7
高良 477 48.8 19.9 38.6 42.6 10.5 50.3 2.5 6.7 2.7
一般高齢者 7,551 47.3 20.5 34.9 39.0 9.6 50.2 2.8 7.0 2.6
要支援認定者 466 23.0 18.5 32.2 28.1 7.3 28.1 3.2 15.9 6.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） 看病や世話をしてくれる人【必須項目】 

 

図表－１１９ 看病や世話をしてくれる人【複数回答】 

 
 

看病や世話をしてくれる人については「配偶者」49.5％が最も高く、次いで「別居の子ども」が 36.4％、

「同居の子ども」が 26.7％である。 

性別では、男性は「配偶者」が 66.9％で最も高く、次いで「別居の子ども」が 28.5％、「同居の子ども」が

20.9％である。女性は「別居の子ども」が 42.6％で最も高く、「配偶者」が 37.0％、「同居の子ども」が 31.2％

である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「配偶者」、「そのような人はいない」の割合が減少し、反対に「同居

の子ども」、「別居の子ども」の割合は増加していく。 

圏域別では、安里圏域は「そのような人はいない」が最も高く 14.4％であり、市平均よりも約 5ポイント高

い。次いで若狭圏域が 14.0％、松川圏域 11.8％、識名圏域 11.7％である。 

認定度別では、要支援認定者は「別居の子ども」が 43.6％で最も高く、次いで「同居の子ども」30.9％、

「配偶者」25.1％である。 
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（n=8,543）
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図表－１２０ 基本属性別 看病や世話をしてくれる人【複数回答】 

 

 

 

  

（％）
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（
人

）

配
偶
者

同
居
の
子
ど
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居
の
子
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も
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姉
妹
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戚
・
親
・
孫

近
隣
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そ
の
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そ
の
よ
う
な
人

は
い
な
い

　
無
回
答

8,543 49.5 26.7 36.4 19.4 1.0 5.6 2.6 8.9 3.6
男性 3,576 66.9 20.9 28.5 14.4 0.5 4.1 2.2 10.0 2.9
女性 4,800 37.0 31.2 42.6 23.4 1.4 6.8 3.0 7.9 3.7
65～69歳 2,469 56.5 22.5 28.6 21.5 0.6 6.2 2.1 10.9 2.2
70～74歳 2,017 53.9 21.8 33.5 19.7 1.0 6.2 2.6 9.7 2.9
75～79歳 1,693 48.3 26.8 39.9 18.0 1.1 6.0 3.0 8.3 4.0
80～84歳 1,279 45.8 32.3 44.3 19.2 1.5 4.9 3.1 6.2 4.2
85～89歳 665 35.8 40.9 48.3 18.6 1.2 2.6 2.6 5.9 4.5
90歳以上 201 14.4 48.3 48.8 11.9 1.5 4.0 4.0 3.0 6.5
石嶺 523 54.9 26.8 41.3 18.0 1.1 4.8 5.2 7.5 3.3
大名 459 57.1 27.9 40.3 17.9 1.5 4.4 3.1 6.8 4.1
城西 516 55.4 32.2 36.2 19.6 1.0 4.5 1.9 7.4 2.7
繁多川 415 49.9 26.3 41.2 20.2 0.7 3.9 2.2 7.7 4.3
松川 440 42.5 24.5 31.4 22.5 1.8 7.0 3.6 11.8 3.4
松島 476 56.3 33.0 41.4 18.7 0.4 4.8 1.5 3.6 3.2
識名 540 39.3 25.9 35.2 20.6 0.9 4.4 2.2 11.7 4.1
安里 439 44.4 25.7 30.1 20.5 1.4 6.2 2.5 14.4 3.4
古波蔵 435 40.5 23.9 36.6 20.2 0.9 7.8 2.5 11.0 3.2
国場 465 53.8 27.3 39.1 17.6 1.5 4.1 2.2 7.7 3.4
新都心 501 54.1 26.9 33.3 16.6 1.6 6.0 2.0 9.2 3.4
安謝 448 46.2 20.5 37.5 20.5 0.7 4.7 3.1 10.7 4.0
泊 429 48.5 22.4 36.4 20.3 0.2 7.0 2.3 7.5 2.6
若狭 429 43.1 26.6 30.3 20.3 1.2 8.6 2.6 14.0 3.3
城岳 455 49.9 21.8 32.5 18.5 0.7 7.3 2.6 8.8 2.9
かなぐすく 402 56.0 30.1 35.1 19.7 0.5 4.5 2.7 4.5 3.5
小禄 515 49.5 31.5 38.8 20.8 1.4 5.8 2.9 8.0 1.9
高良 477 53.9 27.5 40.5 19.1 0.8 5.2 2.1 7.1 2.7
一般高齢者 7,551 52.1 27.0 36.2 19.5 0.9 5.7 2.3 8.7 3.0
要支援認定者 466 25.1 30.9 43.6 22.7 1.7 4.7 7.1 7.5 4.1

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別
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別
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別
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域
別
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（４） 看病や世話をしてあげる人【必須項目】 

 

図表－１２１ 看病や世話をしてあげる人【複数回答】 

 
 

看病や世話をしてあげる人については「配偶者」が 50.6％で最も高く、次いで「兄弟姉妹・親戚・親・孫」

が 26.5％、「別居の子ども」が 25.5％である。 

性別では、男性は「配偶者」が 63.6％と最も高く、次いで「別居の子ども」が 20.3％、「兄弟姉妹・親戚・

親・孫」が 18.9％である。女性は「配偶者」が 41.5％で最も高く、次いで「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 32.6％、

「別居の子ども」が 29.5％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「配偶者」、「別居の子ども」、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」、「友人」な

ど多くの項目において割合が下がっている。実際、「そのような人はいない」は年齢階級が上がるほど増加

する傾向にあり、80～84歳では 15.9％、85～89歳では 23.6％、90歳以上では 33.8％である。 

圏域別では、「そのような人はいない」は安里圏域で最も高く 21.0％であり、市平均よりも約 5.5ポイント

高い。次いで松川圏域 20.7％である。「配偶者」は石嶺圏域 57.4％、大名圏域 56.6％、城西圏域 60.5％と

市平均より約 6～10ポイント、首里地区の圏域で高い。 

認定度別では、要支援認定者は「そのような人はいない」が 36.7％で最も高く、次いで「配偶者」が

21.9％、「同居の子ども」が 15.9％である。 
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図表－１２２ 基本属性別 看病や世話をしてあげる人【複数回答】 
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（
人
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配
偶
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戚
・
親
・
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友
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そ
の
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そ
の
よ
う
な
人

は
い
な
い

　
無
回
答

8,543 50.6 21.7 25.5 26.5 1.6 6.4 2.7 15.5 6.7
男性 3,576 63.6 17.9 20.3 18.9 0.8 4.6 2.2 16.3 5.1
女性 4,800 41.5 24.7 29.5 32.6 2.3 7.7 3.1 14.9 7.4
65～69歳 2,469 56.3 21.6 26.9 36.0 1.4 7.7 2.4 12.9 3.2
70～74歳 2,017 54.3 19.6 26.8 29.7 1.8 7.0 2.1 13.8 5.8
75～79歳 1,693 51.2 20.9 26.3 22.2 2.1 6.6 2.7 15.5 7.1
80～84歳 1,279 48.2 23.8 24.8 18.8 2.0 5.5 3.5 15.9 8.2
85～89歳 665 36.8 26.3 20.9 16.7 0.5 2.6 3.8 23.6 11.1
90歳以上 201 15.9 24.4 13.4 9.0 0.5 2.0 3.0 33.8 18.4
石嶺 523 57.4 21.6 28.9 26.2 1.9 6.3 2.9 13.4 7.1
大名 459 56.6 23.3 29.6 29.2 1.5 5.7 1.5 12.9 8.7
城西 516 60.5 26.4 25.6 28.7 2.1 5.4 2.1 11.6 5.4
繁多川 415 53.0 20.0 26.3 26.7 0.5 3.9 1.9 14.7 9.6
松川 440 43.2 18.4 17.5 26.6 3.2 6.8 3.6 20.7 6.6
松島 476 56.1 27.5 27.7 29.2 0.0 5.5 2.9 13.0 5.5
識名 540 41.3 19.3 22.6 27.8 1.7 7.8 3.3 18.9 6.9
安里 439 43.3 22.1 23.2 25.3 1.6 5.9 1.4 21.0 5.7
古波蔵 435 42.1 20.0 22.1 24.1 2.8 8.0 3.2 19.8 6.9
国場 465 51.6 22.8 28.6 26.9 2.2 4.9 2.2 11.2 7.3
新都心 501 54.3 22.4 25.1 24.2 1.0 6.2 2.2 14.2 5.8
安謝 448 48.2 17.0 22.3 25.0 0.9 6.0 3.1 16.3 8.0
泊 429 50.3 16.3 27.0 25.9 2.1 8.4 2.6 16.8 4.7
若狭 429 44.3 22.8 22.6 25.4 2.6 9.6 2.8 17.9 5.8
城岳 455 49.9 17.8 25.3 27.0 0.9 6.6 2.2 14.5 5.1
かなぐすく 402 56.5 26.1 28.6 26.1 1.2 5.5 3.5 14.2 6.2
小禄 515 52.6 23.5 28.3 30.7 2.1 6.8 3.3 15.1 4.3
高良 477 54.5 23.1 28.7 25.4 1.7 5.7 2.7 14.5 6.3
一般高齢者 7,551 53.6 22.5 26.6 28.1 1.7 6.7 2.3 14.0 5.5
要支援認定者 466 21.9 15.9 13.5 13.3 1.1 3.0 7.5 36.7 11.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（５） 家族や友人・知人以外での相談相手【オプション項目】 

 

図表－１２３ 家族や友人・知人以外での相談相手【複数回答】 

 
 

家族や友人・知人以外での相談相手については、「そのような人はいない」が 43.4％で最も高く、次いで

「医師・歯科医師・看護師・医療相談員」26.5％、「市役所」11.4％である。 

性別では、男性は「そのような人はいない」が47.0％で市平均より約4ポイント高く、女性は41.2％で市平

均より約 2ポイント低い。男性は「社会福祉協議会・民生委員」、「ケアマネジャー」、「地域包括支援センタ

ー」などの項目で市平均を下回っている。 

年齢別では、年齢階級が上がると多くの項目で増加傾向が見られ、「そのような人はいない」は減少す

る。 

圏域別では、石嶺圏域、大名圏域、城西圏域などの首里地区に属する圏域において「自治会・町内会・

老人クラブ」が市平均よりも約 3ポイント以上（大名圏域は 5ポイント）高い。「そのような人はいない」は松川

圏域で 48.2％、城岳圏域で 48.1％と市平均よりも約 5ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「ケアマネジャー」が 47.4％で最も高く、次いで「医師・歯科医師・看護

師・医療相談員」が 28.1％、「地域包括支援センター」が 27.3％である。「ケアマネジャー」は市平均と比べ

約 42ポイント、「地域包括支援センター」は約 19ポイント高い。また、「そのような人はいない」は 20.2％で、

市平均よりも約 23ポイント低い。 
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図表－１２４ 基本属性別 家族や友人・知人以外での相談相手【複数回答】 
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無
回
答

8,543 5.2 4.2 5.5 26.5 8.5 11.4 6.8 43.4 10.5
男性 3,576 5.9 3.4 4.3 27.7 5.7 11.0 6.6 47.0 7.9
女性 4,800 4.8 4.9 6.4 25.6 10.5 11.7 7.0 41.2 11.9
65～69歳 2,469 3.3 2.9 3.0 22.2 5.2 12.3 7.7 52.6 7.2
70～74歳 2,017 4.5 3.1 3.5 24.3 6.4 11.8 7.0 47.3 10.1
75～79歳 1,693 6.2 5.0 5.4 28.8 9.7 11.7 7.3 38.7 11.9
80～84歳 1,279 7.7 6.3 7.3 31.6 14.4 10.6 5.3 35.1 12.4
85～89歳 665 6.8 6.0 13.2 33.2 10.7 9.5 5.1 32.3 11.0
90歳以上 201 9.0 6.0 17.4 31.3 13.9 8.0 7.0 28.9 15.9
石嶺 523 8.4 6.1 5.9 25.2 10.3 9.8 8.4 41.1 11.5
大名 459 10.2 9.2 8.1 24.8 11.3 11.8 5.9 42.5 8.9
城西 516 8.7 3.7 4.7 25.4 7.0 9.5 6.8 45.7 9.9
繁多川 415 2.9 2.9 5.5 22.2 8.9 9.2 6.7 46.7 13.0
松川 440 2.5 2.3 6.1 26.6 7.7 11.4 6.1 48.2 8.0
松島 476 6.5 1.9 5.9 25.8 8.2 10.5 6.5 43.9 10.5
識名 540 3.1 4.3 5.9 27.4 8.9 10.9 7.0 39.6 11.3
安里 439 3.0 5.5 4.6 27.8 8.0 10.7 7.7 44.9 8.9
古波蔵 435 3.4 3.4 4.6 24.6 8.5 13.6 6.4 44.4 10.3
国場 465 4.3 5.2 5.4 28.4 8.6 13.3 6.9 41.7 9.9
新都心 501 5.0 3.8 4.6 24.6 9.0 11.4 7.2 46.5 10.4
安謝 448 5.6 4.5 3.8 20.5 7.6 13.6 7.8 47.8 9.6
泊 429 2.1 3.7 6.3 34.3 9.6 13.1 6.8 41.3 8.4
若狭 429 4.0 4.4 6.5 31.9 9.1 16.8 8.6 38.9 8.6
城岳 455 2.9 2.9 5.1 25.9 6.6 11.6 4.8 48.1 9.0
かなぐすく 402 6.7 3.7 4.2 24.1 7.7 10.9 7.2 43.5 12.2
小禄 515 5.8 3.3 5.2 28.0 7.0 8.9 6.0 43.3 11.5
高良 477 7.8 5.5 6.1 29.6 8.4 10.1 6.5 40.7 10.1
一般高齢者 7,551 5.3 4.1 2.8 26.7 7.4 11.7 6.9 45.8 9.4
要支援認定者 466 4.7 4.3 47.4 28.1 27.3 7.3 6.2 20.2 9.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別
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別

年
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別
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域
別
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（６） 安心して暮らしていくために充実して欲しいこと【市独自項目】 

 

図表－１２５ 安心して暮らしていくために充実して欲しいこと【３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して暮らしていくために充実して欲しいことについては、「声掛け」が 28.5％で最も高く、次いで「気

軽に集まる場」が 27.3％、「健康づくり教室」が 26.5％である。 

性別では、男性は「声掛け」が 26.9％と最も高く、次いで「防犯・防災情報」25.9％、「気軽に集まる場」

25.6％である。女性は「健康づくり教室」が 30.4％で最も高く、次いで「声掛け」が 29.8％、「気軽に集まる場」

が 28.8％である。 

年齢別では、一部例外があるものの年齢階級が上がるほど、「声掛け」、「外出時の移動手段」、「家事支

援（買物）」、「家事支援（調理）」、「家事支援（掃除）」、「家事支援（洗濯）」、「家事支援（ごみ出し）」で増加

する傾向にある。「健康づくり教室」、「気軽に集まる場」、「就労の機会」、「防犯・防災情報」は年齢階級が

上がると減少する傾向が見られる。 

圏域別では、「外出時の移動手段」は城西圏域で最も高く 28.7％であり、市平均よりも約 4ポイント高い。

一方、泊圏域は「外出時の移動手段」が最も低く 18.9％であり、市平均よりも約 5ポイント低い。石嶺圏域は

「声掛け」34.0％と、「気軽に集まる場」33.1％で市平均よりも高い。また、「声掛け」については大名圏域に

おいても 38.1％と市平均よりも約 9.5ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「外出時の移動手段」43.1％、「家事支援（買物）」25.3％、「家事支援

（調理）」16.5％、「家事支援（掃除）」26.0％、「家事支援（洗濯）」7.3％、「家事支援（ごみ出し）」8.4％等の

項目で市平均よりも高い。 
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その他

無回答

（％）

（n=8,543）



第４章 調査結果の詳細 ７．たすけあいについて【問６】 

115 

 

図表－１２６ 基本属性別 安心して暮らしていくために充実して欲しいこと【３つまで】 
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そ
の
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無
回
答

8,543 28.5 24.2 26.5 27.3 9.2 6.2 9.9 2.1 3.4 7.3 24.5 7.5 14.0
男性 3,576 26.9 20.3 21.4 25.6 8.0 7.2 7.6 2.6 3.7 9.6 25.9 9.5 14.0
女性 4,800 29.8 27.3 30.4 28.8 10.1 5.5 11.7 1.8 3.1 5.7 23.8 6.2 13.5
65～69歳 2,469 23.9 23.0 28.2 28.9 6.2 5.5 6.0 1.5 1.9 15.5 30.7 8.2 11.1
70～74歳 2,017 27.2 20.8 27.8 28.1 7.6 5.8 8.4 1.3 2.7 8.3 26.4 7.8 14.9
75～79歳 1,693 31.0 25.4 28.2 29.5 9.5 6.0 10.9 2.1 3.5 2.6 22.3 8.2 13.2
80～84歳 1,279 33.2 27.1 25.3 25.4 13.1 7.2 14.2 2.9 5.0 1.3 18.6 6.2 15.0
85～89歳 665 32.6 31.4 18.6 21.8 15.6 8.9 15.0 4.4 6.5 0.5 19.5 5.4 16.1
90歳以上 201 35.8 25.4 15.4 18.9 14.4 6.5 21.9 6.0 7.0 0.5 14.4 8.5 18.4
石嶺 523 34.0 25.6 24.7 33.1 8.6 5.7 7.5 1.7 3.1 6.7 24.1 5.4 14.9
大名 459 38.1 24.2 29.4 30.3 8.3 6.8 9.4 1.7 2.4 5.9 22.9 6.3 12.6
城西 516 28.3 28.7 26.0 25.6 10.3 7.2 10.1 2.9 3.5 7.9 26.0 7.0 11.8
繁多川 415 30.4 25.1 22.4 26.7 7.2 8.0 9.6 2.4 2.4 6.5 21.4 6.3 14.5
松川 440 27.0 26.1 24.8 24.1 9.3 5.5 10.2 1.8 3.6 7.0 22.7 11.4 14.5
松島 476 26.7 20.0 27.7 26.7 9.5 5.0 10.9 1.7 4.0 6.5 26.7 7.8 14.9
識名 540 28.1 23.5 26.1 25.9 9.6 6.5 11.5 2.8 3.5 8.9 21.7 8.0 12.6
安里 439 27.6 25.5 25.3 21.2 8.9 6.8 10.5 3.4 2.3 7.5 26.7 8.9 12.8
古波蔵 435 29.0 23.7 25.3 29.0 7.8 6.0 8.3 1.1 4.1 7.1 21.4 7.1 16.1
国場 465 27.3 27.5 27.5 24.7 11.0 5.2 8.8 2.4 3.4 6.2 24.5 7.3 15.1
新都心 501 25.7 24.6 27.5 31.7 9.0 6.8 10.4 1.4 3.4 7.6 25.7 8.4 13.0
安謝 448 25.4 21.9 29.9 30.1 7.4 6.0 11.4 1.6 3.3 8.3 23.2 8.9 14.3
泊 429 23.3 18.9 28.0 25.4 8.6 4.9 9.8 1.4 3.5 8.2 26.8 11.0 13.5
若狭 429 22.8 22.8 26.3 27.0 9.6 7.9 8.6 3.3 3.7 8.4 30.1 6.5 11.9
城岳 455 28.8 23.1 22.4 27.5 9.0 6.4 11.4 1.1 4.4 6.8 26.8 7.3 15.2
かなぐすく 402 26.4 25.1 28.1 27.4 9.7 6.2 12.4 3.7 1.5 7.2 26.1 6.0 11.9
小禄 515 33.0 23.7 27.0 30.7 9.5 4.7 10.1 1.6 2.9 9.9 24.7 7.2 13.2
高良 477 31.0 27.0 29.6 27.3 11.5 6.5 8.4 2.1 4.8 5.7 23.9 5.5 13.2
一般高齢者 7,551 28.6 23.3 27.6 28.3 8.3 5.6 9.1 1.8 3.0 7.9 26.2 7.8 13.1
要支援認定者 466 27.0 43.1 16.7 18.2 25.3 16.5 26.0 7.3 8.4 1.3 10.7 4.1 12.2

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別
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別

圏
域
別
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（７） 災害時への備え【市独自項目】 

 

図表－１２７ 災害時への備え【複数回答】 

 
 

災害時への備えについては、「特にない」が 59.1％で最も高く、次いで「避難場所の確認」が 31.2％、

「非常用物品の準備」が 15.7％である。 

性別では、男性は「特にない」が 62.6％で最も高く、女性の 56.7％より約 6ポイント高い。一方、女性は

「避難所の確認」が 34.1％、「非常用物品の準備」が 17.2％で、男性よりも高い。 

年齢別では、「避難所の確認」は年齢階級が上がるほど低くなる傾向にあり、90歳以上では 18.4％であ

り市平均よりも約 13ポイント低い。 

圏域別では、若狭圏域は「避難所の確認」で 45.0％と市平均よりも約 14ポイント高い。また、新都心圏域

は「非常用物件の準備」で 20.0％であり、市平均よりも約 4ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「特にない」が 69.3％で市平均より約 10ポイント高い。 
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避難所の確認

非常用物品の準備

その他
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無回答

（％）

（n=8,543）
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図表－１２８ 基本属性別 災害時への備え【複数回答】 

 
 

 

 

  

（％）
調
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数
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の
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の
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特
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な
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無
回
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8,543 31.2 15.7 1.7 59.1 6.3
男性 3,576 27.9 14.1 1.6 62.6 5.7
女性 4,800 34.1 17.2 1.8 56.7 6.2
65～69歳 2,469 35.3 17.2 1.8 57.3 3.2
70～74歳 2,017 33.5 17.2 1.3 58.3 5.0
75～79歳 1,693 31.2 15.0 1.5 59.7 6.3
80～84歳 1,279 27.8 15.2 2.6 60.7 8.8
85～89歳 665 23.0 12.2 1.4 62.9 10.5
90歳以上 201 18.4 12.4 1.5 65.2 12.4
石嶺 523 30.8 16.3 2.9 57.7 6.9
大名 459 25.9 15.0 1.1 61.0 8.3
城西 516 31.4 18.0 1.0 58.5 4.7
繁多川 415 28.4 10.4 1.4 63.4 8.7
松川 440 26.6 14.3 2.5 63.4 6.1
松島 476 27.1 13.7 1.5 60.7 6.5
識名 540 29.6 15.4 2.4 60.9 6.5
安里 439 30.8 15.9 1.4 62.2 5.5
古波蔵 435 27.4 17.5 1.6 61.8 6.4
国場 465 33.1 16.8 1.3 57.2 4.9
新都心 501 35.5 20.0 2.0 55.1 5.4
安謝 448 28.8 15.8 1.6 63.6 5.4
泊 429 36.8 18.4 1.6 53.4 4.7
若狭 429 45.0 19.1 1.6 49.2 3.7
城岳 455 32.5 14.7 2.2 58.2 6.8
かなぐすく 402 32.1 15.4 2.2 57.7 7.2
小禄 515 30.9 14.0 1.2 61.2 4.7
高良 477 32.5 13.8 1.3 61.0 5.9
一般高齢者 7,551 32.8 16.5 1.7 58.7 5.2
要支援認定者 466 17.4 9.2 3.2 69.3 7.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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別
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８． 健康について【問７】 

（１） 主観的健康状態【必須項目】 

 

図表－１２９ 主観的健康状

態 

 

 

現在の健康状態については、「まあよい」が 60.8％で最も高く、次いで「あまりよくない」が 20.3％、「とても

よい」が 11.1％、「よくない」が 4.7％である。 

年齢別では、すべての年齢階級で「まあよい」が半数以上を占めているものの、年齢階級が上がるほど

「あまりよくない」の割合が増加していく傾向がある。 

圏域別では、松川圏域は「あまりよくない」が 24.1％で最も高く、市平均よりも約 4ポイント高く、「まあよい」

が 55.9％と最も低い。 

認定度別では、要支援認定者は『よい（「とてもよい」＋「まあよい」）』が37.3％、『よくない（「あまりよくない」

＋「よくない」）』が 58.3％である。 
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とてもよい まあよい あまりよくない

よくない 無回答
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図表－１３０ 基本属性別 主観的健康状態 
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8,543 11.1 60.8 20.3 4.7 3.2 71.9 25.0
男性 3,576 11.8 60.4 19.9 4.9 3.0 72.2 24.8
女性 4,800 10.5 61.5 20.6 4.3 3.1 72.0 24.9
65～69歳 2,469 13.3 65.2 16.8 2.6 2.1 78.5 19.4
70～74歳 2,017 10.7 64.9 17.9 3.9 2.6 75.6 21.8
75～79歳 1,693 11.0 58.6 21.2 5.5 3.7 69.6 26.7
80～84歳 1,279 9.8 56.5 24.0 6.3 3.4 66.3 30.3
85～89歳 665 8.3 52.3 27.2 7.7 4.5 60.6 34.9
90歳以上 201 6.0 53.2 28.4 7.0 5.5 59.2 35.4
石嶺 523 11.3 59.7 21.2 3.8 4.0 71.0 25.0
大名 459 10.2 63.2 19.2 4.4 3.1 73.4 23.6
城西 516 12.6 63.2 19.0 2.9 2.3 75.8 21.9
繁多川 415 6.7 61.7 20.7 6.0 4.8 68.4 26.7
松川 440 10.9 55.9 24.1 5.2 3.9 66.8 29.3
松島 476 12.2 62.2 17.6 4.8 3.2 74.4 22.4
識名 540 10.4 59.3 22.6 5.2 2.6 69.7 27.8
安里 439 10.0 60.6 20.0 6.4 3.0 70.6 26.4
古波蔵 435 8.0 61.1 22.8 5.3 2.8 69.1 28.1
国場 465 9.7 64.1 18.9 5.2 2.2 73.8 24.1
新都心 501 9.4 60.7 22.6 4.4 3.0 70.1 27.0
安謝 448 10.7 58.9 22.5 5.4 2.5 69.6 27.9
泊 429 11.7 64.3 17.2 4.4 2.3 76.0 21.6
若狭 429 11.4 61.8 19.3 4.9 2.6 73.2 24.2
城岳 455 11.6 61.3 20.7 3.3 3.1 72.9 24.0
かなぐすく 402 12.2 60.7 18.9 4.7 3.5 72.9 23.6
小禄 515 14.4 61.9 18.6 2.7 2.3 76.3 21.3
高良 477 14.5 57.7 19.5 4.8 3.6 72.2 24.3
一般高齢者 7,551 11.6 63.1 18.8 3.7 2.8 74.7 22.5
要支援認定者 466 1.9 35.4 41.6 16.7 4.3 37.3 58.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）
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（２） 現在の幸福度【必須項目】 

 

図表－１３１ 現在の幸福度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度については、「8点」が 19.5％で最も高い。次いで「5点」の 18.0％、「7点」の 15.4％であ

る。 

年齢では 85～89歳で「10点」が 18.8％と高く、70～74歳で 11.6％と低い。 

圏域別では小禄圏域で「10点」が 18.4％と市平均よりも約 4ポイント高い。一方、識名圏域で「0点」が

1.5％と市平均よりも 0.8ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「0点」から「6点」までのすべての項目で市平均を超えている。 
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図表－１３２ 基本属性別 現在の幸福度 
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8,543 0.7 0.4 0.7 2.7 3.4 18.0 9.2 15.4 19.5 10.6 14.0 5.3 6.68
男性 3,576 0.6 0.6 0.9 3.4 3.6 19.7 10.0 15.6 18.6 9.6 12.3 5.2 6.53
女性 4,800 0.6 0.3 0.5 2.2 3.2 17.0 8.9 15.4 20.4 11.4 15.2 4.9 6.84
65～69歳 2,469 0.8 0.5 0.8 2.9 3.6 18.0 9.2 16.8 21.0 10.9 12.8 2.8 6.81
70～74歳 2,017 0.4 0.5 0.7 3.3 3.3 18.8 10.0 16.6 19.3 11.3 11.6 4.2 6.67
75～79歳 1,693 0.5 0.6 0.3 2.6 2.7 18.6 9.8 15.8 18.4 10.2 14.3 6.3 6.64
80～84歳 1,279 0.7 0.2 1.0 2.1 3.4 17.5 8.4 13.5 19.9 10.6 16.2 6.5 6.71
85～89歳 665 0.5 0.3 1.1 2.1 3.8 16.5 8.6 11.9 18.5 10.1 18.8 8.0 6.68
90歳以上 201 1.0 0.0 0.0 1.0 3.5 19.9 9.0 10.9 19.4 8.5 17.9 9.0 6.57
石嶺 523 0.6 0.8 0.6 2.7 4.0 16.3 8.0 13.2 23.3 9.8 15.3 5.5 6.75
大名 459 0.2 0.0 0.7 1.5 3.1 16.3 9.8 18.5 19.6 10.2 14.2 5.9 6.79
城西 516 0.4 0.2 0.4 1.9 2.1 13.6 8.7 17.8 20.9 14.9 14.5 4.5 7.07
繁多川 415 1.4 0.0 0.0 2.9 3.4 20.0 10.6 13.5 21.4 10.4 9.9 6.5 6.44
松川 440 0.9 0.9 1.1 3.0 3.2 19.1 10.2 15.0 16.1 10.0 13.4 7.0 6.40
松島 476 0.0 0.4 0.2 1.9 2.1 13.0 10.9 17.4 21.2 10.1 16.8 5.9 6.96
識名 540 1.5 0.4 0.7 3.3 3.9 20.0 9.1 14.4 19.1 10.2 12.4 5.0 6.51
安里 439 0.7 0.2 0.9 3.4 3.6 18.0 7.7 12.3 20.5 13.0 14.1 5.5 6.72
古波蔵 435 0.7 0.9 0.7 3.0 3.7 23.4 8.5 14.5 16.3 10.3 11.7 6.2 6.37
国場 465 0.9 0.4 0.9 3.0 4.1 21.7 9.9 13.1 17.4 12.3 12.3 4.1 6.60
新都心 501 0.8 0.4 0.6 3.0 2.6 18.0 9.8 17.8 19.8 11.0 11.8 4.6 6.68
安謝 448 1.1 0.4 0.4 4.7 4.9 18.8 10.9 12.9 17.6 10.9 12.1 5.1 6.45
泊 429 0.7 0.5 0.7 2.8 3.0 17.2 8.6 16.6 21.0 10.5 14.7 3.7 6.85
若狭 429 0.2 0.7 0.5 2.6 3.5 21.4 8.2 14.0 20.3 9.1 15.9 3.7 6.80
城岳 455 0.4 0.2 1.1 3.1 3.3 16.3 8.8 19.8 18.7 8.8 14.5 5.1 6.71
かなぐすく 402 0.2 0.2 0.5 2.0 4.2 15.2 10.4 17.7 20.6 10.4 12.9 5.5 6.75
小禄 515 0.6 0.6 0.8 2.9 3.1 17.5 9.5 15.1 18.6 9.1 18.4 3.7 6.90
高良 477 0.2 0.4 1.7 1.7 2.3 21.4 8.0 15.3 20.5 10.1 14.9 3.6 6.84
一般高齢者 7,551 0.6 0.4 0.6 2.6 3.0 17.7 9.3 15.9 20.2 10.9 14.2 4.6 6.79
要支援認定者 466 1.1 1.1 2.4 4.5 8.8 27.5 10.7 10.9 13.9 7.1 7.5 4.5 5.83

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（３） この一か月間での気分の沈み、ゆううつな気持ち【必須項目】 

 

図表－１３３ 気分の沈み、ゆううつな気持ち 

 
 

気分の沈み、ゆううつな気持ちについては、「いいえ（なかった）」が 59.5％で最も高く、「はい（あった）」

は 36.7％である。 

性別では、男性は「いいえ（なかった）」が 63.8％で市平均よりも高いのに対し、女性は「はい（あった）」が

40.0％で市平均よりも高い。 

圏域別では、小禄圏域で「いいえ（なかった）」の割合が高く 64.1％であり、市平均よりも約 5ポイント高い。

一方、松川圏域は「いいえ（なかった）」が 54.1％と市平均よりも約 5ポイント低い。 

認定度別では、要支援認定者は「はい（あった）」の割合が 58.4％で市平均よりも約 22ポイント高い。 

 

 

 

  

36.7 59.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１３４ 基本属性別 気分の沈み、ゆううつな気持ち 

 
 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 36.7 59.5 3.8
男性 3,576 32.4 63.8 3.8
女性 4,800 40.0 56.5 3.5
65～69歳 2,469 37.3 60.4 2.3
70～74歳 2,017 37.1 59.9 3.0
75～79歳 1,693 35.3 60.8 3.9
80～84歳 1,279 36.0 58.7 5.2
85～89歳 665 36.8 57.7 5.4
90歳以上 201 40.8 51.7 7.5
石嶺 523 38.0 57.6 4.4
大名 459 35.1 61.4 3.5
城西 516 34.5 62.6 2.9
繁多川 415 35.2 60.5 4.3
松川 440 41.1 54.1 4.8
松島 476 34.9 60.5 4.6
識名 540 37.4 59.4 3.1
安里 439 34.6 62.0 3.4
古波蔵 435 34.7 62.1 3.2
国場 465 35.9 61.5 2.6
新都心 501 38.7 57.7 3.6
安謝 448 38.6 57.6 3.8
泊 429 37.1 59.0 4.0
若狭 429 38.9 57.3 3.7
城岳 455 40.0 57.4 2.6
かなぐすく 402 39.3 56.2 4.5
小禄 515 32.8 64.1 3.1
高良 477 35.2 61.8 2.9
一般高齢者 7,551 35.5 61.3 3.2
要支援認定者 466 58.4 36.7 4.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（４） この一ヵ月での興味・楽しみの減退【必須項目】 

 

図表－１３５ 興味・楽しみの減退 

 
 

興味・楽しみの減退については、「いいえ（なかった）」が 73.2％で最も高く、「はい（あった）」は 22.6％で

ある。 

年齢別では、年齢階級が上がると「いいえ（なかった）」の割合が減少し、「はい（あった）」の割合が増加

している。 

圏域別では、安謝圏域は「はい（あった）」が 29.5％で市平均よりも約 7ポイント高い。また、城西圏域は

「いいえ（なかった）」が 79.1％で市平均よりも約 6ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「はい（あった）」の割合が 48.7％で市平均より約 26ポイント高い。 

 

  

22.6 73.2 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１３６ 基本属性別 興味・楽しみの減退 

 
 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 22.6 73.2 4.2
男性 3,576 21.6 74.4 4.1
女性 4,800 23.6 72.5 3.8
65～69歳 2,469 20.9 76.7 2.4
70～74歳 2,017 21.1 75.9 3.1
75～79歳 1,693 23.2 72.2 4.5
80～84歳 1,279 24.9 69.8 5.3
85～89歳 665 26.5 67.8 5.7
90歳以上 201 27.4 62.2 10.4
石嶺 523 25.4 69.8 4.8
大名 459 20.0 76.0 3.9
城西 516 17.8 79.1 3.1
繁多川 415 25.5 68.0 6.5
松川 440 24.1 70.7 5.2
松島 476 19.5 76.3 4.2
識名 540 24.4 72.0 3.5
安里 439 22.6 74.0 3.4
古波蔵 435 24.1 72.6 3.2
国場 465 21.5 76.1 2.4
新都心 501 20.4 75.2 4.4
安謝 448 29.5 66.1 4.5
泊 429 19.1 76.2 4.7
若狭 429 25.2 71.6 3.3
城岳 455 23.5 73.6 2.9
かなぐすく 402 21.4 74.1 4.5
小禄 515 21.6 75.0 3.5
高良 477 23.1 73.6 3.4
一般高齢者 7,551 21.0 75.5 3.6
要支援認定者 466 48.7 47.6 3.6

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（５） 喫煙状況【必須項目】 

 

図表－１３７ 喫煙状況 

 
 

喫煙状況については、「もともと吸っていない」が 64.9％で最も高く、次いで「吸っていたがやめた」が

24.3％、「ほぼ毎日吸っている」が 6.2％、「時々吸っている」が 1.5％である。 

性別では、男性は「もともと吸っていない」の割合が 34.3％と市平均と比較し、約 30ポイント低く、「吸って

いたがやめた」が 48.9％で市平均よりも約 24ポイント高い。 

年齢別でみると、「ほぼ毎日吸っている」は 85～89歳までの年齢階級では、階級が上がるほど低くなる。

90歳以上では若干増加し 2.0％である。 

圏域別では、安里圏域は「ほぼ毎日吸っている」が 8.9％で市平均よりも約 2.5％高い。一方、大名圏域

3.9％、城西圏域 4.1％、松島圏域 3.8％などでは「ほぼ毎日吸っている」が市平均よりも約 2ポイント低い。 

認定度別では、要支援認定者は「もともと吸っていない」が 71.5％と市平均より約 6.5ポイント高い。 

 

 

  

6.2

1.5

24.3 64.9 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたがやめた

もともと吸っていない 無回答
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図表－１３８ 基本属性別 喫煙状況 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

ほ
ぼ
毎
日
吸

っ
て

い
る

時
々
吸

っ
て
い
る

吸

っ
て
い
た
が
や

め
た

も
と
も
と
吸

っ
て

い
な
い

　
無
回
答

8,543 6.2 1.5 24.3 64.9 3.0
男性 3,576 11.6 2.6 48.9 34.3 2.6
女性 4,800 2.2 0.7 6.0 88.1 3.0
65～69歳 2,469 10.6 2.2 27.4 58.1 1.7
70～74歳 2,017 6.9 2.0 26.8 62.0 2.3
75～79歳 1,693 4.0 1.0 21.3 70.3 3.3
80～84歳 1,279 2.6 0.8 19.3 73.3 4.0
85～89歳 665 1.5 0.9 24.1 69.5 4.1
90歳以上 201 2.0 0.0 21.4 70.6 6.0
石嶺 523 5.4 1.3 22.8 66.7 3.8
大名 459 3.9 1.3 21.1 70.4 3.3
城西 516 4.1 0.4 26.4 66.9 2.3
繁多川 415 6.0 1.4 22.7 65.3 4.6
松川 440 7.7 2.0 25.5 62.3 2.5
松島 476 3.8 1.5 21.2 69.5 4.0
識名 540 8.0 2.4 23.9 63.7 2.0
安里 439 8.9 2.3 23.7 62.4 2.7
古波蔵 435 6.0 2.5 25.5 62.5 3.4
国場 465 6.7 1.5 23.9 65.8 2.2
新都心 501 5.0 1.4 23.2 67.9 2.6
安謝 448 6.3 1.3 22.8 67.0 2.7
泊 429 6.5 1.2 25.9 63.9 2.6
若狭 429 8.4 2.6 25.9 60.8 2.3
城岳 455 7.3 0.9 24.6 64.2 3.1
かなぐすく 402 6.2 1.0 27.4 62.7 2.7
小禄 515 6.6 1.6 25.6 64.5 1.7
高良 477 5.5 1.3 26.8 63.7 2.7
一般高齢者 7,551 6.4 1.6 24.8 64.6 2.6
要支援認定者 466 3.4 1.5 20.2 71.5 3.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（６） 治療中、または後遺症のある病気【必須項目】 

 

図表－１３９ 治療中、または後遺症のある病気【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.8

44.3

4.2

10.6

12.6

11.4

5.6

5.5

8.9

14.7

4.1

3.5

1.4

1.6

0.9

0.6

20.0

8.2

11.8

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

ない

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病

高脂血症

呼吸器の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気

外傷

がん

血液・免疫の病気

うつ病

認知症

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

（％）

（n=8,543）
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治療中、または後遺症のある病気については、「高血圧」が 44.3％で最も高く、次いで「目の病気」が

20.0％、「ない」が 15.8％、「筋骨格の病気」が 14.7％、「糖尿病」が 12.6％である。 

性別では、男性は「高血圧」46.8％、「脳卒中」5.6％、「心臓病」13.4％、「糖尿病」15.6％、「腎臓・前立

腺の病気」17.6％などで市平均よりも高い。一方、女性は「高脂血症」13.6％、「筋骨格の病気」21.5％、「外

傷」5.1％、「目の病気」21.7％などで市平均よりも高い。 

年齢別では、「高血圧」、「心臓病」、「筋骨格の病気」、「外傷」、「認知症」、「目の病気」、「耳の病気」は

年齢階級の高い回答者で増加する傾向にある。一方、「ない」や「高脂血症」は年齢階級が低い回答者で

高い。 

認定度別では、要支援認定者はほぼすべての項目において市平均を上回っている。 
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図表－１４０ 基本属性別 治療中、または後遺症のある病気【複数回答】 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

な
い

高
血
圧

脳
卒
中

心
臓
病

糖
尿
病

高
脂
血
症

呼
吸
器
の
病
気

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

筋
骨
格
の
病
気

外
傷

が
ん

血
液
・
免
疫
の
病
気

う
つ
病

認
知
症

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

目
の
病
気

耳
の
病
気

そ
の
他

　
無
回
答

8,543 15.8 44.3 4.2 10.6 12.6 11.4 5.6 5.5 8.9 14.7 4.1 3.5 1.4 1.6 0.9 0.6 20.0 8.2 11.8 4.7
男性 3,576 15.8 46.8 5.6 13.4 15.6 8.7 5.9 5.2 17.6 5.5 2.7 3.4 1.2 1.4 1.1 0.8 17.8 8.3 11.2 3.9
女性 4,800 15.9 42.4 3.0 8.3 10.4 13.6 5.4 5.7 2.5 21.5 5.1 3.6 1.4 1.8 0.9 0.5 21.7 8.1 12.3 5.1
65～69歳 2,469 23.0 36.4 3.2 6.8 11.1 12.8 4.3 4.4 5.3 10.4 2.0 3.1 1.6 2.0 0.2 0.4 15.1 5.3 11.9 4.9
70～74歳 2,017 16.4 43.0 4.1 9.2 13.6 13.2 5.9 5.1 7.9 11.8 2.9 4.5 1.2 1.3 0.4 0.5 17.7 5.7 13.2 4.4
75～79歳 1,693 12.8 49.0 4.5 10.8 14.6 11.8 6.6 6.0 9.9 16.5 3.9 3.1 0.8 1.6 0.8 1.3 23.9 9.2 12.1 3.8
80～84歳 1,279 11.4 49.5 5.4 14.0 12.3 8.6 6.0 7.0 12.3 19.7 6.5 3.7 1.7 2.0 1.6 0.3 24.6 11.3 10.6 4.5
85～89歳 665 7.5 52.9 4.2 16.2 10.8 8.3 5.3 6.8 15.6 22.6 8.4 3.6 1.5 0.5 3.0 0.6 26.0 15.9 9.8 4.8
90歳以上 201 5.5 54.7 3.0 22.9 11.9 7.0 6.5 6.5 11.9 20.4 10.9 2.5 2.0 0.5 5.5 0.0 24.4 13.9 10.0 6.0
石嶺 523 16.4 42.1 4.6 9.6 12.2 12.0 5.4 7.1 9.0 15.9 3.6 3.6 1.7 2.1 0.8 0.6 18.5 9.2 12.8 4.6
大名 459 13.9 45.3 4.8 10.7 12.0 11.5 5.0 6.8 7.6 16.6 3.3 3.1 1.1 0.9 1.7 0.7 19.2 9.8 12.0 5.0
城西 516 16.9 43.8 2.9 11.2 12.0 13.6 4.5 4.1 10.7 13.2 2.1 2.5 0.6 1.2 1.0 0.4 20.7 7.8 8.9 5.0
繁多川 415 12.8 46.5 4.3 11.3 14.5 10.4 6.7 6.3 10.4 15.9 1.2 4.6 0.7 1.7 1.0 1.0 24.3 11.3 10.4 4.8
松川 440 15.2 45.2 3.6 9.5 11.6 10.2 6.6 5.2 8.9 14.8 4.8 3.4 2.0 1.6 1.1 0.5 24.3 6.8 12.3 3.6
松島 476 19.5 45.6 3.6 10.5 9.5 11.1 5.7 6.7 6.9 12.2 4.4 3.6 0.8 1.9 0.6 0.6 17.9 9.2 10.9 5.9
識名 540 16.3 45.9 3.7 12.8 13.3 13.5 5.9 6.3 10.0 13.9 3.0 3.0 1.9 1.5 0.9 0.2 21.5 6.7 11.1 3.7
安里 439 15.7 38.7 5.7 11.8 10.5 9.1 6.6 5.7 9.3 12.8 5.0 2.7 1.6 0.9 0.9 1.1 23.9 6.4 13.9 5.5
古波蔵 435 14.5 45.3 5.5 9.9 11.7 8.5 5.1 4.8 9.2 18.2 4.6 3.7 2.3 2.1 0.9 1.6 20.0 11.0 12.4 6.4
国場 465 14.4 46.7 2.8 8.6 14.8 11.4 4.7 5.2 9.2 14.2 5.4 4.1 1.5 2.4 0.9 0.6 22.6 8.0 10.1 5.4
新都心 501 17.2 42.1 4.2 13.2 10.4 12.8 5.4 4.6 9.0 13.0 5.4 4.0 0.8 1.8 1.4 0.2 15.8 5.8 14.2 4.4
安謝 448 14.7 40.8 4.9 9.8 13.8 13.2 5.1 5.4 8.7 16.1 4.7 4.2 0.9 1.8 0.4 0.4 21.0 12.1 12.7 5.1
泊 429 17.7 43.1 5.4 11.0 13.1 12.6 5.8 4.2 8.9 14.2 4.0 3.3 1.2 1.2 0.5 0.2 18.6 5.6 9.8 5.8
若狭 429 15.2 46.6 4.7 12.6 14.7 10.0 4.9 7.0 9.6 15.2 5.8 3.3 1.4 2.1 0.7 0.7 15.9 7.7 13.8 2.3
城岳 455 15.6 45.5 3.7 9.5 14.1 13.0 7.7 5.9 7.7 17.6 4.2 3.7 1.3 1.5 0.2 0.4 22.0 8.1 13.0 3.5
かなぐすく 402 17.4 42.5 4.2 7.7 14.2 12.4 5.7 4.5 8.2 15.2 6.0 4.5 1.0 1.5 1.7 0.7 20.9 6.0 11.2 3.7
小禄 515 16.3 45.6 4.3 8.7 11.5 11.8 4.7 5.4 7.4 12.8 2.5 4.5 1.6 1.0 0.8 0.4 15.0 8.2 10.7 4.3
高良 477 15.3 44.4 2.3 11.3 13.0 9.6 5.9 4.2 10.9 12.8 4.4 2.1 1.9 1.9 1.5 0.8 20.1 8.0 11.9 4.0
一般高齢者 7,551 16.9 43.9 3.4 10.0 12.2 11.8 5.4 5.2 8.9 13.4 3.3 3.4 1.3 1.4 0.5 0.4 19.7 7.6 11.9 4.3
要支援認定者 466 3.0 52.8 15.0 18.9 19.5 9.2 9.4 10.1 10.7 32.4 16.3 6.0 2.8 3.6 6.0 4.7 25.3 14.2 13.3 2.8

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（７） かかりつけ医の有無【市独自】 

 

図表－１４１ かか

りつけ 医の有無 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけ医の有無については、「はい（いる）」が 79.2％、「いいえ（いない）」が 17.8％である。 

性別では、男性は「はい（いる）」が 77.4％、女性は 80.7％である。「いいえ（いない）」は男性 20.0％、女

性 16.3％である。 

年齢別では、年齢階級が上がるほど「はい（いる）」の割合が増加する。一方、65～69歳では「いいえ（い

ない）」が 26.9％、70～74歳では 20.6％と市平均よりも約 3～9ポイント高い。 

 圏域別では、安謝圏域は「いいえ（いない）」が 21.9％と市平均よりも約 4ポイント高い。 

 認定度別では、要支援認定者は「はい（いる）」が 92.9％である。 

  

79.2 17.8 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１４２ 基本属性別 かかりつけ医の有無 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 79.2 17.8 3.0
男性 3,576 77.4 20.0 2.5
女性 4,800 80.7 16.3 3.1
65～69歳 2,469 71.1 26.9 2.0
70～74歳 2,017 77.1 20.6 2.3
75～79歳 1,693 85.2 11.8 3.0
80～84歳 1,279 85.5 10.5 4.1
85～89歳 665 86.3 10.5 3.2
90歳以上 201 91.0 4.0 5.0
石嶺 523 79.2 17.4 3.4
大名 459 79.1 17.9 3.1
城西 516 79.5 17.1 3.5
繁多川 415 77.6 17.1 5.3
松川 440 77.5 18.4 4.1
松島 476 80.5 16.8 2.7
識名 540 78.1 19.6 2.2
安里 439 76.1 21.0 3.0
古波蔵 435 79.8 17.9 2.3
国場 465 78.5 17.6 3.9
新都心 501 77.4 20.2 2.4
安謝 448 75.0 21.9 3.1
泊 429 77.9 19.8 2.3
若狭 429 81.8 16.1 2.1
城岳 455 81.8 16.9 1.3
かなぐすく 402 81.6 15.9 2.5
小禄 515 81.0 16.5 2.5
高良 477 83.9 13.8 2.3
一般高齢者 7,551 78.6 18.8 2.6
要支援認定者 466 92.9 4.7 2.4

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（８） 希望する終末期の居所【市独自項目】 

 

図表－１４３ 希 望する終末

期の居所 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する終末期の居所については、「自宅」が 58.1％で最も高く、次いで「病院」が 20.1％、「有料老人

ホーム等の介護施設」が 14.8％である。 

性別では、男性は「自宅」が 64.1％で市平均と比べ 6ポイント高い。女性は「病院」21.8％、「有料老人ホ

ーム等の介護施設」17.2％で市平均より高い。 

年齢別では、「自宅」は年齢階級が高い回答者で割合が高くなる（80～84歳で 60.8％、85～89歳で

69.8％、90歳以上でやや減少し 67.2％）。 

圏域別では、泊圏域は「自宅」が 53.4％と市平均よりも約 4ポイント低い一方、「有料老人ホーム等の介

護施設」が 18.6％と市平均よりも約 4ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「自宅」が 62.7％と市平均よりも約 4ポイント高い。 

 

 

  

58.1 20.1 14.8 7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

自宅
病院
有料老人ホーム等の介護施設

無回答
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図表－１４４ 基本属性別 希望する終末期の居所 

 
 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

自
宅

病
院

有
料
老
人
ホ
ー

ム

等
の
介
護
施
設

　
無
回
答

8,543 58.1 20.1 14.8 7.0
男性 3,576 64.1 18.0 11.9 6.0
女性 4,800 53.6 21.8 17.2 7.5
65～69歳 2,469 57.4 19.2 16.9 6.4
70～74歳 2,017 55.4 21.7 15.9 7.0
75～79歳 1,693 54.5 21.9 16.2 7.4
80～84歳 1,279 60.8 20.3 11.8 7.1
85～89歳 665 69.8 16.4 8.6 5.3
90歳以上 201 67.2 14.4 12.9 5.5
石嶺 523 55.8 23.7 12.8 7.6
大名 459 56.2 21.1 17.2 5.4
城西 516 59.7 17.6 14.5 8.1
繁多川 415 61.4 18.6 11.6 8.4
松川 440 59.1 19.1 15.0 6.8
松島 476 61.6 18.1 15.5 4.8
識名 540 60.9 19.6 12.4 7.0
安里 439 57.2 19.8 16.9 6.2
古波蔵 435 53.6 21.8 17.2 7.4
国場 465 54.6 21.1 16.6 7.7
新都心 501 56.1 20.6 16.6 6.8
安謝 448 58.5 19.2 12.5 9.8
泊 429 53.4 19.8 18.6 8.2
若狭 429 55.9 23.5 14.9 5.6
城岳 455 59.1 19.8 17.4 3.7
かなぐすく 402 60.2 20.4 13.2 6.2
小禄 515 59.8 19.6 12.8 7.8
高良 477 61.6 19.1 13.6 5.7
一般高齢者 7,551 57.9 20.5 15.1 6.5
要支援認定者 466 62.7 17.2 14.2 6.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（９） 終末期の医療、介護、延命措置に関する要望の伝達状況【市独自項目】 

 

図表－１４５ 終末期の医療、介護、延命措置に関する要望 

 

 

 

 

 

 

 

終末期の医療、介護、延命措置に関する要望を家族等に伝えているかについては、「いいえ（伝えてい

ない）」が 59.2％、「はい（伝えている）」が 37.4％である。 

性別では、女性は「はい（伝えている）」が 41.5％で男性 31.9％より高く、男性は「いいえ（伝えていない）」

が 65.1％で女性 55.0％より高い。 

年齢別では、75～79歳で「はい（伝えている）」が 40.5％と市平均よりも約 3ポイント高い。 

圏域別では、石嶺圏域は「はい（伝えている）」が 43.4％で市平均よりも 6 ポイント高く、識名圏域 32.4％、

国場圏域 32.5％は市平均よりも約 5ポイント低い。 

  

  

37.4 59.2 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１４６ 基本属性別 終末期の医療、介護、延命措置に関する要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 37.4 59.2 3.4
男性 3,576 31.9 65.1 3.0
女性 4,800 41.5 55.0 3.5
65～69歳 2,469 35.3 62.6 2.1
70～74歳 2,017 37.0 60.2 2.8
75～79歳 1,693 40.5 55.8 3.7
80～84歳 1,279 38.1 57.3 4.6
85～89歳 665 38.0 58.5 3.5
90歳以上 201 39.3 54.7 6.0
石嶺 523 43.4 52.6 4.0
大名 459 39.0 59.0 2.0
城西 516 34.3 62.2 3.5
繁多川 415 35.7 60.0 4.3
松川 440 34.8 61.8 3.4
松島 476 36.6 59.9 3.6
識名 540 32.4 64.1 3.5
安里 439 39.4 58.3 2.3
古波蔵 435 36.3 58.9 4.8
国場 465 32.5 63.0 4.5
新都心 501 40.7 56.3 3.0
安謝 448 34.2 60.7 5.1
泊 429 39.2 57.3 3.5
若狭 429 40.8 56.6 2.6
城岳 455 40.0 58.5 1.5
かなぐすく 402 38.8 59.0 2.2
小禄 515 37.9 58.4 3.7
高良 477 38.8 59.7 1.5
一般高齢者 7,551 37.7 59.4 2.9
要支援認定者 466 36.5 60.5 3.0

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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９． 認知症にかかる相談窓口の把握について【問８】 

（１） 認知症の症状の有無【必須項目】 

 

図表－１４７ 認 知症の症状

の有無 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の症状がある、または認知症の症状がある家族がいるかについては、「いいえ」が 85.2％で、「は

い」が 11.8％である。 

年齢別では、70～74歳、75～79歳の年齢階級で「はい」が市平均より約2ポイント低く（70～74歳10.1％、

75～79歳 9.7％）、「いいえ」が市平均より約 2～3ポイント高い（70～74歳 88.1％、75～79歳 87.1％）。 

圏域別では、松川圏域は「はい」が 15.0％で市平均よりも約 3ポイント高い。 

認定度別では、要支援認定者は「はい」が一般高齢者 11.3％よりも約 9ポイント高く 20.4％である。 

 

  

11.8 85.2 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１４８ 基本属性別 認知症の症状の有無 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 11.8 85.2 3.0
男性 3,576 11.0 86.4 2.6
女性 4,800 12.4 84.5 3.0
65～69歳 2,469 14.4 84.0 1.6
70～74歳 2,017 10.1 88.1 1.8
75～79歳 1,693 9.7 87.1 3.2
80～84歳 1,279 10.6 84.6 4.8
85～89歳 665 14.9 80.8 4.4
90歳以上 201 11.9 83.6 4.5
石嶺 523 13.0 84.5 2.5
大名 459 11.1 86.3 2.6
城西 516 11.2 86.2 2.5
繁多川 415 10.6 84.3 5.1
松川 440 15.0 82.0 3.0
松島 476 10.5 87.4 2.1
識名 540 13.5 83.3 3.1
安里 439 9.8 87.7 2.5
古波蔵 435 11.3 84.4 4.4
国場 465 10.5 86.5 3.0
新都心 501 9.4 87.0 3.6
安謝 448 11.6 84.2 4.2
泊 429 12.6 84.8 2.6
若狭 429 11.9 86.7 1.4
城岳 455 10.5 88.4 1.1
かなぐすく 402 11.4 85.8 2.7
小禄 515 14.6 82.9 2.5
高良 477 13.8 83.6 2.5
一般高齢者 7,551 11.3 86.3 2.4
要支援認定者 466 20.4 75.3 4.3

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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（２） 認知症の相談窓口の認知度【必須項目】 

 

図表－１４９ 認

知症の相 談窓口の

認知度 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の相談窓口の認知度については、「いいえ（知らない）」が 76.9％、「はい（知っている）」が 20.5％

である。 

性別では、女性は「はい（知っている）」が 22.6％で市平均より約 2ポイント高く、男性は「いいえ（知らな

い）」が 79.8％で市平均よりも約 3ポイント高い。 

年齢別では、65～69歳では「はい（知っている）」が 22.9％で市平均よりも約 2ポイント高い。 

圏域別では、「いいえ（知らない）」は安里圏域 82.0％と安謝圏域 81.0％で市平均よりも約 4～5ポイント

高い。一方、「はい（知っている）」は石嶺圏域 25.0％、小禄圏域 24.3％で市平均よりも約 4ポイント高い。 

 

  

20.5 76.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,543）

はい いいえ 無回答
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図表－１５０ 基本属 性別 認知症の相

談窓口の認知 度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
人

）

は
い

い
い
え

　
無
回
答

8,543 20.5 76.9 2.6
男性 3,576 18.1 79.8 2.1
女性 4,800 22.6 74.6 2.8
65～69歳 2,469 22.9 75.4 1.7
70～74歳 2,017 21.1 77.2 1.7
75～79歳 1,693 19.4 78.0 2.6
80～84歳 1,279 18.4 77.6 4.1
85～89歳 665 20.2 77.0 2.9
90歳以上 201 18.9 76.6 4.5
石嶺 523 25.0 71.5 3.4
大名 459 23.1 74.7 2.2
城西 516 23.3 75.0 1.7
繁多川 415 21.4 75.2 3.4
松川 440 20.2 76.8 3.0
松島 476 20.0 78.2 1.9
識名 540 20.4 77.0 2.6
安里 439 15.9 82.0 2.1
古波蔵 435 18.4 77.2 4.4
国場 465 20.2 77.6 2.2
新都心 501 19.6 78.2 2.2
安謝 448 16.3 81.0 2.7
泊 429 17.9 79.3 2.8
若狭 429 24.2 75.1 0.7
城岳 455 19.3 78.9 1.8
かなぐすく 402 18.4 79.4 2.2
小禄 515 24.3 73.2 2.5
高良 477 22.2 75.1 2.7
一般高齢者 7,551 20.9 77.0 2.1
要支援認定者 466 20.8 75.3 3.9

※「全体」は各属性の無回答も含む（以下、同様）

認

定

別

 

  全  体
性
別

年
齢
別

圏
域
別
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